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古
浄
瑠
璃
《
こ
そ
で
う
り
》
か
ら
河
東
節
《
小
袖
模
様
》
へ

　

─
詞
章
の
地
域
差
〈
シ
ッ
パ
リ
〉
と
〈
ジ
ュ
ー
ワ
リ
〉
な
ど
─　
　

れ
た
が
、
詞
章
は
ど
の
程
度
の
異
同
が
あ
る
の
か
に
着
目
し
、
比
較
検
討
を
行
う
。

ひ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
詞
章
を
半
太
夫
節
、
河
東
節
が
受
け
継
い
だ
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
の
影
響
に
つ
い
て
の
参
考
と
し
た
い
。

　
　
　

一
、《
こ
そ
で
う
り
》《
小
袖
模
様
》
な
ど
の
諸
本

　

半
太
夫
節
、
河
東
節
の
《
小
袖
模
様
》
は
古
浄
瑠
璃
の
節
事
部
分
を
利
用
し
た
も

の
で
、
節
付
け
と
詞
章
の
改
変
が
み
ら
れ
る
。
先
行
浄
瑠
璃
の
詞
章
を
ど
の
よ
う
に

摂
り
入
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
ほ
ぼ
同
様
の
詞
章
を
持
つ
以
下
の
十
八

種
類
に
つ
い
て
比
較
を
行
う
。
本
文
に
半
太
夫
・
河
東
節
に
な
い
詞
章
が
加
わ
る
長

唄
に
つ
い
て
は
成
立
が
延
享
年
間
と
い
わ
れ
る
が（

（
（

、
録
音
資
料
の
み
を
扱
う
。
二
で

の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
①
～
⑱
ま
で
の
略
称
を
［　

］
で
示
す
。
同
じ
太
夫
の
節

付
け
の
場
合
、
段
物
中
の
節
事
で
あ
れ
ば
Ａ
、
節
事
の
み
の
場
合
に
は
Ｆ
と
し
た
。

詞
章
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
稿
末
に
掲
げ
た
。
節
事
の
丁
数
を
示
し
た
。

①�

「
第
三　

み
ち
ゆ
き
付
り
こ
そ
で
う
り
の
事
」『
和
国
び
じ
ん
哥
諍
幷
こ
そ
で
う
り
』

愛
知
県
立
大
学
図
書
館
蔵
（
貴9117-25

）［
出
羽
掾
Ａ
］
五
段　

絵
入
り　

十
七

　

江
戸
音
曲
と
言
わ
れ
て
き
た
河
東
節
の
正
本
に
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
の
影
響
が
み
ら

れ
る
の
は
ど
う
し
て
な
の
か（

（
（

。
河
東
節
『
十
寸
見
要
集
』
所
収
の
《
小
袖
模
様
》
は

半
太
夫
節
か
ら
河
東
節
に
取
り
込
ま
れ
た
曲
で
あ
る
が
、
明
治
三
十
六
年
に
半
太
夫

節
と
し
て
五
線
譜
に
採
録
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
八
年
に
『
世
界
音
楽
全
集
』
に
収
め

ら
れ
て
い
る
。こ
の
曲
が
古
浄
瑠
璃
の
詞
章
を
摂
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

そ
の
節
付
け
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

節
事
《
小
袖
模
様
》
は
古
浄
瑠
璃
で
は
《
こ
そ
で
う
り
》
と
し
て
寛
文
頃
か
ら
の

演
奏
記
録
が
み
ら
れ
る
。
寛
文
年
間
に
「
小
袖
模
様
雛
形
」
の
刊
行
が
始
ま
っ
た
こ

と
を
思
う
と
、
小
袖
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ
の
内
容
を
綴
っ
た
詞
章
が
、
空
前

の
ヒ
ッ
ト
曲
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。《
小
袖
模
様
》
は
、
古
浄
瑠
璃
か
ら
詞
章

を
摂
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
当
流
浄
瑠
璃
で
あ
る
義
太
夫
節
に
も

摂
り
込
ま
れ
て
い
る
。
当
時
の
諸
流
の
太
夫
が
こ
ぞ
っ
て
語
り
、
唄
っ
た
こ
と
が
現

存
の
正
本
な
ど
か
ら
窺
え
る
。
さ
ら
に
は
、
享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
の
春
の
中

村
座
の
『
十
八
公
今
様
そ
が
』
で
は
「
小
袖
も
や
う
の
せ
り
ふ
」
に
、
こ
の
詞
章
が

使
わ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

本
稿
で
は
、
浄
瑠
璃
の
節
付
け
は
そ
れ
ぞ
れ
の
太
夫
に
よ
り
新
た
に
作
曲
が
な
さ

坂
本
清
恵
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十
一
行
二
丁

　

�『
奥
浄
瑠
璃
集
［
続
］
翻
刻
と
解
題
と
論
考
』（
二
〇
二
二
年　

和
泉
書
院
）
に
掲

載
の
翻
刻
に
よ
る
。

⑦
「
道
行
」『
和
国
美
人
歌
諍　

知
略
遊
女
』　

阪
口
弘
之
氏
蔵
［
知
略
］

　

六
段
か
、
九
行
二
丁
半　

⑥
と
同
書
に
掲
載
の
翻
刻
に
よ
る
。

⑧�

『
ま
つ
よ
の
姫
』
東
京
大
学
霞
亭
文
庫
（E22:776:798

）
江
戸
板　

元
禄
頃
［
江

戸
板
］

大
傳
馬
三
丁
目　

丸
屋
新
板　

巻
頭
欠
丁　

六
段　

十
七
行
半
丁
（
十
四
行
）　

節

付
け
、
胡
麻
章
な
し

⑨
『
金
山
左
衛
門
岩
屋
城　

大
和
廿
四
孝
』　
［
土
佐
少
掾
Ａ
］

　

�

元
禄
七
年
戊
正
月
吉
日　

大
傳
馬
貳
丁
目　

木
下
甚
右
衛
門
板　

六
段　

十
七
行

半
丁
（
十
四
行
）　

節
付
け
胡
麻
章
な
し

　

�

鳥
居
フ
ミ
子
「「
金
山
左
衛
門
岩
屋
城　

大
和
廿
四
孝
」
と
そ
の
脚
色
法
」『
東
京

女
子
大
学
日
本
文
学
』 

五
四　

一
九
八
〇
年
の
翻
刻
、お
よ
び
鳥
居
フ
ミ
子
編『
鳥

居
文
庫
浄
瑠
璃
稀
本
集　

第
一
集
』
一
九
九
六
年
の
影
印
に
よ
る
。

⑩�

「
染
小
袖
も
や
う
の
段
」『
蘭
曲
後
撰
集　

二　
土
佐
少
掾

正
勝
直
傳
』
都
立
中
央
図
書
館
蔵
（『
蘭

曲
大
竹
集　

二
』
加
賀
文
庫
（5835-2

）
後
題
箋
）［
土
佐
少
掾
Ｆ
］

　

�【
六
十
四
】
や
ま
と
廿
四
孝
道
行　
【
六
十
五
】　

小
そ
で
も
や
う
の
だ
ん　

九
行

二
丁　

節
付
け
、
胡
麻
章
あ
り　

江
戸　

木
下
甚
右
衛
門

（
参
考
）「
元
禄
版　

浄
る
り
道
行
づ
く
し
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
（29-187

）

　
　
　
　
「
土
佐
節
段
物
集
」
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
本
（
二8-8

）

　
　
　
　
「
染
小
袖
も
や
う
の
段
」
大
阪
府
立
図
書
館
『
蘭
曲
集
３
』（
甲
和
／04

）

　
　
　
　
　
　

大
伝
馬
町
三
町
目　

鱗
形
屋
三
左
衛
門
板

⑪�

「
小
袖
模
様
」『
鳰
鳥
』　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本（
京ｰ416

）享
保
四（
一
七
一
九
）

年
三
月
刊
［
鳰
鳥
］

行
一
丁
半
（
十
九
行
）　

節
付
け
は
あ
る
が
胡
麻
章
は
な
し

（
参
考
）『
古
浄
瑠
璃
正
本
集　

第
八
』
一
九
八
〇
年　

角
川
書
店　

　

慶
応
大
学
図
書
館
所
蔵
「
和
国
び
じ
ん
哥
諍
幷
ニ
小
袖
う
り
」（110X

-198-1

）

十
八
行
半
丁
（
十
五
行
）

②�

「
松
よ
の
ひ
め
付
タ
リ
こ
そ
て
う
り
」『
道
行
揃
』
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
（
東

5661-

２
）［
出
羽
掾
Ｆ（

（
（

］

　

天
和
三
亥
年
十
二
月
吉
日　

本
屋
九
兵
衛
開
板　
　

絵
入
り
十
五
行
一
丁

（
二
十
三
行
）　

節
付
け
あ
り
、
胡
麻
章
は
前
半
に
わ
ず
か
に
あ
る

③�

「
松
世
の
姫
道
行　

小
袖
う
り
」『
こ
そ
で
う
り
』
大
阪
大
学
附
属
図
書
館　

笹

野
文
庫　
（
笹
野143

）［
土
佐
掾
］　

八
文
字
屋
八
左
衛
門
板　

五
段　

十
行
二
丁   

節
付
け
、
胡
麻
章
あ
り

（
参
考
）『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
角
太
夫
編　

第
三
』
一
九
九
四
年　

大
学
堂
書
店

　
　
　
　
『
古
浄
瑠
璃
集　

角
太
夫
（
一
）』
一
九
六
一
年　

古
典
文
庫

　
　
　
　

�

国
会
図
書
館
蔵
本
『
こ
そ
で
う
り
』（238-337
）
山
本
九
兵
衛
版　

十
行

　
　
　
　

大
英
図
書
館
蔵
本
『
こ
そ
で
う
り
』
山
本
九
兵
衛
版

　
　
　
　

https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100415169/m
anifes

④
「
こ
そ
で
う
り
」『
紫
竹
集
追
加　

九
』
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
（911.7

　

イ177

）［
加
賀
掾
］

　

�

二
條
通
寺
町
西
ヘ
入
町　

山
本
九
兵
衛
刊　

八
行
二
丁　

節
付
け
、
胡
麻
章
あ
り

（
参
考
）『
加
賀
掾
段
物
集
（
附
、
宇
治
加
賀
掾
年
譜
）』
一
九
五
八
年　

古
典
文
庫

⑤�

「
小
袖
賣
も
や
う
つ
く
し
」『
豊
後
節
古
正
本
集
』
東
京
大
学
黒
木
文
庫
（
黒

4133-0001-002

）［
豊
後
節
］

　

七
行
二
丁　
「
宮
古
路
豊
後
」
節
付
け
、
胡
麻
章
あ
り

（
参
考
）「
小
袖
賣
も
や
う
つ
く
し
」
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
本
（
ト14-55-2

）

⑥
「
小
袖
う
り
」『
結
城
合
戦
』　

阪
口
弘
之
氏
蔵
［
結
城
］
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古浄瑠璃《こそでうり》から河東節《小袖模様》へ
　

外
題
『
仁
本
鳥　

乾
』『
爾
保
鳥　

坤
』
載
文
堂
・
群
奇
堂　

　

半
太
夫
・
初
代
河
東　

九
行
横
本
二
丁
半　

節
付
け
ほ
ぼ
な
し
、
胡
麻
章
な
し

（
参
考
）
国
立
音
楽
大
学
竹
内
文
庫
（02-1002

）

⑫�

「
小
袖
も
や
ふ
の
段
」
小
松
屋
板　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（229-227

）
享
保
二

（
一
七
一
七
）
年
～
九
（
一
七
二
四
）
年
ご
ろ　
［
小
松
屋
］

　

九
行
二
丁　
　

節
付
け
、
胡
麻
章
あ
り

（
参
考
）�

小
松
屋
版　

東
京
国
立
博
物
館　
（229-227

）・
小
松
屋
版　

抱
谷
文
庫

本　

国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
き
に
て
確
認
（
ホ3-1-5-1

）

　
　
　
　

小
松
屋
版
『
河
東
節
』
国
立
国
会
図
書
館　
（
本
別3-52

）

⑬�

「
小
袖
模
様
の
段
」『
十
寸
見
要
集
』
初
板　

宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
以
降　

国

立
音
楽
大
学
竹
内
文
庫
（02-1007

）［
十
寸
見
］

　

武
江
浅
草
御
地
内
伊
勢
屋
吉
十
郎
板　
　

六
行
三
丁　

節
付
け
、
胡
麻
章
あ
り

⑭�

「
小
袖
も
や
ふ
の
段
」
井
筒
屋
板　

国
立
音
楽
大
学
竹
内
文
庫
（02-2001-008

～

010

）［
井
筒
屋
］

　

八
行
二
丁
半　

節
付
け
、
胡
麻
章
あ
り

⑮�

「
小
袖
も
や
ふ
の
段
」
い
が
や
板　

国
立
音
楽
大
学
竹
内
文
庫
（017-011-039

～

042

）［
い
が
や
］

　

八
行
二
丁　

節
付
け
、
胡
麻
章
あ
り

⑯�

「
小
袖
も
や
ふ
の
段
」『
糸
竹
哥
み
ど
り
』　

国
立
国
会
図
書
館（
寄
特5-5-1-1-
）［
大

坂
板
］

　

�「
大
坂
心
斎
橋
筋
瓦
町
」
出
版
元
破
れ　

十
二
行
二
丁
半　

横
本　

式
亭
三
馬
旧

蔵
本　

節
付
け
、
胡
麻
章
あ
り

⑰�

「
半
太
夫
節
小
袖
模
様
」『
世
界
音
楽
全
集
』第
十
八
巻　

春
秋
社　

昭
和
六
年［
世

界
］

　

田
中
正
平
博
士
邦
楽
研
究
室
で
明
治
三
十
六
年
採
譜　

山
彦
秀
治
郎
演
奏
五
線
譜

⑱
「
大
薩
摩
外
記
節　

小
袖
模
様
」
作
者
年
代
不
詳
［
長
唄
］

　

唄
：
日
吉
小
三
八
（
初
世
）、
三
味
線
：
杵
屋
栄
二
、
稀
音
家
六
多
郞
の
演
奏

　

日
吉
小
三
八
師
音
源
よ
り　

日
吉
栄
寿
採
譜　

二
〇
二
三
年
十
一
月

　

稿
末
【
表
１
】
に
は
刊
行
年
の
わ
か
る
正
本
と
『
松
平
大
和
守
日
記
』『
鸚
鵡
籠

中
記
』
な
ど
で
演
奏
記
録
が
み
ら
れ
る
も
の
を
表
に
し
た
。
多
く
の
太
夫
が
こ
の
節

事
を
語
り
、
唄
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ほ
ぼ
同
じ
詞
章
の
節
事
を
、
お
お
む
ね
上
方
の
古
浄
瑠
璃
で
は
《
こ
そ
で
う
り
》、

半
太
夫
節
、
河
東
節
で
は
《
小
袖
模
様
》
と
し
て
い
る
。
こ
の
節
事
の
詞
章
に
つ
い

て
は
、
寛
文
年
間
に
上
方
で
刊
行
さ
れ
た
伊
藤
出
羽
掾
の
①
『
和
国
び
じ
ん
哥
諍
幷

こ
そ
で
う
り
』
が
現
在
確
認
さ
れ
る
中
で
は
古
い
。
阪
口
弘
之
氏
に
よ
る
と
、
⑧
の

江
戸
板
の
東
京
大
学
霞
亭
文
庫
に
残
る
太
田
南
畝
筆
の
後
題
箋
『
ま
つ
よ
の
姫
』
が

元
禄
頃
の
刊
行
で
あ
る
も
の
の
、
内
容
的
に
は
、
上
方
板
が
不
用
意
な
刈
り
込
み
を

行
っ
た
個
所
が
み
ら
れ
、
江
戸
板
⑧
、
上
方
板
①
の
両
板
に
共
通
の
正
本
が
存
在
し

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
結
城
合
戦
に
材
を
得
た
作
品
で
舞
台
が
東
国
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
江
戸
に
古
い
正
本
が
存
在
し
、
そ
れ
を
出
羽
掾
が
移
入
し
た
と
み
る
の
が

穏
当
で
あ
る
と
い
う（

（
（

。
ま
た
、
⑧
は
阪
口
氏
ご
所
蔵
本
の
⑦
『
和
国
美
人
哥
諍　

知

略
遊
女
』
と
近
い
と
い
う（

（
（

。
当
時
は
、
題
名
に
「
知
略
」
の
つ
く
浄
瑠
璃
が
多
く
み

ら
れ
る
。

　

①
の
『
和
国
び
じ
ん
哥
諍
幷
こ
そ
で
う
り
』「
第
三
段　

み
ち
ゆ
き
付
り
こ
そ
で

う
り
の
事
」
ま
で
の
あ
ら
す
じ
を
示
す
。

　

結
城
七
郎
の
娘
ま
つ
よ
の
姫
が
、
鎌
倉
将
軍
の
御
台
所
の
お
召
し
に
よ
り
、
和
歌

を
詠
み
、
柴
田
の
息
女
柏
の
前
に
玉
津
島
明
神
の
庇
護
の
元
に
打
ち
勝
つ
が
、
そ
れ

に
よ
り
、
柴
田
の
会
津
か
ら
鎌
倉
に
向
け
て
の
挙
兵
へ
と
な
る
。
七
郎
は
会
津
攻
め

を
し
た
が
、
柴
田
に
捕
ら
え
ら
れ
て
し
ま
い
、
父
を
救
う
た
め
に
会
津
に
道
行
し
た
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松
世
の
姫
が
、
遊
女
に
な
り
す
ま
す
た
め
、
菱
屋
で
小
袖
を
求
め
る
。
菱
屋
の
亭
主

は
ま
ず
、
朝
顔
の
咲
き
乱
れ
た
模
様
を
示
す
と
、
明
日
も
知
ら
ぬ
夢
の
よ
う
で
味
気

な
い
と
い
う
。
次
に
、
梢
を
伝
う
猿
猴
が
月
を
う
か
が
う
染
小
袖
を
見
せ
る
と
、
望

ん
で
も
叶
わ
な
い
様
子
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
亭
主
の
勧
め
る
満
々
た
る
わ
だ

つ
み
の
波
が
ど
う
と
打
っ
た
そ
の
あ
と
に
磯
べ
に
遊
ぶ
群
鳥
た
ち
が
さ
わ
ぐ
染
模
様

に
つ
い
て
も
、
水
は
泡
と
消
え
、
千
鳥
は
騒
々
し
い
と
い
う
。
そ
の
あ
と
を
引
用
す

る
と
、「
て
い
し
ゆ
お
ど
ろ
き
、
扨
々
、
む
つ
か
し
き
上
ら
う
か
な
、
お
ほ
く
の
こ

そ
で
を
う
り
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ほ
ど
む
つ
か
し
い
人
は
い
ま
だ
み
ず
、
さ
程
物
ご
の

み
し
給
は
ゝ
の
ぞ
み
の
ま
ゝ
に
か
き
付
、
き
や
う
と
へ
の
ぼ
せ
給
へ
、
去
な
が
ら
、

ひ
し
や
か
た
な
に
は
、
こ
そ
で
は
な
き
か
と
い
は
れ
ん
も
、
口
を
し
や
、
蔵
の
内
な

る
こ
そ
で
、
み
な
〳
〵
取
出
し
、
御
め
に
か
け
ん
、
の
ぞ
み
給
へ
、
さ
り
な
が
ら
、

小
袖
一
つ
め
さ
れ
ん
に
、
こ
と
〴
〵
く
取
出
さ
ん
も
よ
し
な
し
、
あ
ら
〳
〵
、
も
や

う
申
へ
し
、
其
内
に
望
の
あ
ら
ば
、
取
出
し
、
参
ら
せ
ん
、
き
こ
し
め
さ
れ
よ
と
、

い
ち
〳
〵
次
第
に
か
た
り
け
り
」
と
あ
り
、
こ
の
後
に
、
節
事
で
の
小
袖
の
模
様
の

説
明
と
な
る
。

　

小
袖
の
雛
形
は
手
元
に
な
く
、
菱
屋
の
主
人
が
、
小
袖
の
模
様
を
語
る
そ
の
部
分

の
み
が
、
古
浄
瑠
璃
で
は
《
こ
そ
で
う
り
》
と
し
て
演
奏
さ
れ
て
い
る
。
①
は
寛
文

年
間
の
正
本
と
い
わ
れ
る
が
、
小
袖
模
様
の
雛
形
が
刊
行
さ
れ
る
の
が
寛
文
六
、七

年
で
あ
る
と
す
る
と
、
模
様
を
描
い
て
発
注
す
る
様
子
が
、
こ
こ
に
は
描
か
れ
て
い

る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
正
本
の
タ
イ
ト
ル
も
『
和
国
び
じ
ん
哥
諍
幷
こ
そ
で
う
り
』

と
あ
る
よ
う
に
、「
こ
そ
で
う
り
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

古
浄
瑠
璃
で
は
巻
物
屋
「
菱
屋（

（
（

」
の
主
人
は
「
一
時
ば
か
り
」
模
様
に
つ
い
て
説

明
、
半
太
夫
節
で
は
「
半
時
ば
か
り
」
に
変
更
さ
れ
る
が
、
長
々
と
説
明
は
し
た
も

の
の
、
古
浄
瑠
璃
で
松
世
の
姫
が
選
ぶ
の
は
語
り
だ
し
の
最
初
の
「
武
蔵
野
に
一
む

ら
薄
、
ほ
に
出
で
て
み
だ
れ
あ
ふ
た
る
こ
そ
で
」
で
あ
り
、
再
び
父
に
「
合
う
」
こ

と
が
で
き
る
と
、
こ
の
小
袖
を
選
ぶ
。
和
歌
に
秀
で
た
姫
ら
し
い
選
択
で
あ
る
。

　

阪
口
氏
に
よ
る
指
摘
の
と
お
り
、
こ
の
古
浄
瑠
璃
の
《
こ
そ
で
う
り
》
の
詞
章
は
、

江
戸
時
代
の
当
流
浄
瑠
璃
で
あ
る
義
太
夫
節
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
紀
海
音

の
お
染
久
松
の
『
袂
の
白
し
ぼ
り
』
で
は
、
お
染
が
嫁
入
り
衣
装
の
小
袖
を
「
三
井
」

で
選
ぶ
シ
ー
ン
で
、
お
染
が
決
め
か
ね
て
い
る
と
「
扨
む
つ
か
し
い
客
人
か
な
さ
程

物
ず
き
有
な
ら
ば
ひ
な
が
た
か
い
て
あ
と
よ
り
も
お
目
に
か
け
ん
、
去
な
が
ら
、
三

井
が
棚
に
小
袖
は
な
き
と
い
は
れ
ん
も
口
お
し
、
く
ら
の
内
成
る
染
模
様
あ
ら
あ
ら

か
た
り
申
さ
ん
と
。
そ
ば
に
成
帳
面
引
き
よ
せ
て
一
々
に
こ
そ
よ
み
た
て
け
れ
」
と

小
袖
の
模
様
を
語
り
出
す
。
省
略
は
あ
る
が
、《
こ
そ
で
う
り
》
の
詞
章
を
一
部
入

れ
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
お
染
が
選
ん
だ
も
の
も
松
世
の
姫
と
同
じ
「
む
さ
し
の
に

一
村
。
ず
ゝ
す
き
穂
に
出
て
」
の
模
様
で
、
趣
向
も
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
て
い
る
。

　

近
松
の
『
傾
城
吉
岡
染
』「
紙
子
ひ
ひ
な
か
た
」
に
も
《
こ
そ
で
う
り
》
の
詞
章

が
処
々
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る（

（
（

。
詞
章
の
異
同
か
ら
は
、
海
音
、
近
松
と
も
に
土
佐

掾
（
角
太
夫
節
）
の
正
本
か
ら
取
り
入
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

①
か
ら
④
ま
で
と
⑥
に
は
、
節
事
に
《
こ
そ
で
う
り
》
と
あ
る
が
、
⑦
⑧
⑨
に
は

節
事
の
題
名
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
⑤
の
宮
古
路
豊
後
掾
の
節
事
で
は
「
小
袖
売

も
や
う
つ
く
し
」
と
「
小
袖
売
」
を
残
し
た
ま
ま
「
模
様
尽
く
し
」
を
足
し
た
タ
イ

ト
ル
で
あ
る
。

　
「
柳
亭
浄
瑠
璃
本
目
録
」
文
化
三
年
柳
亭
種
彦
・
文
政
元
年
蜀
山
人
写
、
東
京
都

立
中
央
図
書
館
，
加
賀
文
庫
（768

〳W
R

〳8

）
に
は
、「
山
本
角
太
夫
」
の
項
に
、

　
　

●
小
袖
う
り

　
　
　

�
此
浄
瑠
璃
は
結
城
七
郎　

小
袖
賣
と
申
て
宇
治
加
賀
掾
も
か
た
れ
り　

江
戸

半
太
夫
も
か
た
り
し
に
よ
り
今
も
江
戸
節
又
河
東
節
に
て
か
た
る　

小
袖
も

や
う
と
い
う
は
此
う
ち
の
節
事
也

と
あ
る
。
角
太
夫
（
土
佐
掾
）
は
、
節
事
も
《
こ
そ
で
う
り
》
で
は
あ
る
が
、
浄
瑠
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古浄瑠璃《こそでうり》から河東節《小袖模様》へ

璃
全
体
を
『
和
国
び
じ
ん
哥
諍
』
か
ら
『
こ
そ
で
う
り
』
に
変
更
し
て
い
る
。『
こ

そ
で
う
り
』
の
中
の
節
事
の
《
こ
そ
で
う
り
》
が
③
で
あ
る
。

　

⑦
⑧
⑨
⑩
に
つ
い
て
は
、
阪
口
氏
、
阿
部
氏
、
鳥
居
氏
の
ご
研
究
に
よ
る
。
⑦
⑧

は
写
本
で
、
⑨
⑩
は
江
戸
で
の
出
版
で
あ
る
。

　

⑨
は
、
阪
口
氏
に
よ
る
と
『
金
山
左
衛
門
岩
屋
城
』（
刊
年
所
属
不
明
、
鱗
形
屋
板
）

の
改
作
『
金
山
左
衛
門
岩
屋
城
大
和
廿
四
孝
』
の
四
段
め
に
①
の
三
段
め
と
同
様
の
場

面
を
増
補
し
た
も
の
と
い
う
。『
袂
の
白
し
ぼ
り
』
以
上
に
、「
菱
屋
」
で
の
や
り
と

り
を
含
め
節
事
の
前
後
の
趣
向
が
併
せ
て
摂
り
込
ま
れ
て
い
る
。
土
佐
少
掾
本
は
半

太
夫
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
出
版
と
な
り
、「
半
太
夫
ら
の
盛
ん
な
か
た
り
と
い
い
、
嵌

め
込
み
形
式
の
増
補
ぶ
り
と
い
い
、
こ
の
節
事
の
江
戸
で
の
人
気
の
程
が
窺
え
る（

（
（

」

の
と
お
り
で
あ
る
。『
松
平
大
和
守
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
元
禄
七
年
三
月
十
一
日
に

人
形
う
き
世
茶
屋
で
土
佐
少
掾
の
門
下
の
式
部
（
広
瀬
式
部
太
夫
）
が
《
染
小
袖
も

よ
う
》
を
語
っ
て
い
る
。
⑩
は
節
事
の
み
で
目
録
に
は
《
小
そ
で
も
よ
う
の
だ
ん
》

と
あ
る
が
、
本
文
内
題
で
は
《
染
小
袖
も
や
う
の
段
》
と
あ
る
。
⑩
か
ら
「
染
」
が

取
れ
た
も
の
が
半
太
夫
節
、
河
東
節
の
《
小
袖
模
様
》
で
あ
る
。
同
じ
元
禄
七
年
四

月
九
日
に
半
太
夫
・
初
太
夫
が
碁
盤
人
形
で
《
小
袖
の
も
よ
う
》
を
語
っ
て
い
る
。

　

⑪
『
鳰
鳥
』
以
降
は
節
事
の
み
の
《
小
袖
模
様
》
で
、
⑪
は
半
太
夫
と
初
世
河
東

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
⑫
は
河
東
節
正
本
の
出
版
を
行
う
小
松
屋
板
に
よ
る
初
世
河

東
の
薄
物
正
本
で
あ
る
。
⑬
は
、
四
世
河
東
が
新
た
に
六
行
本
に
改
め
て
出
版
し
た

『
十
寸
見
要
集
』
に
所
載
の
「
小
袖
模
様
の
段
」
で
あ
る
。
⑭
は
井
筒
屋
、
⑮
は
、

い
が
や
に
よ
る
薄
物
正
本
で
あ
る
。
⑯
の
『
糸
竹
歌
み
ど
り
』
は
半
太
夫
節
と
し
て

所
収
さ
れ
た
大
坂
板
「
小
袖
も
や
ふ
の
段
」
で
あ
る
。
⑰
は
五
線
譜
、
⑱
は
音
源
か

ら
の
採
譜
に
よ
る
も
の
で
、
も
っ
と
も
新
し
い
詞
章
で
あ
る
。

　

浄
瑠
璃
の
一
部
分
と
し
て
の
節
事
《
こ
そ
で
う
り
》
で
あ
っ
た
も
の
が
、
当
時
流

行
の
フ
ァ
シ
ョ
ン
誌
と
も
い
え
る
小
袖
雛
形
本
が
出
版
さ
れ
、
小
袖
の
模
様
雛
形
が

大
評
判
に
な
っ
た
。
そ
の
流
行
に
乗
っ
て
、
江
戸
で
は
小
袖
の
模
様
を
網
羅
的
に
取

り
上
げ
る
節
事
《
小
袖
模
様
》
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。
上
方
で
も
、
江
戸
で
も
大
流
行

し
た
曲
で
あ
る
と
い
え
る
。
土
佐
少
掾
（
土
佐
節
）
の
《
染
小
袖
も
よ
ふ
》
は
段
物

で
も
語
ら
れ
た
が
、《
小
袖
模
様
》
は
独
立
し
た
節
事
と
し
て
の
名
称
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
改
変
で
あ
っ
た
。

　
　
　

二
、
詞
章
の
相
違

　

古
浄
瑠
璃
の
節
事
《
こ
そ
で
う
り
》
の
詞
章
を
、
半
太
夫
節
、
河
東
節
の
《
小
袖

模
様
》
と
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
に
詞
章
を
摂
り
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
⑧

の
よ
う
に
節
付
け
が
な
い
読
み
本
も
あ
り
、
節
付
け
が
古
浄
瑠
璃
と
半
太
夫
節
・
河

東
節
で
は
大
き
く
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
詞
章
の
相
違
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。
諸

本
を
比
べ
て
み
る
と
、
詞
章
の
相
違
は
次
の
三
点
に
分
類
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　

Ⅰ
．
い
わ
ゆ
る
古
浄
瑠
璃
と
は
異
な
る
独
自
性
を
出
し
た
語
句

　
　

Ⅱ
．
上
方
と
、
江
戸
を
含
め
た
東
国
こ
と
ば
と
の
相
違
に
よ
る
語
句

　
　

Ⅲ
．
半
太
夫
と
初
世
河
東
の
み
の
独
自
の
語
句

　

Ⅰ
は
、
江
戸
と
上
方
と
共
通
の
祖
本
が
あ
る
、
あ
る
い
は
江
戸
の
も
の
を
上
方
が

摂
り
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
古
浄
瑠
璃
か
ら
改
め
た
語
句
が
み
ら
れ
る
。

Ⅱ
は
そ
の
改
変
の
う
ち
の
地
域
的
な
こ
と
ば
の
違
い
に
関
わ
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。

　

Ⅲ
に
つ
い
て
は
半
太
夫
と
初
世
河
東
の
『
鳰
鳥
』
と
、
初
世
河
東
の
小
松
屋
出
版

の
薄
物
の
み
に
現
れ
る
語
句
で
あ
る
。
小
松
屋
板
の
表
紙
に
、
次
の
文
言
を
載
せ
、

小
松
屋
が
河
東
の
正
式
な
正
本
屋
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る（

（1
（

。

　
　

�

河
東
直
傳
之
正
本
は
小
松
や
な
ら
で
外
に
無
之
候
所
ニ
此
こ
ろ
る
い
は
ん
相
み

へ
申
候　

河
東
正
め
い
の
本
に
は
如
此
の
判
形
ヲ
致
令
板
行
有
也　

能
々
御
吟
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味
被
成
御
求
可
被
下
候

　

す
な
わ
ち
、
小
松
屋
板
の
み
が
他
の
出
版
元
と
は
異
な
る
詞
章
を
持
っ
て
い
る
と

い
え
る
。
半
太
夫
節
と
し
て
も
、
江
戸
板
と
上
方
板
で
は
詞
章
が
異
な
る
も
の
も
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
版
の
事
情
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
下
、
異
同
に
つ
い
て
歌
詞
を
最
初
か
ら
確
認
す
る
。
用
例
に
は
『
鳰
鳥
』
の
詞

章
を
用
い
、
異
同
箇
所
に
傍
線
を
引
く
。

１
「
一
む
ら
薄
ほ
に
出
て
み
た
れ
あ
ひ
た
る
。
小
袖
も
あ
り
。」『
鳰
鳥
』

　

古
浄
瑠
璃
①
～
⑩
ま
で
で
は
す
べ
て
「
あ
ふ
た
る
」
と
ハ
行
動
詞
の
ウ
音
便
形
で

あ
り
、
河
東
節
の
⑭
［
井
筒
屋
］、
⑮
［
い
が
や
］、
⑯
［
大
坂
板
］
と
⑱
［
長
唄
］

も
同
様
で
あ
る
。
半
太
夫
節
、
河
東
節
の
⑪
［
鳰
鳥
］、
⑫
［
小
松
屋
］、
⑬
［
十
寸

見
］
が
「
あ
ひ
た
る
」、
⑰
［
世
界
］
が
「
あ
い
た
る
」
で
非
音
便
形
で
あ
る
。
半

太
夫
節
、
河
東
節
で
は
、
Ⅰ
の
古
浄
瑠
璃
と
は
異
な
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、「
あ

ひ
た
る
」
に
変
更
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ハ
行
動
詞
の
ウ
音
便
形
は
上
方
の
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
を
江
戸
に
合
わ
せ
て
変
更
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

２
「
お
な
し
い
ろ
香
に
さ
く
染
か
」『
鳰
鳥
』

　
「
さ
く
そ
め
か
」
と
「
さ
き
そ
む
る
」
の
大
き
く
二
通
り
に
分
類
で
き
る
。

　

ま
ず
、「
さ
く
そ
め
か
」
は
、
①
②
［
出
羽
掾
Ａ
Ｆ
］、
⑦
［
知
略
］、
⑧
［
江
戸
板
］、

⑩
［
土
佐
少
掾
Ｆ
］、
⑪
［
鳰
鳥
］、
⑫
［
小
松
屋
］
で
あ
る
。「
咲
く
染
香
」
で
あ

ろ
う
か
、「
色
香
」
に
韻
を
踏
ん
だ
形
で
「
そ
め
か
」
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

分
か
り
に
く
い
た
め
か
、
③
［
土
佐
掾
］、
④
［
加
賀
掾
］、
⑤
［
豊
後
節
］
は
「
さ

き
そ
む
る
」
で
あ
る
。
⑥
［
結
城
］
も
同
様
で
あ
ろ
う
。「
さ
き
そ
め
り
」
が
、
⑨
［
土

佐
少
掾
Ａ
］、
⑬
［
十
寸
見
］、
⑮
［
い
が
や
］、
⑰
［
世
界
］
で
、「
さ
き
そ
め
る
」

が
⑭
［
井
筒
屋
］、
⑯
［
大
坂
板
］
で
あ
る
。
⑱
［
長
唄
］
の
み
「
さ
き
そ
め
て
」

で
あ
る
。

３
「
き
ゝ
や
う
か
る
か
や
わ
れ
も
こ
う
」『
鳰
鳥
』

　
「
わ
れ
も
こ
う
」
は
Ⅲ
の
例
で
、
⑪
［
鳰
鳥
］
⑫
［
小
松
屋
］
の
み
で
あ
る
。

　
「
桔
梗
、
刈
萱
、
吾
亦
紅
」
と
し
た
の
が
、
半
太
夫
と
初
世
河
東
に
よ
る
⑪
［
鳰
鳥
］

で
、
初
世
河
東
の
正
本
を
出
版
し
た
⑫
の
小
松
屋
板
が
薄
物
で
も
そ
れ
を
採
用
し
、

独
自
性
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う（

（1
（

。

　

四
世
河
東
が
新
た
に
六
行
に
改
め
た
⑬
［
十
寸
見
］
で
は
、
古
浄
瑠
璃
同
様
の
「
桔

梗
、
刈
萱
、
女
郎
花
」
に
戻
し
て
い
て
、
小
松
屋
以
外
の
⑭
［
井
筒
屋
］、
⑮
［
い

が
や
］
の
正
本
も
同
様
で
あ
る
。

　

近
世
で
は
「
桔
梗
、
刈
萱
、
女
郎
花
」
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
謡
《
大
江
山
》
で

は
「
桔
梗
、
刈
萱
、
吾
亦
紅
」
の
組
み
合
わ
せ
が
使
わ
れ
て
い
る
。
独
自
性
を
出
す

の
に
あ
ま
り
例
の
な
い
「
わ
れ
も
こ
う
」
が
使
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
享
保
十
九

（
一
七
三
四
）
年
の
春
、
中
村
座
の
『
十
八
公
今
様
そ
が
』
に
お
け
る
「
小
袖
も
や

う
の
せ
り
ふ
」
に
お
い
て
は
小
松
屋
板
と
同
じ
「
桔
梗
刈
萱
わ
れ
も
か
う
」
で
あ

る（
（1
（

。
初
世
河
東
の
詞
章
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。

４
「
不
二
と
。
三
保
と
を
そ
め
わ
け
て
。
す
そ
の
は
田
子
の
う
ら
な
れ
や
」『
鳰
鳥
』

　
「
そ
め
わ
け
て
」
①
②
⑪
⑫
⑬
⑰
⑱
と
「
そ
め
わ
け
に
」
③
～
⑩
⑭
⑮
⑯
の
異
同

が
あ
る
。

　
「
す
そ
は
」
は
①
～
④
⑥
⑦
⑧
ま
で
と
⑯
の
半
太
夫
節
［
大
坂
板
］、「
す
そ
の
は
」

は
、
⑨
⑩
［
土
佐
少
掾
Ａ
Ｆ
］、
⑪
［
鳰
鳥
］
ほ
か
、
⑫
～
⑮
⑰
の
半
太
夫
・
河
東

節
の
正
本
で
あ
り
、
Ⅰ
の
例
と
で
き
る
か
。
古
浄
瑠
璃
と
変
え
た
と
み
ら
れ
る
。
着

物
の
裾
で
は
あ
る
が
、
富
士
の
裾
野
を
掛
け
て
「
す
そ
の
」
に
変
更
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
⑱
［
長
唄
］
は
「
も
す
そ
」
に
な
っ
て
い
る
。
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５
「
枝
も
た
は
ゝ
に
し
う
わ
り
と
。
つ
も
れ
る
か
け
に
白
鷺
の
。」『
鳰
鳥
』

　

Ⅰ
に
当
た
る
例
で
、「
た
わ
む
や
」
が
①
～
⑥
［
結
城
］
ま
で
、「
た
は
ゝ
に
」
⑦

［
知
略
］
～
⑱
［
長
唄
］
へ
の
変
更
が
み
ら
れ
る
。

　

Ⅱ
に
当
た
る
の
が
オ
ノ
マ
ト
ペ
「
し
う
わ
り
」
へ
の
変
更
で
あ
る
。
柳
の
枝
に
雪

が
積
り
、
撓
む
様
子
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
②
［
出
羽
掾
Ｆ
］
出
羽
掾
の
道
行
揃

と
⑯
の
半
太
夫
節
［
大
坂
板
］
が
「
し
い
わ
り
」、
①
③
～
⑧
⑩
ま
で
の
古
浄
瑠
璃

が
「
し
つ
は
り
」、
⑪
［
鳰
鳥
］
か
ら
、
⑯
［
大
坂
板
］
を
除
く
⑱
［
長
唄
］
ま
で

が
「
し
う
わ
り
」
で
あ
る
。

　
「
し
い
わ
り
」
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
（Japan know

ledge

）（
以
下
、

『
日
国
』
と
す
る
）
に
以
下
の
用
例
が
み
ら
れ
る
。

　
　

た
わ
み
曲
が
る
さ
ま
を
表
わ
す
語
。
ひ
い
わ
り
。

　
　

�

＊
浄
瑠
璃
・
悦
賀
楽
平
太
〔
１
６
９
２
頃
〕
役
目
尽
し
「
と
び
ら
は
弓
を
は
る

ご
と
く
、
し
い
は
り
し
い
は
り
と
た
は
む
所
を
、
エ
エ
イ
う
ん
と
押
し
け
れ
ば
」

　
　

�

＊
浄
瑠
璃
・
摂
津
国
長
柄
人
柱
〔
１
７
２
７
〕
五
「
面
（
お
も
て
）
を
作
る
品

作
る
、
一
荷
の
芦
を
ゆ
っ
す
り
と
、
肩
も
朸
（
お
う
こ
）
も
し
ゐ
わ
り
と
、
目

通
り
近
く
ど
か
っ
と
卸
（
お
ろ
）
し
」

　

前
者
が
近
松
存
疑
作
竹
本
座
の
第
二
段
、
後
者
が
並
木
宗
輔
・
安
田
蛙
文
作
京
万

太
夫
座
で
、
い
ず
れ
も
義
太
夫
節
の
例
で
あ
る
。「
し
い
わ
り
」
は
弓
や
朸
の
撓
む

様
を
示
し
た
上
方
で
の
使
用
例
と
し
て
よ
い
。

　

古
浄
瑠
璃
で
使
用
さ
れ
た
「
し
つ
は
り
」
は
〈
シ
ッ
パ
リ
〉
で
あ
る
が
、
①
［
出

羽
掾
Ａ
］
は
「
し
づ
は
り
」
と
あ
る
。
①
の
正
本
に
は
、「
又
」
の
強
調
形
〈
マ
ッ
タ
〉

に
対
し
て
は
「
ま
つ
だ
」
の
表
記
が
み
ら
れ
、
濁
点
が
促
音
と
の
か
か
わ
り
で
振
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
「
し
っ
ぱ
り
」
は
『
日
国
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
（
１
）
強
く
身
に
こ
た
え
る
さ
ま
、
深
く
身
に
し
み
る
さ
ま
を
表
わ
す
語
。

　
　

＊
志
不
可
起
〔
１
７
２
７
〕「
し
っ
は
り 

物
の
つ
よ
き
に
云
。
執
の
字
か
」

　
　

�

＊
咄
本
・
く
だ
巻
〔
１
７
７
７
〕
生
酔
「
わ
し
ら
は
お
ぶ
っ
た
斗
で
酔
ま
し
た
。

チ
ト
し
っ
ぱ
り
と
異
見
な
さ
い
」

　
　

�

＊
滑
稽
本
・
浮
世
風
呂
〔
１
８
０
９
～
１
３
〕
三
・
下
「『
ヲ
ヲ
、
あ
っ
ツ
ツ

ツ
ツ
ツ
。
し
っ
ぱ
り
だ
、
し
っ
ぱ
り
だ
』
ト
、
い
ひ
な
が
ら
か
き
ま
は
す
」

　
　
（
２
）
木
の
枝
な
ど
が
た
わ
む
さ
ま
、
ま
た
、
そ
の
音
を
表
わ
す
語
。
し
っ
ぱ
。

　
　

＊
か
た
言
〔
１
６
５
０
〕
五
「
木
の
枝
な
ど
の
た
は
む
音
を
し
っ
ぱ
り
と
云
」

　
　

�

＊
俳
諧
・
け
ふ
の
昔
〔
１
６
９
９
〕「
し
っ
は
り
と
師
走
の
梅
の
咲
て
居
る
〈
若

芝
〉」

　
　

�

＊
浄
瑠
璃
・
傾
城
吉
岡
染
〔
１
７
１
０
頃
〕
紙
子
雛
形
「
柳
に
雪
降
り
て
、
枝

も
た
は
む
や
し
っ
は
り
と
、
積
も
れ
る
か
げ
に
」

　

ま
た
、『
角
川
古
語
大
辞
典
』（Japan know

ledge Lib

）
で
は
、
以
下
の
よ
う

に
『
か
た
言
』
と
『
志
不
可
起
』
の
例
を
説
明
し
て
い
る
。

　
　

�

１�

物
事
の
加
減
が
き
つ
す
ぎ
る
さ
ま
。
強
く
身
に
こ
た
え
る
さ
ま
。
深
く
身
に

し
み
る
さ
ま
。『
か
た
こ
と
・
五
』
に
「
木
の
枝
な
ど
の
た
は
む
音
を
し
つ

ぱ
り
と
云
」
と
い
い
、『
志
不
可
起
』
に
「
物
の
つ
よ
き
に
云
」
と
い
う
。『
俚

言
集
覧
』
に
は
、
き
っ
と
物
に
こ
た
え
た
気
持
の
と
き
に
用
い
る
語
と
し
、

針
先
の
痛
み
、
虫
に
刺
さ
れ
た
と
き
、
恐
ろ
し
い
と
思
う
人
に
意
見
さ
れ
た

と
き
、
ひ
ど
く
眠
い
と
き
に
た
ば
こ
を
の
ん
だ
と
き
な
ど
の
場
合
を
例
に
挙

げ
る
。

　
　
　

例�　
「
お
肴
な
く
と
も
お
な
じ
み
だ
け
に
、
御
酒
し
つ
は
り
と
ゝ
い
へ
ば
」　

〔
露
休
置
土
産
・
一
〕

　
　
　

例�　
「
次
の
間
は
し
つ
は
り
と
す
る
料
理
人
（
＝
本
客
ニ
ハ
塩
味
ノ
薄
イ
上

物
ノ
料
理
ヲ
ス
ル
ガ
、
次
ノ
間
ノ
客
ニ
ハ
塩
味
ヲ
キ
カ
ス
）」　
〔
誹
風
柳



46

多
留
・
四
〕

　
　

２
し
っ
か
り
と
。

　
　
　

例�　
「
口
を
お
さ
へ
て
内
儀
は
七
三
に
、
し
つ
は
り
と
だ
き
つ
き
、
耳
に
あ

て
ゝ
の
く
ど
き
ご
と
に
」　
〔
好
色
美
人
角
力
・
五
〕

　
　
　

例　
「
所
作
は
名
人
。
し
つ
は
り
と
立
役
な
さ
れ
」　
〔
役
者
懐
世
帯
・
大
坂
〕

　
『
日
国
』
の
（
２
）
の
『
か
た
言
』
に
あ
る
「
木
の
枝
な
ど
の
た
は
む
音
を
し
つ

ぱ
り
と
云
」
が
古
浄
瑠
璃
で
使
わ
れ
た
例
と
同
じ
で
あ
る
。
近
松
の
『
傾
城
吉
岡
染
』

の
例
は
、
注
（
8
）
に
示
し
た
よ
う
に
《
こ
そ
で
う
り
》
の
詞
章
を
摂
り
込
ん
だ
個

所
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
江
戸
で
の
「
し
っ
ぱ
り
」
は
「
強
く
身
に
こ
た
え
る
さ

ま
」
と
あ
る
も
の
が
主
流
で
、『
浮
世
風
呂
』
に
は
「
し
っ
ぱ
り
も
の
」
の
例
と
し

て
「
子
供
衆
に
は
、
チ
ト
し
っ
ぱ
り
物モ
ノ

で
ご
ざ
り
ま
せ
う
」
が
あ
り
、
湯
の
温
度
が

熱
す
ぎ
る
と
き
に
使
用
さ
れ
る
。
江
戸
で
は
枝
の
撓
む
さ
ま
に
「
し
っ
ぱ
り
」
が
使

い
に
く
い
状
況
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
「
し
っ
ぱ
り
」に
対
し
て
⑪［
鳰
鳥
］以
降
は「
し
う
わ
り
」が
使
用
さ
れ
る
。〈
シ
ュ
ー

ワ
リ
〉
あ
る
い
は
〈
ジ
ュ
ー
ワ
リ
〉
と
唄
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
し
つ
は
り
」

が〈
シ
ッ
パ
リ
〉、地
域
に
よ
っ
て
は〈
ジ
ッ
パ
リ
〉の
例
も
あ
る
の
と
同
様
で
あ
り
、

ま
た
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
は
重
量
の
軽
重
を
清
濁
で
言
い
分
け
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
ど

ち
ら
も
語
形
と
し
て
は
あ
り
う
る
。

　
「
し
ゅ
う
わ
り
」
の
例
は
記
載
辞
書
が
な
い
が
、「
じ
ゅ
う
わ
り
」
に
つ
い
て
み
る
。

『
日
国
』
に
は
、

　
　

�

ぐ
あ
い
よ
く
適
合
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
進
行
す
る
さ
ま
、
少
し
ず
つ
進
む
さ
ま

を
表
わ
す
語
。
じ
わ
り
じ
わ
り
。

　
　

�

＊
談
義
本
・
無
而
七
癖
〔
１
７
５
４
〕
三
・
鉄
火
坊
が
評
の
俳
諧
「
わ
る
い
所

は
す
て
っ
扁
ん
か
ら
じ
う
わ
り
と
割
を
入
れ
て
」

　
　

�

＊
狂
詩
・
寝
惚
先
生
文
集
〔
１
７
６
７
〕
一
・
太
平
楽
「
親
分
子
分
柔
和
理
（
ジ

ウ
ワ
リ
と
）、
一
杯
強
飲
顔
真
紅
」

　
　

�

＊
雑
俳
・
柳
多
留
拾
遺
〔
１
８
０
１
〕
巻
一
八
「
し
う
わ
り
と
そ
ち
ら
へ
尻
を

お
う
は
と
の
」

少
し
ず
つ
進
む
さ
ま
で
あ
る
か
ら
、
雪
の
積
も
っ
た
柳
の
枝
が
撓
む
様
子
を
示
す
こ

と
も
で
き
よ
う
。

『
角
川
古
語
大
辞
典
』
に
は
、

　
　

１
ゆ
っ
く
り
と
順
序
よ
く
事
が
進
行
す
る
さ
ま
。
じ
わ
り
じ
わ
り
と
。

　
　
　

例　
「
し
う
わ
り
と
そ
ち
ら
へ
尻
を
お
う
ば
と
の
」〔
誹
風
柳
多
留
拾
遺
・
九
〕

　
　

２
充
分
に
。
延
享
（
一
七
四
四
～
四
八
）
ご
ろ
の
江
戸
の
流
行
語
。

　
　
　

例�　
「
今
お
江
戸
の
は
や
り
詞
に
じ
う
わ
り
と
ゝ
い
ふ
事
有
。
た
と
へ
ば
じ

う
わ
り
と
頼
ま
す
る
、
じ
う
わ
り
と
御
世
話
下
さ
れ
か
し
の
類
也
。
此
人

お
江
戸
中
へ
じ
う
わ
り
と
請
取
ま
し
て
、
仕
内
も
じ
う
わ
り
と
お
も
し
ろ

く
、御
き
り
や
う
も
じ
う
わ
り
と
う
つ
く
し
く
」〔
延
享
五
年
逸
題
評
判
記
・

江
戸
〕

　

２
に
程
度
副
詞
の
よ
う
な
「
じ
う
わ
り
」
が
江
戸
の
流
行
語
と
し
て
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
初
代
尾
上
菊
五
郎
の
評
判
に
使
わ
れ
て
い
る
例
で
あ
る（

（1
（

。
引
用
の

続
き
に
は
、「
評
判
も
じ
う
わ
り
と
一
め
ん
に
し
み
渡
り
ま
し
た
れ
ば
。
春
狂
言
に

は
そ
が
の
五
郎
で
も
な
さ
れ
て
。
じ
う
わ
り
と
大
当
り
を
待
ま
す
ぞ
」
と
あ
る
。
１

と
２
と
両
様
の
意
味
で
使
う
流
行
語
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

前
田
勇
『
江
戸
語
大
辞
典
』（
講
談
社　

昭
和
四
九
年
）
の
「
じ
ゅ
う
わ
り
」
は
、

　
　

�
助
詞
「
と
」
を
伴
う
。
物
を
ゆ
っ
く
り
と
落
ち
つ
け
る
さ
ま
。
ま
た
、
し
っ
く

り
と
合
う
さ
ま
。
明
和
か
ら
天
明
へ
か
け
て
の
流
行
語
。「
じ
ゅ
ん
わ
り
」
と

も
い
う
。

　
　

�

安
永
六
年
・
さ
と
す
ゞ
め
婚
礼
「
も
し
大
屋
さ
ん
へ
、
じ
う
わ
り
と
こ
ん
に
や

旦
那
婚
礼
に
呼
ば
れ
や
ん
す
」
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�

天
明
四
年
・
教
訓
彙
軌
本
紀
「
二
合
五
勺
（
こ
な
か
ら
）
の
酒
に
酔
う
て
は
源

八
と
闘
諍
（
と
う
じ
や
う
）
に
及
び
、
親
分
柔
訣
（
ぢ
う
は
り
）
と
制
す
れ
ば

双
方
口
を
と
閉
ぢ
て
止
（
や
）
む
」

　

⑯
［
大
坂
板
］
を
所
持
し
て
い
た
式
亭
三
馬
の
『
狂
言
綺
語
』
に
も
使
用
例
が
み

ら
れ
る
。辞
書
に
よ
り
流
行
し
た
時
代
の
記
述
に
違
い
が
あ
る
が
、延
享
五
年
に「
江

戸
の
は
や
り
詞
」と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、流
行
の
先
駆
け
と
な
っ

て
「
じ
う
わ
り
」「
し
う
わ
り
」
が
江
戸
の
半
太
夫
節
・
河
東
節
《
小
袖
模
様
》
に

摂
り
込
ま
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
小
袖
雛
形
本
と
い
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

誌
の
流
行
と
と
も
に
、
江
戸
の
半
太
夫
節
、
河
東
節
の
《
小
袖
模
様
》
に
は
、
は
や

り
詞
が
摂
り
込
ま
れ
た
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
じ
半
太
夫
節

で
も
⑯
［
大
坂
板
］
は
「
し
い
わ
り
」
で
あ
る
こ
と
も
、
半
太
夫
節
、
河
東
節
に
つ

い
て
は
江
戸
で
の
流
行
語
の
摂
り
込
み
を
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

６
「
肩
に
は
雲
に
龍
を
そ
め
」『
鳰
鳥
』

　

Ⅰ
の
古
浄
瑠
璃
と
は
異
な
る
詞
章
に
改
変
し
た
例
と
考
え
ら
れ
る
。
古
浄
瑠
璃
で

は
、
①
②
の
［
出
羽
掾
Ａ
Ｆ
］
本
、
④
［
加
賀
掾
］
は
「
扨
か
た
に
は
龍
を
そ
め
」
で
、

③
［
土
佐
掾
］、
⑤
［
豊
後
節
］、
⑥
［
結
城
］
で
は
「
扨
又
か
た
に
は
龍
を
そ
め
」

で
あ
る
。「
扨
」「
扨
又
」
で
始
ま
る
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
は
、
古
浄
瑠
璃
の
語
り
口
で

あ
る
「
さ
て
も
そ
の
の
ち
」「
さ
る
ほ
ど
に
」
と
同
様
の
語
り
継
ぎ
の
こ
と
ば
で
あ

る
「
扨
」「
扨
又
」
を
改
め
て
、「
肩
に
は
雲
に
龍
を
そ
め
」
と
韻
律
も
整
え
て
、
雲

龍
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
⑧
か
ら
⑰
ま
で
に
共
通
す
る
。
⑱
［
長
唄
］
で
は
、

「
扨
又
」
を
残
し
、
そ
の
後
に
文
言
を
付
け
足
し
て
「
扨
又
肩
に
は
紅
の
舌
を
か
へ

し
て
の
ぼ
り
龍
さ
っ
と
す
み
え
の
薄
彩
色
雲
を
巻
き
立
て
く
る
く
る
」
と
し
、
長
唄

の
独
自
性
を
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

７
「
た
け
つ
て
竜
を
に
ら
み
つ
け
。」『
鳰
鳥
』

　

①
［
出
羽
掾
Ａ
］、
④
［
加
賀
掾
］、
⑤
［
豊
後
節
］、
⑦
［
知
略
］、
⑧
［
江
戸
板
］

が
「
に
ら
み
つ
め
」
で
、
他
は
「
に
ら
み
つ
け
」
で
あ
る
。

８
「
峯
の
ま
つ
か
せ
。
は
つ
と
吹
」『
鳰
鳥
』

　
「
は
つ
と
」
は
Ⅲ
の
例
で
、
⑪
［
鳰
鳥
］
と
⑫
［
小
松
屋
］
の
み
が
他
と
異
な
る
。

風
の
形
容
で
あ
る
か
ら
、「
は
つ
と
」
は
、〈
バ
ッ
ト
〉
か
〈
パ
ッ
ト
〉
と
風
が
吹
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。古
浄
瑠
璃
で
は
、①
②
の［
出
羽
掾
Ａ
・
Ｆ
］「
ざ
ざ
ざ
つ
と
」、

④
［
加
賀
掾
］
が
「
ざ
ざ
さ
つ
と
」、
③
［
土
佐
掾
］
が
「
ざ
ゞ
ん
ざ
ざ
つ
と
」、
⑤

［
豊
後
節
］
が
「
ざ
ゝ
ん
ざ
つ
と
」
で
あ
る
。

　

⑦
［
知
略
］
と
⑨
⑩
の
［
土
佐
少
掾
Ａ
・
Ｆ
］
は
「
ざ
つ
と
」、
⑧
［
江
戸
板
］

は
「
さ
っ
と
」
で
あ
る
。
小
松
屋
板
以
外
の
⑬
⑭
⑮
、
⑯
の
［
大
坂
板
］
も
「
さ
つ

と
」
で
あ
る
が
、〈
サ
ッ
ト
〉
と
〈
ザ
ッ
ト
〉
と
両
方
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

近
松
の
『
傾
城
吉
岡
染
』
は
「
ざ
ゝ
ん
ざ
。
さ
つ
と
」
で
、
③
［
土
佐
掾
］
の
「
ざ
ゞ

ん
ざ
ざ
つ
と
」
と
近
く
、
⑥
［
結
城
］
の
「
ざ
ざ
ん
ざ
颯
と
」
と
同
様
で
あ
る
。

９
「
追
欠
を
つ
つ
め
。
引
か
い
つ
か
ん
て
い
わ
ほ
に
あ
か
り
」『
鳰
鳥
』

　
「
追
欠
を
つ
つ
め
」
も
Ⅰ
の
例
で
あ
ろ
う
。
①
か
ら
④
と
⑥
「
ぼ
つ
か
け
〳
〵
」

の
よ
う
に
「
ぼ
つ
か
け
」
が
使
わ
れ
、
い
か
に
も
古
浄
瑠
璃
ら
し
い
。
⑤
［
豊
後
節
］、

⑦
［
知
略
］
を
は
じ
め
、
江
戸
、
東
国
の
正
本
は
、
半
太
夫
、
河
東
節
と
同
様
に
「
お

つ
か
け
」
で
あ
る
。
た
だ
し
⑪
［
鳰
鳥
］
以
降
は
、「
お
っ
か
け
」
を
繰
り
返
さ
な
い
。

　

続
く
「
追
詰
め
」
を
①
②
③
⑦
が
「
お
い
つ
め
」、
④
⑤
⑧
は
そ
の
文
言
が
な
く
、

⑨
⑩
［
土
佐
少
掾
Ａ
Ｆ
］、
⑪
［
鳰
鳥
］
以
降
は
「
お
つ
つ
め
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　
「
い
わ
ほ
に
あ
か
り
」
は
、「
の
ぼ
り
」
が
①
か
ら
⑩
ま
で
と
小
松
屋
以
外
の
河
東

節
、「
あ
が
り
」
と
変
更
し
た
の
が
⑪
［
鳰
鳥
］、
⑫
［
小
松
屋
］、
⑬
［
十
寸
見
］、
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⑰
［
世
界
］
で
あ
る
。

10
「
こ
す
の
ひ
ま
よ
り
か
ら
ね
こ
の
」『
鳰
鳥
』

　

①
か
ら
⑧
ま
で
と
⑯
の
半
太
夫
節
［
大
坂
板
］、
⑱
［
長
唄
］
が
「
み
す
」
で
、

⑨
⑩
［
土
佐
少
掾
Ａ
Ｆ
］
と
⑪
か
ら
⑮
ま
で
の
半
太
夫
節
・
河
東
節
が
「
こ
す
」
の

例
で
あ
る
。

　
「
み
す
（
御
簾
）」
と
「
こ
す
（
小
簾
）」
で
は
、『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』
で
は

前
者
が
二
八
四
例
、
後
者
が
三
例
と
、
圧
倒
的
に
「
み
す
（
御
簾
）」
が
使
わ
れ
て

い
る
が
、
わ
ざ
わ
ざ
独
自
性
を
出
す
た
め
に
「
こ
す
」
を
半
太
夫
節
・
河
東
節
で
使

用
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
江
戸
の
⑨
⑩
［
土
佐
少
掾
Ａ
Ｆ
］
も
「
こ
す
」
で
あ
る
。

Ⅰ
の
例
と
は
で
き
る
が
、
半
太
夫
節
の
う
ち
⑯
［
大
坂
板
］
が
上
方
の
古
浄
瑠
璃
と

同
じ
「
み
す
」
で
あ
る
。

11
「
柳
桜
に
松
楓
」『
鳰
鳥
』

　

古
浄
瑠
璃
①
②
③
⑥
と
、
⑯
［
大
坂
板
］
が
「
か
い
で
」
で
、
江
戸
、
東
国
の
正

本
⑦
か
ら
⑮
⑰
⑱
は
「
か
へ
で
」
と
み
ら
れ
、
Ⅱ
の
例
で
あ
る
。

　
「
か
い
で
」『
日
国
』
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
「
か
え
で
（
楓
）」
の
変
化
し
た
語
。

　
　

＊
運
歩
色
葉
集
〔
１
５
４
８
〕「
雞
冠
樹 

カ
イ
デ
ノ
キ
」

　
　

＊�

天
草
本
平
家
物
語
〔
１
５
９
２
〕
四
・
一
二
「
ク
ヅ caide 

（
カ
イ
デ
） 

キ
ギ

ノ 

ハ 

シ
ゲ
ッ
テ 

コ
コ
ロ
ボ
ソ
ウ 

ウ
ツ
ノ
ヤ 

テ
ゴ
シ
ヲ 

ス
ギ
ユ
カ
ル
レ

バ
」

　
　

＊�

虎
明
本
狂
言
・
花
子
〔
室
町
末
～
近
世
初
〕「
ま
づ
ま
づ
さ
け
を
ま
い
れ
と

い
ふ
て
な
、
か
い
て
の
や
う
な
う
つ
く
し
ひ
手
に
て
某
が
手
を
と
っ
て
お
く

の
ま
へ
い
か
る
る
程
に
」

　
　

＊
俳
諧
・
毛
吹
草
〔
１
６
３
８
〕
六
「
遅
く
散
か
い
手
に
有
や
果
報
筋
〈
政
公
〉」

　

掲
載
さ
れ
た
例
は
、
い
ず
れ
も
江
戸
の
例
で
は
な
い
。『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』

で
は
「
か
い
で
（
楓
）」
に
『
と
は
ず
か
た
り
』
の
例
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。
こ
の
例
に

つ
い
て
は
襲
の
色
目
の
「
か
い
て
（
楓
）」
と
す
る
説
も
あ
る
が
、「
か
い
く
（
皆
具
）」

（
Ⅱ
４
ウ
９
）
の
説
も
あ
る（

（1
（

。「
て
」
の
異
体
字
と
「
く
」
の
類
似
か
ら
の
解
釈
の

ゆ
れ
で
あ
り
、『
と
は
ず
か
た
り
』
に
は
、
他
に
「
つ
た
か
へ
て
」（
Ⅳ
３
ウ
１
１
）

の
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
は
「
か
い
で
」
の
例
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

中
世
の
古
辞
書
で
は
『
撮
壌
集
』『
頓
要
集
』
に
も
「
カ
イ
テ
（
鶏
冠
木
）」
の
例

が
あ
り
、
現
在
で
も
〈
カ
イ
デ
〉
が
兵
庫
県
但
馬
、
京
都
府
丹
波
・
丹
後
地
方
に
み

ら
れ
る（

（1
（

。
上
方
で
中
世
以
降
使
わ
れ
て
い
た
〈
カ
イ
デ
〉
を
、
東
国
、
江
戸
で
は
〈
カ

エ
デ
〉
と
直
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

12�

「
む
ら
さ
き
か
の
こ
み
る
人
の
心
は
け
し
の
へ
に
か
の
こ
。朽
葉
か
の
こ
も
候
と
。」

『
鳰
鳥
』

　

こ
こ
で
は
、
Ⅰ
の
例
の
う
ち
、
⑥
［
結
城
］
ま
で
が
「
皆
人
」
で
、
⑦
［
知
略
］

以
降
が
「
見
る
人
」、
⑱
［
長
唄
］
の
み
「
は
な
ひ
こ
」
で
あ
る
。「
な
」
の
変
体
仮

名
が
「
る
」
に
間
違
わ
れ
、「
み
な
」
か
ら
「
み
る
」
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
①
か
ら
⑧
ま
で
の
古
浄
瑠
璃
に
は
「
朽
葉
か
の
こ
」
が
な
い
。「
紅
か
の

こ
も
候
と
」
で
は
韻
律
が
整
え
に
く
く
、「
朽
葉
か
の
こ
」
が
付
け
足
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
。
た
だ
し
、
⑨
⑩
［
土
佐
少
掾
Ａ
Ｆ
］
と
⑪
以
降
の
半
太
夫
・
河
東
の
ど

ち
ら
が
先
に
「
朽
葉
か
の
こ
」
を
採
択
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

13
「
こ
と
は
に
花
を
咲
せ
つ
。」『
鳰
鳥
』

　

①
③
か
ら
⑥
、
⑨
⑩
［
土
佐
少
掾
Ａ
Ｆ
］
と
⑱
［
長
唄
］
が
「
さ
か
せ
つ
ゝ
」、
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②
［
出
羽
掾
Ｆ
］、
⑦
［
知
略
］
と
⑧
［
江
戸
板
］
が
「
さ
か
せ
」、
⑪
［
鳰
鳥
］
が

「
咲
せ
つ
」で
あ
る
。⑫［
小
松
屋
］以
降
⑰
ま
で
の
河
東
節
で
は「
さ
つ
か
せ
つ
ゝ
」

で
、「
咲
く
」
を
強
調
し
た
歌
詞
で
あ
る
。

14　
「
半
時
は
か
り
語
し
は
け
に
面
白
そ
聞
け
る
」『
鳰
鳥
』

　

最
後
の
部
分
で
あ
る
。
小
袖
の
模
様
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
時
間
が
「
一
時
」
か
ら

「
半
時
」
に
代
わ
る
。「
一
時
」
が
①
か
ら
⑩
ま
で
と
⑭
［
井
筒
屋
］、
⑯
［
大
坂
板
］

で
、「
半
時
」
が
⑪
［
鳰
鳥
］
⑫
［
小
松
屋
］、
⑬
［
十
寸
見
］
⑮
［
い
が
や
］
⑰
［
世

界
］
⑱
［
長
唄
］
で
あ
る
。
Ⅰ
の
半
太
夫
、
河
東
節
が
古
浄
瑠
璃
と
の
相
違
を
出
す

た
め
に
語
る
時
間
を
「
半
時
」
に
直
し
、
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。

「
ひ
と
と
き
」
は
『
日
国
』
で
は
、

　
　
（
１
）
し
ば
ら
く
の
間
。
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
間
。
暫
時
。
瞬
時
。
い
っ
と
き
。

が
、
第
一
義
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
（
３
）昔
の
時
間
区
分
で
、一
日
の
十
二
分
の
一
。今
の
約
二
時
間
。い
っ
と
き
。

と
あ
る
よ
う
に
、二
時
間
と
す
れ
ば
、長
い
説
明
を
し
た
こ
と
に
な
る
。《
小
袖
模
様
》

の
半
太
夫
節
、
長
唄
で
の
現
在
の
演
奏
時
間
は
十
五
分
程
度
で
あ
る
。「
一
時
」
か

ら
「
半
時
」
に
直
し
た
ほ
う
が
、
実
際
の
時
間
に
近
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

な
お
、
半
太
夫
、
河
東
節
以
外
を
見
た
場
合
、
④
加
賀
掾
『
紫
竹
集
』
の
「
こ
そ

で
う
り
」
と
、
⑤
宮
古
路
豊
後
掾
の
「
小
袖
賣
も
や
う
つ
く
し
」
が
以
下
の
よ
う
に

他
と
異
な
る
詞
章
を
持
つ
。
宮
古
路
豊
後
掾
は
、
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
に
江

戸
に
出
て
い
る
が
、
④
同
様
の
上
方
の
詞
章
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
「
色
は
さ
ま
〳
〵
。
信
濃
な
る
」
を
④
⑤
「
見
る
し
な
〴
〵
は
し
な
の
な
る
」

　
　
「
引
さ
き
喰
ふ
け
し
き
は
」
を
④
⑤
「
ひ
き
さ
き
く
ら
ふ
其
け
し
き
」

　
　
「
つ
な
を
引
ぬ
る
女
三
の
み
や
の
」
を
④
⑤
「
つ
な
を
ひ
か
ゆ
る
女
三
の
み
や
」

　
　
「
柳
桜
に
松
楓
」
が
④
⑤
に
は
欠
如
し
て
い
る
。

　　
　
　

三　

お
わ
り
に

　

詞
章
の
異
同
に
つ
い
て
特
徴
的
な
も
の
を
説
明
し
た
が
、ま
と
め
る
と
稿
末
の【
表

２
】【
表
３
】
の
よ
う
に
な
る
。
網
掛
け
し
た
と
こ
ろ
が
、
特
に
古
浄
瑠
璃
と
の
相

違
や
地
域
差
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
段
階
的
な
改

変
が
認
め
ら
れ
る
が
、
⑱
以
外
に
は
、
大
き
な
詞
章
の
改
変
は
な
く
、
享
受
地
の
こ

と
ば
に
合
わ
せ
た
改
変
が
い
く
ら
か
な
さ
れ
た
と
い
え
る
。
と
い
う
よ
り
は
、
長
唄

は
古
浄
瑠
璃
の
詞
章
を
も
と
に
、
新
た
な
詞
章
を
付
け
加
え
た
の
で
あ
る
。
長
唄
以

外
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
太
夫
が
語
り
、
唄
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
節
付
け
の
違
い
で
の

勝
負
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
段
物
と
し
て
は
、
そ
の
趣
向
ま
で
も
摂
り
込
む
な
ど
、

近
世
芸
能
な
ら
で
は
の
あ
り
方
が
う
か
が
え
る
。
宮
古
路
豊
後
掾
の
正
本
は
い
つ
の

刊
行
か
な
ど
が
不
明
で
あ
る
が
、
詞
章
か
ら
み
る
と
加
賀
掾
正
本
に
近
く
、
上
方
の

正
本
の
特
徴
を
持
つ
と
言
え
る
。

　

半
太
夫
節
、
河
東
節
の
正
本
の
詞
章
は
上
方
の
古
浄
瑠
璃
本
で
は
な
く
、
土
佐
少

掾
の
詞
章
と
最
も
近
い
関
係
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
江
戸
ら
し
い
こ
と
ば
へ
の
変
更

が
行
わ
れ
て
い
る
。
節
付
け
こ
そ
異
な
る
が
、
土
佐
節
は
胡
麻
章
も
多
く
、
半
太
夫

節
、
河
東
節
と
同
時
期
に
江
戸
で
流
行
っ
た
。【
表
１
】
に
示
し
た
と
お
り
、『
松
平

大
和
守
日
記
』
に
は
、
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
三
月
十
一
日
に
土
佐
少
掾
の
門
弟

の
式
部
が
《
染
小
袖
も
よ
う
》
を
、
同
年
四
月
九
日
に
は
、
半
太
夫
・
初
太
夫
に
よ

る
《
小
袖
の
も
よ
う
》
の
演
奏
記
録
が
あ
る
。
ほ
ぼ
同
じ
歌
詞
の
曲
が
異
な
る
節
付

け
で
披
露
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。【
表
３
】
４
「
す
そ
」
か
ら
「
す
そ
の
」
へ
、

７
「
に
ら
み
つ
め
」
か
ら
「
に
ら
み
つ
け
」
へ
、
10
「
み
す
」
か
ら
「
こ
す
」
へ
、

12
「
く
ち
ば
か
の
こ
」
の
追
加
の
よ
う
に
土
佐
節
と
半
太
夫
節
・
河
東
節
か
ら
詞
章
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が
変
っ
た
も
の
が
み
ら
れ
る
。

　
【
表
２
】
の
１
「
あ
ふ
た
る
」
か
ら
「
あ
ひ
た
る
」
へ
、
５
「
し
つ
は
り
と
」
か

ら
「
し
う
は
り
と
」
へ
、
９
「
ぼ
つ
か
け
（
お
つ
か
け
）
〳
〵
お
い
つ
め
て
（
お
つ

つ
め
て
）」
か
ら
「
お
つ
か
け
お
つ
つ
め
」
と
繰
り
返
し
な
し
に
、
14
「
一
時
」
か

ら
「
半
時
」
へ
の
変
更
が
、
江
戸
で
同
時
期
に
活
躍
し
た
太
夫
の
う
ち
、
土
佐
少
掾

が
変
更
せ
ず
、
半
太
夫
、
初
世
河
東
が
改
め
、
そ
の
後
も
使
わ
れ
た
詞
章
で
あ
る
。

「
し
う
わ
り
（
じ
う
わ
り
）
と
」
が
特
筆
す
べ
き
語
な
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
流
行

語
で
あ
り
、
初
代
尾
上
菊
五
郎
に
つ
い
て
使
わ
れ
た
こ
と
や
、
こ
と
ば
に
敏
感
で
音

曲
に
も
詳
し
い
式
亭
三
馬
も
使
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
半
太
夫
と
初
世
河
東
が
積
極
的

に
こ
の
こ
と
ば
を
摂
り
込
ん
だ
と
推
測
で
き
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
後
も
河
東
節
で
引

き
継
が
れ
る
。【
表
２
】
３
「
わ
れ
も
こ
う
」
と
８
「
は
つ
と
」
が
、
Ⅲ
に
あ
た
る

半
太
夫
と
初
世
河
東
の
『
鳰
鳥
』
と
、
初
世
河
東
が
直
の
正
本
を
出
版
す
る
小
松
屋

版
の
み
の
歌
詞
で
あ
る
。「
女
郎
花
」
か
ら
「
わ
れ
も
こ
う
」、「
ざ
つ
と
（
さ
つ
と
）」

か
ら
「
は
つ
と
」
に
変
え
、
独
自
性
を
表
し
た
が
、
両
語
と
も
四
世
河
東
が
「
女
郎

花
」「
さ
つ
と
」
に
戻
し
て
い
る
。

　

な
お
、
大
坂
で
刊
行
の
半
太
夫
節
正
本
は
「
し
い
わ
り
」「
か
い
で
（
楓
）」
と
い
っ

た
上
方
の
こ
と
ば
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
、
ま
た
「
あ
ふ
た
る
（
会
）」「
ひ
と
と
き
（
一

時
）」「
み
す
（
御
簾
）」「
み
な
人
」
な
ど
、
上
方
の
古
浄
瑠
璃
と
同
様
の
詞
章
で
あ

る
。
た
だ
し
、
韻
律
を
整
え
た
「
朽
葉
か
の
こ
」「
肩
に
は
雲
に
龍
を
そ
め
」
な
ど

古
浄
瑠
璃
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
も
う
か
が
え
る
。

　

詞
章
に
つ
い
て
は
、
半
太
夫
節
の
正
本
を
み
て
も
、
上
方
、
江
戸
で
の
受
け
入
れ

や
す
い
こ
と
ば
へ
の
改
変
が
あ
っ
た
が
、
節
付
け
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
享
受
地
で
の
ア

ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
の
か
は
、
別
稿
に
示
し
た（

（1
（

。

【
注
】

（
1
）�　

坂
本
清
恵
「
近
世
音
曲
に
反
映
す
る
ア
ク
セ
ン
ト
」『
中
近
世
声
調
史
の
研
究
』
笠

間
書
院　

二
〇
〇
〇
年

（
2
）�　
『
花
江
都
歌
舞
妓
年
代
記　

初
篇　

四
』
国
立
国
会
図
書
館
（
京
20 

78
）　

（
3
）�　

稀
音
家
義
丸
編
『
長
唄
資
料
そ
の
二　

大
薩
摩
節
』
邦
楽
社　

一
九
九
四
年　

　
　

�　

配
川
美
加
「
長
唄
《
小
袖
模
様
》
の
概
要
と
音
楽
」
日
本
女
子
大
学
文
学
部
・
文

学
研
究
科
学
術
交
流
企
画
『
江
戸
音
曲
の
流
れ
を
考
え
る
―
半
太
夫
節
か
ら
長
唄
へ

―
』
二
〇
二
四
年
三
月
一
六
日　

発
表

（
4
）�　

阪
口
弘
之
「
出
羽
座
を
め
ぐ
る
太
夫
た
ち
―
「
道
行
揃
」
を
手
が
か
り
に
―
」『
人

文
研
究
』
二
六
巻
三
号　

一
九
七
四
年

（
5
）�　

阪
口
弘
之
「
江
戸
板
の
効
用
―
出
羽
掾
作
品
を
例
に
―
」『
古
典
の
変
容
と
新
生
』

明
治
書
院　

一
九
八
四
年

（
6
）�　

阪
口
弘
之
「
奥
浄
瑠
璃
本
探
索
覚
書
―
『
松
平
大
和
守
日
記
』
万
治
草
子
列
前
後

の
諸
作
―
」『
奥
浄
瑠
璃
集
［
続
］
翻
刻
と
解
題
と
論
考
』
和
泉
書
院　

二
〇
二
二
年

（
7
）�　

①
の
愛
知
県
立
大
学
本
の
挿
絵
に
「
ま
き
物
屋
の
て
い
し
ゆ
」、
慶
応
大
学
本
の
挿

絵
に
「
ひ
し
や
の
て
い
し
ゆ
」、
⑧
の
東
京
大
学
霞
亭
文
庫
本
の
挿
絵
に
は
「
ご
ふ
く

や
の
て
い
し
ゆ
」
の
注
記
の
外
に
菱
形
の
中
に
「
屋
」
が
描
か
れ
、
菱
屋
が
示
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
正
本
で
は
、
松
世
の
姫
は
会
津
で
松
屋
に
宿

泊
し
、
菱
屋
で
小
袖
を
誂
え
る
の
で
あ
る
が
、
河
東
節
の
伝
来
を
記
す
『
江
戸
節
根

元
集
』
に
は
、「
小
袖
模
様
」
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
松
世
の
姫
が
仙
台
ま
で
道

行
し
、
仙
台
の
大
松
屋
で
小
袖
を
求
め
た
と
し
、「
今
に
仙
台
に
大
松
屋
と
い
へ
る
呉

服
屋
栄
へ
あ
る
な
り
」
と
し
て
い
る
。

　
　

�　

な
お
、
日
本
女
子
大
学
図
書
館
で
は
、
外
題
『
竹
露
随
筆
』、
内
題
『
江
戸
節
根
元

集
』（w

a768.5Gus

）
と
す
る
十
寸
見
東
佐
と
菅
野
（
西
山
）
吟
平
の
印
の
あ
る
本
を

所
蔵
す
る
。
こ
れ
は
、
奥
書
に
「
寛
政
十
三
年
辛
酉
春　

愚
性
堂　

可
柳
」
の
あ
と

に
追
記
し
て
「
享
和
元
年
辛
酉
霜
月
廿
八
日　

愚
性
堂
可
柳
改　

竹
露
庵　

柳
雅
」

と
あ
る
も
の
に
、
さ
ら
に
次
の
伊
沢
蘭
軒
の
奥
書
が
あ
る
。

　
　
　
　

「
享
和
二
壬
戌
秋
九
月
九
日
友
人
棭
斎
對
校
託
姉
君

　
　
　
　
　

登
満
子
所
謄
写
也
吾
家
之
子
孫
莫
以
末
枝
俚
鄙
之
書

　
　
　
　
　

放
漫
放
擲
焉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蘭
軒
主
人
記
」

（
8
）�　
「
紙
子
ひ
ひ
な
か
た
」『
傾
城
吉
岡
染
』
の
以
下
の
引
用
文
の
う
ち
太
字
に
し
た
と

こ
ろ
が
、「
こ
そ
で
う
り
」
と
同
様
の
詞
章
で
あ
る
。

　
　

�「《
歌
》
よ
さ
こ
《
ユ
リ
》
ひ
の
。
た
ま
づ
さ
つ
ば
さ
。
に
。
か
け
て
。
す
そ
に
か
り

田
の
。
あ
き
の
か
り
《
ユ
リ
ヲ
ク
リ
》
す
そ
を
。《
地
ハ
ル
ウ
》
す
そ
を
小
づ
ま
に
そ

め
か
け
し
は
。《
ウ
》
こ
れ
ぞ
江
戸
《
中
》
つ
ま
。《
フ
シ
》
む
さ
し
野
に
《
ノ
ル
》
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古浄瑠璃《こそでうり》から河東節《小袖模様》へ

一
む
ら
。
ず
ゝ
き
う
ゐ
か
ふ
り
。《
ス
ヱ
テ
》
そ
め
か
ざ
し
た
る
ひ
あ
ふ
ぎ
や
。《
下

キ
ン
》
よ
し
の
が
は
に
は
花
ゐ
か
だ
。《
ウ
》
立
田
山
に
は
《
ウ
》
し
か
も
み
ぢ
。《
フ

シ
》
か
た
か
ら
《
ウ
》
お
と
《
ハ
ル
》
す
き
く
の
た
き
。《
中
》
こ
ん
と
あ
さ
ぎ
の
水

だ
ま
を
ご
い
し
ち
ら
し
の
は
ま
ち
ど
り
《
歌
》
〽
は
ん
ま
ち
ど
り
の
友
よ
ぶ
こ
ゑ
は
。

ち
り
〳
〵
や
ち
り
〳
〵
。
ち
ん
ち
り
め
ん
さ
や
ゝ
ど
ん
す
の
ひ
ひ
な
が
た
。《
ト
ル
》

三
か
は
に
か
け
し
は
。《
上
》
八
は
し
の
。《
フ
シ
》
さ
は
べ
に
に
ほ
ふ
。
か
き
つ
ば
た
。

ね
ぜ
り
お
も
だ
か
さ
は
ぎ
ゝ
や
う
。
水
に
ま
か
せ
て
《
ウ
》
そ
め
し
も
よ
し
《
ヲ
ク
リ
》

な
み
は
。
た
つ
な
み
《
フ
シ
》
か
た
を
な
み
。《
地
》
せ
い
が
い
波
に
《
ハ
ル
》
あ
み

の
手
や
。
し
を
ん
り
ん
ど
う
を
み
な
へ
し
。
一
《
キ
ン
》
む
ら
た
け
の
《
ウ
》
し
げ

り
は
に
。
千
ば
す
ゞ
め
の
《
ウ
》
と
び
ち
が
ひ
か
ぜ
に
も
ま
る
ゝ
も
や
う
も
有
。《
ハ

ツ
ミ
》
ふ
じ
と
き
よ
見
を
。
そ
め
わ
け
に
す
そ
に
ち
も
と
の
。《
フ
シ
》
松
原
や
。《
中
》

田
子
の
入
う
み
《
ハ
ル
》
ほ
か
け
ふ
ね
。
又
や
な
ぎ
に
《
ウ
》
雪
ふ
り
て
。《
ウ
》
え

だ
も
た
は
む
や
し
つ
は
り
と
〽
つ
も
れ
る
か
げ
に
。《
フ
シ
》
白
さ
ぎ
の
。
も
の
《
ハ

ル
》
思
ひ
げ
に
つ
ゝ
く
り
と
。
と
ま
り
た
る
ひ
な
が
た
有
。《
中
舞
》
扨
。
又
。
か
た

に
は
《
ウ
》
く
も
が
く
れ
。
月
に
ゑ
ん
か
う
《
ウ
》
松
に
こ
と
。
松
を
し
ぐ
れ
の
《
ハ

ル
》
染
か
ね
て
。《
中
》
ま
く
ず
が
原
の
《
ハ
ル
》
こ
ひ
か
ぜ
の
《
中
ハ
ル
》
ざ
ゝ
ん

ざ
。
さ
つ
と
ふ
き
《
ナ
ヲ
ス
》
し
ほ
り
た
る
。
し
ぼ
り
ぞ
め
の
《
コ
ハ
リ
》
も
や
う

も
あ
り
。
と
や
出
の
わ
し
が
《
ウ
》
ゑ
に
か
つ
ゑ
。
み
や
ま
を
さ
が
す
所
に
。
雪
の

ね
ざ
ゝ
の
其
し
た
に
。
あ
さ
る
う
さ
ぎ
を
め
に
か
け
て
ま
一
も
ん
じ
に
お
と
す
を
見

て
。
う
さ
ぎ
は
た
に
へ
に
げ
ん
と
す
る
を
ぼ
つ
か
け
。
〳
〵
〳
〵
を
つ
つ
め
ひ
つ
か

い
つ
か
ん
で
い
は
ほ
に
の
ぼ
り
。
引
さ
き
く
ら
ふ
《
地
》
其
け
し
き
。
さ
も
す
さ
ま

じ
き
も
や
う
も
有
。《
舞
》み
す
に
か
ら
ね
こ
ゑ
ぼ
し
に
ま
り
。ゑ
も
ん
な
が
し
の《
ウ
》

か
し
は
木
や
。
や
な
ぎ
さ
く
ら
ま
つ
楓か

ひ
で。《

中
》
梅
に
う
ぐ
ひ
す
《
ウ
》
水
に
お
し
。

ま
き
の
つ
れ
ご
ま
《
コ
ハ
リ
》
く
る
ひ
じ
ゝ
。
て
ふ
に
た
ん
ほ
ゝ
つ
た
か
づ
ら
ほ
う

わ
う
が
ら
く
さ
き
り
が
ら
く
さ
。
あ
ふ
ぎ
な
が
し
ふ
で
な
が
し
む
し
づ
く
し
か
ひ
づ

く
し
。
こ
も
ん
中
が
た
ち
ら
し
も
ん
し
ぼ
り
が
の
こ
そ
め
が
の
こ
。
う
ち
出
し
が
の

こ
に
《
地
》
わ
れ
〳
〵
が
こ
ひ
に
。
こ
ゝ
ろ
は
《
ウ
》
け
し
が
の
こ
も
候
と
。
ば
ち

を
と
も
み
だ
る
れ
ば
《
ウ
》
詞
の
花
も
う
ち
し
ほ
れ
。
一
せ
ん
の
御
合
力
な
ふ
《
フ
シ
》

お
な
さ
け
。
あ
れ
と
ぞ
う
た
ひ
け
る
。」

　
　

�『
傾
城
吉
岡
染
』
の
初
演
に
つ
い
て
は
、
井
上
勝
志
「『
傾
城
吉
岡
染
』
成
立
考
―
宝

永
七
年
上
演
の
意
味
」『
文
学
史
研
究
』
三
二
巻　

一
九
九
一
年
に
よ
る
。

（
9
）�　

注
（
5
）
に
同
じ
。

（
10
）�　

吉
野
雪
子
氏
ご
教
授
に
よ
る
。

（
11
）�　

吉
野
雪
子
氏
の
ご
指
摘
に
よ
る
。

（
12
）�　

注
（
2
）
に
同
じ
。

（
13
）�　
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成　

第
二
期 

第
三
巻
』
役
者
評
判
記
研
究
会
編 　

岩
波
書
店

　

一
九
八
八
年

（
14
）�　
「
か
い
て
」
を
襲
の
色
目
と
す
る
の
は
『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
な
ど
。

　
　

�　
「
か
い
く
」
と
す
る
の
は
辻
村
敏
樹
編
『
と
は
ず
が
た
り
総
索
引
』
笠
間
書
院　

一
九
九
二
年

（
15
）�　
『
中
世
古
辞
書　

四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
風
間
書
房　

一
九
七
一
年

　
　
　
『
全
国
方
言
集
覧　

近
畿
北
陸
篇
』
上
下　

生
物
情
報
社　

二
〇
〇
三
年　

（
16
）�　

坂
本
清
恵
「
河
東
節
の
ア
ク
セ
ン
ト
―
《
小
袖
模
様
》
を
例
に
―
」『
国
文
目
白
』

六
四　

二
〇
二
五
年

【
参
考
資
料
】

「
松
平
大
和
守
日
記
」『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
巻
十
二　

三
一
書
房　

一
九
七
七
年

「
鸚
鵡
篭
中
記
」『
名
古
屋
叢
書
：
校
訂
復
刻 

続
編
』 

第
十
一
巻
（
鸚
鵡
籠
中
記
３
）
愛
知

県
郷
土
資
料
刊
行
会　

一
九
八
三
年

『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』https://clrd.ninjal.ac.jp/chj/

JapanK
now

ledge Lib  https://japanknow
ledge.com

/lib/

 

こ
の
研
究
はJP22K

00134

の
助
成
を
受
け
た
。
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
閲
覧
翻
刻
掲

載
の
ご
許
可
を
く
だ
さ
っ
た
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
を
は
じ
め
、
愛
知
県
立
大
学
図

書
館
、
慶
応
大
学
図
書
館
、
国
立
音
楽
大
学
図
書
館
、
都
立
中
央
図
書
館
、
早
稲
田
大
学

演
劇
博
物
館
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
二
〇
二
四
年
三
月
一
六
日
に
行
っ
た
日
本
女

子
大
学
文
学
部
・
文
学
研
究
科
学
術
交
流
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
江
戸
音
曲
の
流
れ
を
考

え
る
―
半
太
夫
節
か
ら
長
唄
へ
―
』
で
の
「
河
東
節
《
小
袖
模
様
》
と
ア
ク
セ
ン
ト
」
を

も
と
に
、
諸
本
研
究
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ご
意
見
、
ご
感
想
を

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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【
表
１
】

寛
文
中
頃
か

一
六
六
一
～
一
六
七
三

＊
出
羽
掾

『
和
国
美
び
じ
ん
人
哥
諍
幷
こ
そ
で
う
り
』
①

延
宝
二
年
五
月
十
九
日

一
六
七
四

伊
勢
大
掾
上
演

『
和
国
美
人
哥
論　

六
段
』

『
松
平
大
和
守
日
記
』

天
和
三
年
十
二
月

一
六
八
三

＊
出
羽
掾

「
松
よ
の
ひ
め
付
タ
リ
こ
そ
で
う
り
」『
道
行
揃
』
②

＊
出
羽
掾
・
角
太
夫
・
文
弥

貞
享
二
年
九
月
以
降

一
六
八
五

山
本
土
佐
掾

「
小
袖
う
り
」『
こ
そ
で
う
り
』
五
段
③

元
禄
年
間

一
六
八
八
～
一
七
〇
三

宇
治
加
賀
掾

「
こ
そ
で
う
り
」『
紫
竹
集
追
加　

九
』
④

元
禄
五
年
五
月
二
十
五
日

一
六
九
二

江
戸
半
太
夫
・
初
太
夫
「
ま
つ
よ
の
姫
、
小
袖
の
も
よ
う
・
天
狗
揃
」
＊
⑧

『
松
平
大
和
守
日
記
』

元
禄
七
年
正
月

一
六
九
四

土
佐
少
掾

『
金
山
左
衛
門
岩
屋
城
大
和
廿
四
孝
』
四
だ
ん
⑨

元
禄
七
年
三
月
十
一
日

一
六
九
四

式
部

「
染
小
袖
も
よ
う
」

『
松
平
大
和
守
日
記
』

元
禄
七
年
四
月
九
日

一
六
九
四

半
太
夫
・
初
太
夫

「
小
袖
の
も
よ
う
」

『
松
平
大
和
守
日
記
』

宝
永
五
年
＊

一
七
〇
八

土
佐
少
掾

「
染
小
袖
も
よ
ふ
」『
蘭
曲
後
撰
集
二
』
⑩

宝
永
七
年
四
月
以
前

一
七
一
〇

豊
竹
若
太
夫

『
袂
の
白
し
ぼ
り
』

宝
永
七
年

一
七
一
〇

竹
本
筑
後
掾

「
紙
子
ひ
ひ
な
が
た
」『
傾
城
吉
岡
染
』

『
鸚
鵡
籠
中
記
』

享
保
四
年
三
月

一
七
一
九

半
太
夫
・
初
河
東

「
小
袖
模
様
」『
鳰
鳥
』
⑪

享
保
二
年
～
九
年

一
七
一
七
～
一
七
二
四

初
世
河
東

「
小
袖
も
よ
ふ
」
小
松
屋
⑫

享
保
十
九
年
春

一
七
三
四

中
村
座

「
小
袖
も
や
う
の
せ
り
ふ
か
け
合
」『
十
八
公
今
様
そ
が
』
『
花
江
都
歌
舞
妓
年
代
記
』

宝
暦
九
年
以
降

一
七
五
九

四
世
河
東

「
小
袖
模
様
の
段
」『
十
寸
見
要
集
』
初
版
⑬
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【
表
２
】
一
行
目
に
は
本
文
で
の
説
明
番
号
を
示
し
た
。

対
象
正
本
略
称

3

8

1

5

9

9

14

13

①
出
羽
掾
Ａ

お
み
な
べ
し

ざ
ゝ
ざ
つ
と

あ
ふ
た
る
し
づ
は
り
と

ほ
つ
か
け
〳
〵
お
い
つ
め
て

の
ぼ
り

一
時

さ
か
せ
つ
ゝ

②
出
羽
掾
Ｆ

お
み
な
べ
し

ざ
ざ
ざ
つ
と

あ
ふ
た
る
し
い
わ
り
と

ぼ
つ
か
け
〳
〵
〳
〵
〳
〵
お
い
つ
め
て

の
ぼ
り

一
と
き

さ
か
せ

③
土
佐
掾

お
み
な
へ
し

ざ
ゞ
ん
ざ
ざ
つ
と
あ
ふ
た
る
し
つ
は
り
と

ぼ
つ
か
け
。
〳
〵
。
〳
〵
〳
〵
お
ひ
つ
め
て

の
ぼ
り

一
時

さ
か
せ
つ
ゝ

④
加
賀
掾

を
み
な
へ
し

ざ
ゞ
さ
つ
と

あ
ふ
た
る
し
つ
は
り
と

ほ
つ
か
け
。
〳
〵

の
ぼ
り

一
時

さ
か
せ
つ
ゝ

⑤
豊
後
節

お
み
な
へ
し

ざ
ゝ
ん
ざ
つ
と

あ
ふ
た
る
し
つ
は
り
と

お
つ
か
け
〳
〵

の
ぼ
り

一
時

さ
か
せ
つ
ゝ

⑥
結
城

女
郎
花

ざ
ざ
ん
ざ
颯
と

逢
ふ
た
る
し
つ
は
り
と

ぼ
つ
か
け
〳
〵
追
詰
て

上
り

一
時

咲
せ
つ
ゞ

⑦
知
略

お
み
な
め
し

ざ
つ
と

あ
ふ
た
る
し
つ
は
り
と

お
つ
つ
か
け
〳
〵
お
い
つ
め
て

の
ほ
り

一
時

さ
か
せ

⑧
江
戸
板

お
み
な
め
し

さ
つ
と

あ
ふ
た
る
し
つ
は
り
と

お
つ
か
け
〳
〵

上
り

一
時

さ
か
せ

⑨
土
佐
少
掾
Ａ

お
み
な
へ
し

ざ
つ
と

あ
ふ
た
る
し
つ
ほ
り
と

お
っ
か
け
〳
〵
お
つ
つ
め
て

の
ほ
り

一
時

さ
か
せ
つ
ゝ

⑩
土
佐
少
掾
Ｆ

お
み
な
べ
し

ざ
つ
と

あ
ふ
た
る
し
つ
は
り
と

お
っ
か
け
〳
〵
お
つ
つ
め

の
ほ
り

一
時

さ
か
せ
つ
ゝ

⑪
鳰
鳥

わ
れ
も
こ
う

は
つ
と

あ
ひ
た
る
し
う
わ
り
と

追
欠
を
つ
つ
め

あ
か
り

半
時

咲
せ
つ

⑫
小
松
屋

わ
れ
も
こ
う

は
つ
と

あ
ひ
た
る
し
う
わ
り
と

お
つ
か
け
お
つ
つ
め

あ
が
り

は
ん
と
き

さ
つ
か
せ
つ
ゝ

⑬
十
寸
見

を
み
な
へ
し

さ
つ
と

あ
ひ
た
る
し
う
わ
り
と

追
〈
ツ
〉
か
け
お
つ
つ
め

あ
が
り

半
と
き

さ
つ
か
せ
つ
ゝ

⑭
井
筒
屋

女
郎
花

さ
つ
と

あ
ふ
た
る
し
う
わ
り
と

お
つ
か
け
．
お
つ
つ
め

の
ぼ
り

ひ
と
と
き

さ
つ
か
せ
つ
ゝ

⑮
い
が
や

を
み
な
へ
し

さ
つ
と

あ
ふ
た
る
し
う
は
り
と

お
つ
か
け
。
お
つ
つ
め
。

上
り

半
と
き

さ
つ
か
せ
つ
ゝ

⑯
大
坂
板

を
み
な
め
し

さ
つ
と

あ
ふ
た
る
し
い
わ
り
と

お
つ
か
け
お
つ
つ
め

の
ぼ
り

ひ
と
と
き

さ
つ
か
せ
つ
ゝ

⑰
世
界

お
ん
み
な
え
し
さ
つ
と

あ
い
た
る
し
う
わ
り
と

お
ッ
か
け
。
お
ッ
つ
め

あ
が
り

は
ん
と
き

さ
ッ
か
せ
つ
つ

⑱
長
唄

お
み
な
へ
し

あ
ふ
た
る
し
う
わ
り
と

お
っ
か
け　

お
っ
つ
め

の
ぼ
り

は
ん
と
き

さ
か
せ
つ
つ
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【
表
３
】

対
象
正
本
略
称

4

7

10

12

6

5

11

12

2

①
出
羽
掾
Ａ

す
そ
は

に
ら
み
つ
め

み
す

扨
か
た
に
は

た
は
む
や

か
い
で

皆
人

さ
く
ぞ
め
か

②
出
羽
掾
Ｆ

す
そ
は

に
ら
め
つ
け

み
す

扨
か
た
に
は

た
は
む
や

か
い
で

み
な
人

さ
く
そ
め
か

③
土
佐
掾

す
そ
は

に
ら
み
付

み
す

扨
又
か
た
に
は

た
は
む
や

か
い
で

皆
人

さ
き
そ
む
る

④
加
賀
掾

す
そ
は

に
ら
み
つ
め

み
す

さ
て
か
た
に
は

た
は
む
や

み
な
人

さ
き
そ
む
る

⑤
豊
後
節

す
そ
に
は
に
ら
み
つ
め

み
す

扨
又
か
た
に
は

た
は
む
や

皆
人

さ
き
そ
む
る

⑥
結
城

す
そ
は

白
眼
付

美
簾

扨
亦
肩
に
は

撓
や

か
い
て

皆
人

咲
染
る

⑦
知
略

す
そ
は

に
ら
み
つ
め

み
す

か
た
に
く
も
に

た
は
ゝ
に

か
ゑ
で

見
る
人

さ
く
そ
め
か

⑧
江
戸
板

す
そ
は

に
ら
み
つ
め

み
す

か
た
に
は
く
も
に

た
は
ゝ
に

か
へ
で

見
る
人

さ
く
そ
め
か

⑨
土
佐
少
掾
Ａ

す
そ
の
は
に
ら
み
つ
け

こ
す

く
ち
ば
か
の
こ
か
た
に
は
雲
に

た
は
ゝ
に

か
え
て

み
る
人

さ
き
そ
め
り

⑩
土
佐
少
掾
Ｆ

す
そ
野
は
に
ら
み
つ
け

こ
す

く
ち
ば
か
の
こ
か
た
に
は
雲
に

た
わ
ゝ
に

か
え
て

見
る
人

さ
く
そ
め
か

⑪
鳰
鳥

す
そ
の
は
に
ら
み
つ
け

こ
す

朽
葉
か
の
こ

肩
に
は
雲
に

た
は
ゝ
に

楓

み
る
人

さ
く
染
か

⑫
小
松
屋

す
そ
の
は
に
ら
み
付

こ
す

く
ち
ば
か
の
こ
か
た
に
は
雲
に

た
は
ゝ
に

楓カ
ヘ
テ

み
る
人

さ
く
そ
め
か

⑬
十
寸
見

裾
野
は

に
ら
み
付

こ
す

朽
葉
か
の
こ

肩
に
は
雲
に

た
は
ゝ
に

楓カ
ヘ
テ

見
る
人

咲
そ
め
り

⑭
井
筒
屋

す
そ
の
は
に
ら
み
付

こ
す

く
ち
ば
が
の
こ
か
た
に
は
雲
に

た
は
ゝ
に

楓

み
る
人

咲
そ
め
る

⑮
い
が
や

す
そ
の
は
に
ら
み
付

こ
す

く
ち
は
か
の
こ
か
た
に
は
雲
に

た
わ
ゝ
に

か
へ
で

み
る
人

咲
そ
め
り

⑯
大
坂
板

す
そ
は

に
ら
み
付

み
す

く
ち
ば
が
の
こ
か
た
に
は
雲
に

た
は
ゝ
に

か
い
で

み
な
人

さ
き
そ
め
る

⑰
世
界

す
そ
の
は
に
ら
み
つ
け

こ
す

く
ち
ば
か
の
こ
か
た
に
わ
く
も
に

た
わ
わ
に

か
え
で

み
る
ひ
と

さ
き
そ
め
り

⑱
長
唄

も
す
そ
は
に
ら
み
つ
け

み
す

く
ち
は
が
の
こ
さ
て
ま
た
か
た
に
は
た
わ
わ
に

か
え
で

は
な
ひ
こ

さ
き
そ
め
て
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文
字
譜
と
鼓
の
掛
け
声
は
《　

》
で
文
字
の
前
に
お
き
、
捨
て
仮
名
は
〈　

〉
で
示
し
た
。
大
き
な
異
同
部

分
は
太
字
に
し
た
。

①
《
ふ
し
ゆ
り
》
む
さ
し
の
に
一
《
下
》
む
ら
《
上
》
す
ゝ
《
引
》
き
《
は
つ
み
》
ほ
に
い
で
ゝ
み
だ
れ
あ

ふ
た
る
こ
そ
で
も
有

②
《
ふ
し
ゆ
り
》
む
さ
し
の
に
一
《
下
？
》
む
ら
《
上
》
ず
《
引
》
ゝ
き
《
は
つ
む
》
ほ
に
い
で
ゝ
み
だ
れ

あ
ふ
た
る
小
袖
も
有

③
《
本
ふ
し
》
む
さ
し
《
引
》
の
に
一
む
ら
。《
中
》
す
ゝ
《
上
引
》
き
ほ
に
出
て
。《
地
》
み
だ
れ
あ
ふ
た

る
小
袖
も
あ
り
。

④
《
ハ
ル
》
む
さ
し
の
に
。《
冷
泉
》
一
村
。
ず
《
ハ
ル
》
ゝ
き
。
ほ
に
出
。
て
。《
中
》
み
た
れ
あ
ふ
た
る
《
ウ
》

小
袖
も
有
。

⑤
む
さ
し
野
に
一
む
ら
。
ず
ゝ
き
。
ほ
に
出
て
み
だ
れ
あ
ふ
た
る
小
袖
も
あ
り
。

⑥
武
蔵
野
に
一
と
村
薄
穂
に
出
て
、
美
垂
れ
逢
ふ
た
る
小
袖
も
有
り
、

⑦
む
さ
し
の
に
一
村
す
ゞ
き
ほ
に
出
て
、
み
た
れ
あ
ふ
た
る
小
袖
も
有
、

⑧
む
さ
し
の
に
一
村
す
ゝ
き
ほ
に
出
て
み
た
れ
あ
ふ
た
る
小
袖
も
有

⑨
〽
ま
づ
む
さ
し
の
に
一
む
ら
ず
ゝ
き
ほ
に
出
て
み
だ
れ
あ
ふ
た
る
小
袖
も
有

⑩
〽
《
三
重
ヲ
ロ
シ
》
先
む
《
入
》
さ
し
野
に
。
一
村
《
イ
ロ
ナ
カ
シ
》
す
ゝ
き
の
。
ほ
に
出
《
引
》
て
．

み
《
ウ
ク
》
だ
れ
あ
ふ
た
る
こ
そ
で
も
あ
り
。

⑪
《
中
》
先
武
蔵
野
に
。
一
む
ら
薄
ほ
に
出
て
み
た
れ
あ
ひ
た
る
。《
下
》
小
袖
も
あ
り
。

⑫
《
中
》
ま
づ
む
さ
し
の
に
。
ひ
と
む
ら
す
ゝ
き
《
引
上
ス
エ
》
ほ
に
い
で
ゝ
み
だ
れ
あ
ひ
た
る
。《
下
》
小

そ
で
《
ア
》
も
あ
り
。

⑬
《
中
》
ま
づ
む
さ
し
の
に
。
一
ト
む
ら
ず
ゝ
き
《
引
上
ス
ヱ
》
穂ほ

に
出
て
乱み
だ

れ
あ
ひ
た
る
。《
下
》
小
袖
《
ア
》

も
有
リ
。

⑭
〽
ま
づ
む
さ
し
野
に
．
ひ
と
む
ら
す
ゝ
き
《
引
上
ス
エ
》
ほ
に
出
て
．
み
ん
た
れ
あ
ふ
た
る
．
小
袖
《
ア
》

も
あ
り
．

⑮
〽
ま
づ
む
さ
し
の
に
。ひ
と
む
ら
す
ゝ
き《
引
上
ス
エ
》ほ
に
い
で
て
。み
ん
だ
れ
あ
ふ
た
る
。小
袖
も《
ア
》

あ
り
。

⑯
ま
づ
む
さ
し
野
に
。
一
む
ら
す
ゝ
き
《
引
上
ス
エ
》
ほ
に
出
て
。
み
ン
だ
れ
あ
ふ
た
る
小
そ
で
《
ア
》
も

あ
り
。

⑰
ン
ま
づ　

む
さ
し
の
に　

ひ
と
む
ら
す
す
き　

ほ
に
い
で
て　

み
ン
だ
れ
あ
い
た
る　

こ
そ
で
も
あ
り

⑱
む
さ
し
野
に　

ひ
と
む
ら
す
す
き
ほ
に
い
で
て　

み
だ
れ
あ
ふ
た
る
も
よ
う
も
あ
り

①
《
い
ろ
》
よ
し
の
は
つ
せ
の
《
下
》
花
も
み
ぢ
今
を
さ
か
り
と
み
ゆ
る
も
有

②
《
い
ろ
ふ
し
》
よ
し
の
は
つ
せ
の
《
下
》
は
な
も
み
ぢ
今
を
さ
か
り
と
見
ゆ
る
も
有

③
《
下
き
ん
ふ
し
》
よ
し
の
は
つ
せ
の
。《
下
》
花
も
み
ぢ
。《
下
ぎ
ん
》
今
を
さ
か
り
と
み
ゆ
る
も
有
。

④
《
小
ヲ
ク
リ
》
吉
野
。
は
つ
せ
の
花
も
み
ぢ
《
ハ
ル
フ
シ
》
今
を
さ
か
り
と
。《
ウ
》
見
ゆ
る
も
有
。

⑤
《
キ
ン
》
よ
し
野
。《
合
手
》
は
つ
せ
の
花
も
み
ぢ
。《
は
ね
は
つ
み
ふ
し
》
今
を
さ
か
り
と
《
す
へ
ふ
し
》

見
ゆ
る
も
有
。

⑥
吉
野
初
瀬
の
華
紅
葉
、
今
を
盛
り
と
見
ゆ
る
も
あ
り
、

⑦
よ
し
の
は
つ
せ
の
花
も
み
ち
、
今
を
さ
か
り
と
見
ゆ
る
も
有
、

⑧
吉
の
は
つ
せ
の
花
も
み
ち
今
を
盛
と
見
ゆ
る
も
有

⑨
よ
し
の
は
つ
せ
の
花
も
み
ぢ
今
を
さ
か
り
と
み
ゆ
る
も
有

⑩
よ
し
野
は
つ
せ
の
．《
上
》
花
も
み
《
下
》
ぢ
。《
ア
ミ
ト
ヤ
ツ
シ
》
今
を
《
ハ
ル
》
さ
か
り
と
見
ゆ
る
も
《
下
》

あ
り
。

⑪
よ
し
の
は
つ
せ
の
。
は
な
も
み
ち
。
今
を
さ
か
り
と
み
ゆ
る
も
あ
り
。

⑫
《
イ
》
よ
し
の
は
つ
せ
の
。
は
な
《
入
》
も
み
ぢ
．《
下
》
い
ま
を
さ
か
り
と
み
ゆ
《
ア
》
る
も
あ
り
。

⑬
《
イ
》
よ
し
野
は
つ
せ
の
。
花
《
入
》
も
み
ぢ
。《
下
》
い
ま
を
盛さ
か

り
と
み
ゆ
る
《
ア
》
も
あ
り
。

⑭
《
イ
》
よ
し
の
は
つ
せ
の
．
花
《
入
》
も
み
ぢ
．《
下
》
い
ま
を
さ
か
り
と
．
見
ゆ
《
ア
》
る
も
あ
り
． 

⑮
《
イ
》
よ
し
の
は
つ
せ
の
。
花
《
入
》
も
み
ぢ
。《
下
》
い
ま
を
さ
か
り
と
見
ゆ
る
《
ア
》
あ
り
。

⑯
よ
し
の
は
つ
せ
の
。
花
《
入
》
も
み
ぢ
。《
下
》
今
を
さ
か
り
と
。
み
ゆ
る
も
あ
り
。

⑰
よ
し
の　

は
つ
せ
の　

は
な
も
み
ぢ　

い
ま
を　

さ
か
り
と　

み
ゆ
る
も
あ
り

⑱
吉
野　

初
瀬
の　

花
紅
葉　

い
ま
を
さ
か
り
と
見
ゆ
る
も
あ
り

①
《
ふ
し
》
月
の
め
い
所
は
お
ゝ
け
れ
ど
《
は
つ
み
》
色
は
さ
ま
〳
〵
《
ふ
し
》
し
な
の
な
る

②
《
ふ
し
》
月
の
め
い
し
よ
は
お
ゝ
け
れ
ど
《
は
つ
み
》
い
ろ
は
さ
ま
〴
〵
し
な
の
な
る

③
《
か
ん
》
月
の
め
い
所
は
。《
か
ん
》
お
ほ
け
れ
《
ゆ
り
引
》
ど
《
下
》
色
は
。《
の
る
ふ
し
》
さ
ま
〴
〵

し
な
の
《
引
》
な
る
。

④
《
上
》
月
の
名
所
は
。
お
ほ
け
れ
。
ど
み
る
し
な
。
〳
〵
《《
ア
》》
は
し
な
の
な
る
。

⑤
《
上
》
月
の
名
所
は
。
お
ほ
け
れ
ど
《
お
す
ふ
し
》
見
る
し
な
〴
〵
は
し
な
の
な
る
。

⑥
月
の
名
所
は
多
け
れ
と
、
色
は
さ
ま
〳
〵
し
な
の
な
る
、

⑦
月
の
名
所
は
お
ゝ
け
れ
ど
、
色
は
さ
ま
〳
〵
、
し
な
の
成

⑧
月
の
名
所
は
お
ほ
け
れ
と
色
は
様
々
し
な
の
成

⑨
月
の
名
所
は
お
ゝ
け
れ
ど
色
は
さ
ま
〳
〵
し
な
の
成

⑩
《
サ
ナ
イ
》
月
の
。《
イ
ヤ
》
め
い
し
よ
は
．《
キ
ン
ム
ス
ヒ
》
お
ゝ
け
れ
ど
。《
レ
イ
セ
イ
カ
ヽ
リ
》
色
は

さ
ま
〳
〵
し
な
の
な
る

⑪
《
カ
ヽ
ル
》
月
の
名
所
は
多
け
れ
と
色
は
さ
ま
《
三
重
》
〳
〵
。
信
《
ク
ル
》
濃
な
る
。

⑫
《
カ
ヽ
ル
》
月
の
め
い
し
よ
は
お
ほ
け
れ
ど
《
引
上
》
い
ろ
は
さ
ま
《
三
重
》
〳
〵
。《
上
ク
リ
入
》
し
な

の
な
《
引
》
る
。

⑬
《
カ
ヽ
ル
》
月
の
名め
い

處し
よ

は
お
ほ
け
れ
ど
《
引
上
》
い
ろ
は
さ
ま
〴
〵
。《
上
ツ
ク
入
》
信し
な
の濃
な
《
引
》
る
。

⑭
《
下
ノ
リ
》
月
の
め
い
し
よ
は
．
お
ゝ
け
れ
ど
《
引
上
ケ
》
い
ろ
は
．《
三
重
》
さ
ま
〳
〵
．
．《
上
ク
リ
》

し
な
《
入
》
の
な
《
引
》
る
．
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⑮
《
下
ノ
リ
》
月
の
め
い
し
よ
は
。
お
ゝ
け
れ
ど
《
引
上
ケ
》
い
ろ
は
。《《
三
重
》》
さ
ま
〳
〵
。
。《
上
ク
リ
》

し
な
《
入
》
の
な
《
引
》
る

⑯
《
下
ノ
リ
》
月
の
め
い
し
よ
は
。
お
ほ
け
れ
ど
《
引
上
ケ
入
》
色
は
《
三
重
》
さ
ま
〴
〵
。《
上
ク
リ
》
し

な
の
《
入
》
な
る

⑰
つ
き
の
め
い
し
ょ
わ
お
お
け
れ
ど　

い
ろ
わ　

さ
ま
ざ
ま　

し
な
の
な
る

⑱
つ
き
の
名
所
は
お
ほ
け
れ
ど　

い
ろ
い
ろ　

さ
ま
ざ
ま　

し
な
の
な
る

①
お
ば
す
て
山
や
さ
ら
し
な
の
さ
や
け
き
月
は
《
下
》
是
ぞ
こ
の

②
お
ば
す
て
山
や
さ
ら
し
な
の
さ
や
け
き
月
は
《
下
》
こ
れ
ぞ
此

③
《
地
》
を
ば
す
て
山
や
さ
ら
し
な
の
。《
う
》
さ
や
け
き
月
は
《
つ
き
ゆ
り
》
是
ぞ
こ
の
。

④
お
ば
す
て
山
や
さ
ら
し
な
の
。
さ
や
け
き
月
は
。
こ
れ
。
ぞ
こ
の
。

⑤
《
地
》
お
ば
す
て
山
や
さ
ら
し
な
の
。《
ウ
》
さ
や
け
き
月
は
。《
ウ
》
是
や
此
。

⑥
尾
羽
捨
山
や
更
級
の
、
さ
や
か
け
き
月
は
是
そ
此
、

⑦
お
ば
す
て
山
や
さ
ら
し
な
の
、
さ
や
け
き
月
は
是
ぞ
こ
の
、

⑧
お
ば
す
て
山
や
さ
ら
し
な
の
さ
や
け
き
月
は
是
そ
こ
の

⑨
お
ば
す
て
山
や
さ
ら
し
な
の
さ
や
け
き
月
は
こ
れ
ぞ
こ
の

⑩
お
ば
《
二
ツ
三
重
》
す
て
。
山
《
ハ
ル
引
》
や
。
。《
中
ギ
ン
》
さ
ら
し
な
《
ハ
ル
》
の
《
引
》。
さ
や
け
《
ツ

ク
》
き
月
は
。
是
《
入
》
そ
こ
の
。

⑪
伯
母
捨
山
や
。
更
科
の
。
さ
や
け
き
月
は
こ
れ
そ
こ
の
。

⑫
《
ハ
ル
》
お
ば
す
て
山
や
。
さ
ら
《
入
》
し
な
の
。
さ
や
け
き
月
は
《
ヲ
ト
シ
ア
》
こ
れ
ぞ
こ
の
。

⑬
《
ハ
ル
》
姨お
ば

捨す
て

山
や
。
さ
ら
《
入
》
し
な
の
。
さ
や
け
き
月
は
《
ヲ
ト
シ
ア
》
こ
れ
ぞ
こ
の
。

⑭
《
ハ
ル
》
お
は
す
て
．
山
や
．
さ
ら
《
入
》
し
な
の
．
さ
や
け
き
月
は
《
ヲ
ト
シ
ア
》
こ
れ
ぞ
此
．

⑮
《
ハ
ル
》
お
ば
す
て
。
山
や
。
さ
ら
《
入
》
し
な
の
。
さ
や
け
き
月
は
《
ヲ
ト
シ
ア
》
こ
れ
ぞ
こ
の
。

⑯
《
ハ
ル
》
お
ば
す
て
。
山
や
。
さ
ら
《
入
》
し
な
の
。
さ
や
け
き
月
は
《
ヲ
ト
シ
ア
》
こ
れ
ぞ
こ
の
。

⑰
お
ば
す
て
や
ま
や　

さ
ら
し
な
の　

さ
や
け
き
つ
き
わ　

こ
れ
ぞ
こ
の

⑱
を
ば
す
て
山
や　

さ
ら
し
な
の　

さ
や
け
き
月
は　

こ
れ
や
こ
の

①
と
く
さ
を
わ
け
て
さ
し
も
げ
に
み
が
ゝ
れ
い
づ
る
そ
の
原
や
《
引
取
三
重
》
三
川
に
か
け
し

②
と
く
さ
を
分
て
さ
し
も
げ
に
み
が
か
れ
出
る
そ
の
は
ら
や
《
引
取
三
重
》
三
川
に
か
け
し

③
《
地
》
と
く
さ
を
わ
け
て
さ
し
も
げ
に
。《
う
》
み
が
ゝ
れ
出
る
《
う
》
そ
の
は
ら
や
《
ひ
つ
と
り
》
み
か

は
に
か
け
し
。

④
と
く
さ
を
分
て
さ
し
も
げ
に
。《
ウ
》
み
が
ゝ
れ
出
る
そ
の
は
ら
や
三
河
に
か
け
し
。

⑤
と
く
さ
を
わ
け
《
一
つ
ゆ
り
》
て
。
さ
し
も
げ
に
。《
ウ
》
み
が
ゝ
れ
出
る
。
其
は
ら
や
み
か
は
に
か
け
し

《
引
取
》

⑥
と
く
さ
を
分
ケ
て
さ
ら
し
な
の
、
う
か
れ
て
出
ル
其ソ

野ノ

ノ
原
や
、
参
河
に
な
れ
は

⑦
と
く
さ
を
は
け
て
さ
し
も
げ
に
、
み
が
ゝ
れ
出
る
其
は
ら
や
、
三
川
に
か
け
し

⑧
と
く
さ
を
わ
け
て
さ
し
も
げ
に
み
か
ゝ
れ
出
る
其
は
ら
や
三
河
に
か
け
し

⑨
と
く
さ
わ
け
て
さ
し
も
げ
に
み
が
ゝ
れ
出
る
そ
の
は
ら
や
三
河
に
か
け
し

⑩
《
イ
ロ
詞
》
と
く
さ
を
わ
け
て
さ
し
も
げ
に
《
イ
ツ
ヤ
》。
。《
サ
ヾ
ナ
ミ
フ
シ
》
み
が
ゝ
れ
出
る
そ
の
は

ら
や
．《
ウ
ク
》
三
河
に
か
け
し4

⑪
と
く
さ
を
わ
け
て
さ
し
も
け
に
。
み
か
ゝ
れ
出
る
。《
上
》
そ
の
は
ら
や
三
河
に
わ
た
す

⑫
《
下
》
と
く
さ
を
わ
け
《
入
》
て
さ
し
も
げ
に
。
み
が
ゝ
れ
い
づ
る
。《
上
》
そ
の
は
ら
や
《
ヒ
セ
ン
》
み

か
わ
に
か
け
し

⑬
《
下
》
と
く
さ
を
分
〈
ケ
〉《
入
》
て
さ
し
も
げ
に
。
み
が
ゝ
れ
出
〈
ツ
〉
る
。《
上
》
そ
の
は
ら
や
《
ヒ

セ
ン
》
参み

河か
わ

に
か
け
し

⑭
《
下
》
と
く
さ
を
．
わ
け
《
入
》
て
さ
し
も
げ
に
．
み
が
ゝ
れ
出
る
．《
イ
ロ
》
そ
の
は
ら
や
《
ヒ
セ
ン
フ

シ
》
三
川
に
．
か
け
し
．

⑮
《
下
》
と
く
さ
を
。
わ
け
《
入
》
て
さ
し
も
げ
に
。
み
が
ゝ
れ
出
る
。《
イ
ロ
》
そ
の
は
ら
や
。《
ヲ
イ
》

三
《
ヒ
セ
ン
フ
シ
》
川
に
。
か
け
し
。

⑯
《
下
》
と
く
さ
を
わ
け
《
入
》
て
さ
し
も
げ
に
。
み
が
ゝ
れ
出
る
。《
色
》
そ
の
は
ら
や
。《
ヒ
セ
ン
フ
シ
》

三
河
に
か
け
し
。

⑰
と
く
さ
を
わ
け
て　

さ
し
も
げ
に　

み
が
か
れ
い
づ
る　

そ
の
は
ら
や　

み
か
わ
に
か
け
し
。

⑱
と
く
さ
を
わ
け
て　

さ
し
も
げ
に　

み
が
か
れ
い
づ
る　

そ
の
は
ら
や　

三
河
に
か
け
し

①
《
上
引
》
八
つ
は
し
の
《
ふ
し
》
さ
は
べ
に
に
ほ
ふ
か
き
つ
ば
た
《
下
く
る
ふ
し
》
と
き
を
む
か
へ
て

②
《
上
引
》
八
は
し
の
《
ふ
し
》
さ
わ
べ
に
に
ほ
ふ
《
下
》
か
き
つ
ば
た
《
下
く
る
ふ
し
》
時
を
《
中
は
る
》

む
か
へ
て

③
《
上
》
や
つ
は
し
《
ゆ
り
引
》
の
さ
は
べ
に
に
ほ
ふ
。《
う
》
か
き
つ
ば
た
。《
下
ゆ
り
》
と
き
《
引
》
を
。

《
中
持
》
む
か
。《
上
》
へ
て

④
八
橋
の
。
さ
は
べ
に
に
ほ
ふ
。《
キ
ン
》
か
き
つ
ば
た
。
時
を
。
む
。《
ハ
ル
》
か
へ
て
ノ
《
ユ
リ
》。

⑤
八
〈
ツ
〉
は
し
の
。
さ
は
べ
に
に
ほ
ふ
。《
ゆ
り
》
か
き
。《
引
》
つ
ば
た
。
と
き
を
《
ウ
》
む
か
へ
て
さ

き
に
け
り
。

⑥
や
つ
は
し
の
、
沢
辺
に
に
ほ
ふ
杜カ
キ
ツ
ハ
タ若

、
色
を
迎
へ
て

⑦
八
は
し
の
、
さ
は
へ
に
に
ほ
ふ
か
き
つ
ば
た
、
時
を
む
か
へ
て

⑧
八
つ
橋
の
さ
は
べ
に
に
ほ
ふ
か
き
つ
は
た
時
を
向
へ
て

⑨
八
橋
の
沢
べ
に
に
ほ
ふ
か
き
つ
は
た
と
き
を
む
か
へ
て

⑩
八
は
し
の4

《
ハ
ル
本
フ
シ
》
沢
邊
に
に
ほ
ふ
。
か
き
《
入
》
つ
は
た
。《
イ
ロ
ヲ
ト
シ
》
時
を
む
か
へ
て

⑪
八
橋
の
。
沢
《
上
》
辺
に
匂
ふ
。《
地
》
か
き
つ
は
た
。
時
を
む
か
へ
て

⑫
や
つ
は
し
の
。《
ハ
ル
》
さ
わ
《
上
》
べ
に
《
入
》
に
ほ
ふ
。《
地
コ
ト
バ
》
か
き
つ
ば
た
。《
イ
ロ
地
》
と

き
を
む
か
へ
て
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⑬
八
ツ
橋は
し

の
。《
ハ
ル
》
沢
《
上
》
べ
に
匂
ふ
。《
地
コ
ト
バ
》
杜か
き
つ
ば
た若
。《
色
地
》
時
を
む
か
へ
て

⑭
や
つ
は
し
の
．《
ハ
ル
》
沢
べ
に
《
入
》
に
ほ
ふ
．《
コ
ト
ハ
》
か
き
つ
ば
た
《
イ
ロ
地
》
時
を
む
か
へ
て

⑮
八
は
し
の
。《
ハ
ル
》
沢
べ
《
入
》
に
に
ほ
ふ
。《
コ
ト
ハ
》
か
き
つ
ば
た
。《
イ
ロ
ヂ
》
と
き
を
む
か
へ
て

⑯
や
つ
は
し
の
。《
ハ
ル
》
さ
わ
べ
に
。
に
ほ
ふ
。《
コ
ト
ハ
》
か
き
つ
ば
た
《
色
地
》
と
き
を
む
か
へ
て

⑰
や
つ
は
し
の　

さ
わ
べ
に　

に
お
お　

か
き
つ
ば
た　

と
き
を
む
か
え
て

⑱
や
つ
は
し
の　

沢
辺
に
に
ほ
ふ　

か
き
つ
ば
た　

と
き
を
た
が
え
ず

①
《
は
つ
み
き
を
い
》
さ
き
に
け
り
花
は
む
か
し
を
わ
す
れ
ず
し
て
お
な
し
色
か
に
さ
く
ぞ
め
か

②
《
は
つ
む
き
お
い
》
さ
き
に
け
り
花
は
む
か
し
を
わ
す
れ
ず
し
て
同
い
ろ
か
に
さ
く
そ
め
か

③
《
あ
た
る
》
さ
き
に
け
り
《
引
》。《
地
》
花
は
む
か
し
を
わ
す
れ
ず
し
て
。《
う
》
お
な
じ
色
か
に
《
う
》

さ
き
そ
む
る

④
さ
き
に
け
《
ユ
リ
》
り
。
花
は
む
か
し
を
わ
す
れ
ず
し
。《
ウ
》
同
じ
い
ろ
か
に
さ
き
そ
む
る

⑤
《
地
》
花
は
む
か
し
を
わ
す
れ
ず
し
て
。《
ウ
》
同
じ
色い
ろ

か
に
さ
き
そ
む
る

⑥
咲
に
け
り
、
華
は
昔
し
を
忘
れ
た
り
、
同
し
薫
ひ
に
咲
染
る

⑦
さ
き
に
け
り
、
花
は
む
か
し
を
わ
す
れ
ず
し
て
、
お
な
じ
色
か
に
さ
く
そ
め
か
、

⑧
さ
き
に
け
り
花
は
昔
を
わ
す
れ
す
し
て
同
色
か
に
さ
く
そ
め
か

⑨
さ
き
に
け
り
花
は
む
か
し
を
わ
す
れ
す
し
お
な
し
色
か
に
さ
き
そ
め
り

⑩
さ
き
に
《
ユ
リ
ス
テ
》
に
け
り
。《
イ
ロ
》
花
は
む
か
し
を
わ
す
れ
ず
し
。《
下
ノ
リ
》
お
な
じ
い
ろ
か
に

さ
く
そ
め
か

⑪
咲
に
け
り
。《
ハ
ル
》
花
は
む
か
し
を
わ
す
れ
す
し
て
。
お
な
し
い
ろ
香
に
さ
く
染
か

⑫
さ
き
に
け
り
。《
ハ
ル
》
花
は
む
か
し
を
わ
す
れ
ず
し
て
。《
シ
ヲ
リ
》
お
な
じ
い
ろ
か
に
さ
く
そ
め
か

⑬
咲さ
き

に
け
り
。《
ハ
ル
》
花
は
昔む
か
し

を
忘わ
す

れ
ず
し
て
。《
シ
ヲ
リ
》
お
な
じ
色
か
に
咲
そ
め
り

⑭
さ
き
に
け
り
．《
上
シ
ヲ
リ
》
花
は
む
か
し
を
わ
す
れ
ず
し
て
《
シ
ヲ
リ
》
同
シ
色
か
に
咲
そ
め
る

⑮
さ
き
に
け
り
。《
上
シ
ヲ
リ
》
花
は
む
か
し
を
わ
す
れ
ず
し
て
。《
シ
ヲ
リ
》
お
な
し
色
か
に
咲
そ
む
る

⑯
さ
き
に
け
り
。《
上
シ
ヲ
リ
》花
は
む
か
し
を
わ
す
れ
ず
し
て
。《
シ
ヲ
リ
》お
な
じ
い
ろ
か
に
さ
き
そ
め
る
。

⑰
さ
き
に
け
り
。
は
な
わ
む
か
し
を
わ
す
れ
ず
し
て　

お
な
じ
い
ろ
か
に　

さ
き
そ
め
り

⑱
さ
き
み
だ
れ　

は
な
は
む
か
し
を
忘
れ
ず
し
て　

お
な
じ
色
香
に
さ
き
そ
め
て
（
略
）

①
《
ふ
し
》
き
ゝ
や
う
《
七
つ
ゆ
り
》
か
る
か
や
《
ふ
し
》
お
み
な
べ
し
《
ぢ
こ
と
は
》
八
ゑ
山
ぶ
き
と
う

す
む
ら
さ
き
の

②
《
ふ
し
》
き
き
や
う
《
し
つ
ゆ
り
》
か
る
か
や
《
ふ
し
》
お
み
な
べ
し
《
地
》
や
ゑ
山
ぶ
き
と
う
す
む
ら

さ
き
の

③
《
七
つ
ゆ
り
》
き
ゝ
や
う
か
る
か
や
お
み
な
へ
し
。《
地
》
や
へ
山
ぶ
き
と
う
す
む
ら
さ
き
の

④
き
ゝ
や
う
か
る
か
や
。
ノ
ヨ
。
を
み
な
へ
し
。
や
え
山
ぶ
き
と
う
す
む
ら
さ
き
の

⑤
き
ゝ
や
う
か
る
《
か
は
り
七
つ
ゆ
り
》
か
や
お
み
な
へ
し
。
や
へ
山
ぶ
き
と
。《
ウ
》
う
す
む
ら
さ
き
の

⑥
桔
梗
、
苅
萱
、
女
郎
花
、
八
重
山
吹
に
薄
紫
の

⑦
き
き
や
う
か
る
か
や
、
お
み
な
め
し
、
八
ゑ
山
ぶ
き
と
、
う
す
む
ら
さ
き
の

⑧
き
き
や
う
か
る
か
や
お
み
な
め
し
八
重
山
ふ
き
と
う
す
紫
の

⑨
き
ゝ
や
う
か
る
か
や
お
み
な
へ
し
八
重
山
ふ
き
と
う
す
む
ら
さ
き
の

⑩
き
ゝ
や
う
。《
サ
シ
》
か
る
《
ハ
ル
》
か
や
．
お
み
《
ユ
リ
ス
テ
》
な
べ
し
《
イ
ツ
ヤ
》。
。《
下
》
八
ゑ
山

ふ
き
と
《
ハ
ル
》
う
す
む
《
ト
ル
》
ら
さ
き
の
。

⑪
き
ゝ
や
う
か
る
か
《
ユ
リ
》
や
わ
れ
も
こ
《《
ユ
リ
》》
う
八
重
や
ま
ふ
き
と
。
う
す
紫
の

⑫
《
三
ツ
地
ヲ
ク
リ
》
き
ゝ
や
う
か
る
か
《
ユ
リ
》
や
わ
れ
も
《《
ユ
リ
》》
こ
う
や
《
ハ
ル
》
ゑ
山
ぶ
き
と
。

う
《
イ
》
す
む
ら
さ
き
の

⑬
《
三
ツ
地
ヲ
ク
リ
》
き
ゝ
や
う
刈
か
る
か《
ユ
リ
》や
萱
を
み
な
《《
ユ
リ
》》
へ
し
《
ハ
ル
》
や
え
山
吹
と
。
薄
う《
イ
》す

む
ら
さ
き

の
⑭
《
三
ツ
地
送
リ
》
き
ゝ
や
う
．
．
．《
本
ユ
リ
》
か
る
か
や
．
女
郎
《《
ユ
リ
ツ
ギ
》》
花
や
《
ハ
ル
》
ゑ
山
ぶ

き
と
．《
イ
》
う
す
紫
む
ら
さ
き

の

⑮
《
三
ツ
地
ヲ
ク
リ
》
き
ゝ
や
う
。
。
。《
本
ユ
リ
》
か
る
か
や
を
み
な
へ
《《
ユ
リ
ツ
ヽ
キ
》》
し
《
ハ
ル
》
や

へ
山
ぶ
き
と
。《
イ
ロ
》
う
す
む
ら
さ
き
の

⑯
《
三
ツ
地
ヲ
ク
リ
》
き
ゝ
や
う
。《
本
ユ
》
か
る
か
や
。
を
み
な
め
し
《
ユ
リ
ツ
ギ
》
八
ゑ
《
ハ
ル
》
山
ぶ

き
と
。
う
す
む
ら
さ
き
の

⑰
き
き
ょ
お　

か
る
か
や　

ン
お
み
ん
な
え
し
イ
イ　

や
え
や
ま
ぶ
き
と　

う
す
む
ら
さ
き
の

⑱
桔
梗
か
る
か
や　

お
み
な
へ
し　

八
重
山
吹
と
う
す
む
ら
さ
き
の

①
ふ
ぢ
の
花
色
を
あ
ら
そ
ふ
花
づ
く
し
《
ふ
し
は
つ
み
》
ふ
ぢ
と
み
を
と
を
そ
め
《
ゆ
り
》
わ
け
て

②
ふ
ぢ
の
花
い
ろ
を
あ
ら
そ
ふ
花
づ
く
し
《
ふ
し
は
つ
み
》
藤
と
み
を
と
を
そ
め
わ
《《
ゆ
り
》》
け
て

③
ふ
ぢ
の
花
。《
う
》
色
を
あ
ら
そ
ふ
《
う
》
花
づ
く
し
。《
下
は
つ
み
》
ふ
じ
と
み
ほ
と
を
そ
め
わ
け
に
。

④
藤
の
花
。《
ウ
》
色
を
あ
ら
そ
ふ
花
つ
く
し
。
ふ
じ
と
み
ほ
と
を
。
そ
め
。
分
に
。

⑤
藤
の
花
。《
ウ
地
》
い
ろ
を
あ
ら
そ
ふ
花
づ
く
し
。《
色
地
》
ふ
じ
と
み
お
と
を
染そ
め

わ
け
に
。

⑥
藤
の
華
、
色
を
争
ふ
花
尽
し
、
我
か
身
の
ほ
と
を
染
別
け
に
、

⑦
藤
の
い
ろ
を
あ
ら
そ
ふ
花
つ
く
し
、
ふ
し
と
み
を
と
を
そ
め
わ
け
に
、

⑧
ふ
ち
の
色
を
あ
ら
そ
ふ
花
つ
く
し
ふ
じ
と
み
を
と
を
そ
め
わ
け
に

⑨
ふ
し
の
花
色
を
あ
ら
そ
ふ
花
づ
く
し
冨
士
と
み
を
と
を
そ
め
は
け
に

⑩
ふ
ぢ
《
入
》
の
は
な
。《
レ
イ
セ
イ
ガ
ヽ
リ
》
い
ろ
を
あ
ら
そ
ふ
花
つ
く
し
。《
上
ノ
リ
ハ
コ
ビ
》
ふ
じ
と

み
ほ
と
を
そ
め
わ
け
に
《
イ
ツ
ヤ
》。
。

⑪
藤
の
は
な
。《
下
》
い
ろ
を
あ
ら
そ
ふ
花
つ
く
し
不
二
と
。《
上
》
三
保
と
を
そ
め
わ
け
て
。

⑫
藤
《
ア
》
の
花
。《
下
》
色
を
あ
ら
そ
《
ウ
》
ふ
花
つ
く
し
ふ
《
引
》
じ
と
。《
上
》
み
ほ
と
を
そ
め
わ
け
て
。

⑬
藤
《
ア
》
の
花
。
色
を
あ
ら
そ
《
ウ
》
ふ
花
尽づ
く

し
《
引
》
富ふ

士じ

と
。《
上
》
み
保ほ

と
を
染そ
め

わ
け
て
。

⑭
藤
《
ア
》
の
花
．《
下
》
色
を
．
あ
ら
そ
《
ウ
》
ふ
花
つ
く
し
《
引
上
》
ふ
じ
と
．《
サ
シ
》
み
ほ
と
を
染
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わ
け
に
．

⑮
藤
の
《
ア
》
花
。《
下
》
色
を
あ
ら
そ
《
ウ
》
ふ
花
づ
く
し
《
引
上
》
ふ
じ
と
。《
サ
シ
》
み
ほ
と
を
そ
め

わ
け
に
。

⑯
ふ
ぢ
の
は
な
。《
下
》
色
を
あ
ら
そ
ふ
花
づ
く
し
《
引
上
》
ふ
じ
と
《
サ
シ
》
み
ほ
と
を
そ
め
わ
け
に
。

⑰
ふ
ぢ
の
は
な　

い
ろ
を
あ
ら
そ
ー
は
な
づ
く
し　

ふ
ぢ
と
み
を
と
を　

そ
め
わ
け
て　

⑱
藤
の
花　

い
ろ
を
あ
ら
そ
ふ
は
な
す
す
き　

不
二
と
三
保
と
を　

そ
め
わ
け
て

①
す
そ
は
た
ご
の
う
ら
な
れ
や
《
上
い
ろ
》
あ
つ
ま
か
ら
げ
の
し
ほ
衣

②
す
そ
は
た
ご
の
う
ら
な
れ
や
《
上
い
ろ
ふ
し
》
あ
つ
ま
か
ら
げ
の
し
ほ
衣

③
《
地
》
す
そ
は
た
ご
の
う
ら
な
れ
や
《
く
り
上
》
あ
づ
ま
か
ら
げ
の
し
ほ
衣
。

④
《《
ユ
リ
》》
す
そ
は
た
ご
の
う
ら
な
れ
や
あ
づ
ま
。
か
ら
げ
の
《
ウ
》
し
ほ
ご
ろ
も
。

⑤
《
ウ
地
》
す
そ
に
は
田た

子ご

の
う
ら
な
れ
や
。《
ウ
》
あ
づ
ま
か
ら
げ
の
し
ほ
ご
ろ
も

⑥
す
そ
は
田
子
の
浦
な
れ
や
、
吾
妻
か
ら
け
の
塩
衣
、

⑦
す
そ
は
た
ご
の
う
ら
な
れ
や
、
あ
つ
ま
か
ら
け
の
し
ほ
こ
ろ
も
、

⑧
す
そ
は
た
こ
の
う
ら
な
れ
や
あ
つ
ま
か
ら
け
の
し
ほ
こ
ろ
も

⑨
す
そ
の
は
た
こ
の
う
ら
な
れ
や
あ
つ
ま
か
ら
け
の
し
ほ
衣

⑩
す
そ
野
は
田
子
の
．
う
ら
な
れ
《
ユ
リ
ス
テ
》
や
。《
イ
ロ
》
あ
つ
ま
か
ら
《
入
》
げ
の
し
ほ
こ
ろ
も
。

⑪
す
そ
の
は
田
子
の
う
ら
な
れ
や
。
あ
つ
ま
か
ら
け
の
し
ほ
衣
。

⑫
す
そ
の
は
田
子
の
《
ヒ
キ
上
》
う
ら
な
《
ス
エ
》
れ
や
。《
ウ
タ
イ
》
あ
づ
ま
か
ら
げ
の
し
ほ
ご
ろ
《
引
》
も
。

⑬
裾す
そ

野の

は
田た

子ご

の
《
ヒ
キ
上
》
浦う
ら

な
《
ス
ヱ
》
れ
や
。《
ウ
タ
イ
》
あ
づ
ま
か
ら
げ
の
塩し
ほ
ご
ろ
も衣
《
引
》。

⑭
す
そ
の
は
田
子
の
《
ヒ
キ
上
ケ
》
浦
な
《
ス
エ
》
れ
や
．《
ウ
タ
ヒ
》
あ
づ
ま
か
ら
げ
の
し
ほ
ご
ろ
《
引
》
も
．

⑮
す
そ
の
は
田
子
の
《
上
キ
ン
上
ケ
》
浦
な
れ
《
ス
エ
》
や
。《
ウ
タ
ヒ
》
あ
づ
ま
か
ら
げ
の
し
ほ
こ
ろ
《
引
》

も
。

⑯
す
そ
は
田
子
の
《
引
上
》
う
ら
《
ス
エ
》
な
れ
や
。《
ウ
タ
ヒ
》
あ
つ
ま
か
ら
げ
の
し
ほ
《
引
》
衣
〝

。

⑰
す
そ
の
わ　

た
ご
の
う
ら
な
れ
や　

あ
づ
ま
か
ら
げ
の
し
お
ご
ろ
も

⑱
も
す
そ
は
田
子
の
う
ら
な
み
や　

あ
ず
ま
か
ら
げ
の
し
ほ
ご
ろ
も
（
略
）

①
《
下
を
ん
》
き
つ
れ
て
し
ほ
を
く
む
て
い
か
《
色
ふ
し
》
ま
つ
だ
や
な
ぎ
に
ゆ
き
ふ
り
て

②
き
つ
れ
て
し
ほ
を
く
む
て
い
か
《
い
ろ
》
ま
つ
た
や
な
ぎ
に
ゆ
き
ふ
り
て

③
き
つ
れ
て
し
ほ
を
く
む
て
い
か
。
又ツ

柳
に
雪
ふ
り
て
。

④
き
つ
れ
て
し
ほ
を
く
む
て
い
か
。
ま
ツ
た
柳
に
雪
ふ
り
て
。

⑤
《
つ
な
き
ふ
し
》
き
つ
れ
て
し
ほ
を
く
む
て
い
。
か
。《
色
地
》
又
や
な
き
に
雪
ふ
り
て

⑥
着
つ
れ
て
塩
を
汲
む
躰
か
、
亦
は
柳
に
雪
降
り
て
、

⑦
き
つ
れ
て
し
ほ
を
く
む
て
い
か
、
ま
つ
た
柳
に
雪
ふ
り
て
、

⑧
き
つ
れ
て
塩
を
く
む
て
い
か
ま
つ
た
柳
に
雪
ふ
り
て

⑨
き
つ
れ
て
し
ほ
ゝ
く
む
て
い
か
ま
つ
た
柳
に
雪
ふ
り
て

⑩
《
リ
ヨ
》
き
つ
れ
て
し
ほ
を
く
む
て
い
《
引
》
か
。《
ギ
ン
》
ま
つ
た
柳
に
雪
ふ
り
て4

⑪
《
下
》
き
つ
れ
て
汐
を
汲
て
い
か
《
下
》
ま
つ
た
柳
に
雪
降
て
。

⑫
《
下
》
き
つ
《
入
》
れ
て
し
ほ
を
く
む
て
《
ア
》
い
か
《
下
》
ま
つ
た
柳
に
雪
ふ
り
《
引
》
て
。

⑬
《
下
》
き
つ
《
入
》
れ
て
汐し
ほ

を
く
む
《
ア
》
て
い
か
《
下
》
ま
つ
た
柳
に
雪
ふ
り
《
引
》
て
。

⑭
き
つ
れ
て
し
ほ
を
く
む
《
ア
》
て
い
か
．
ま
つ
た
柳
に
雪
ふ
り
《
引
》
て
．

⑮
き
つ
《
入
》
れ
て
塩
を
く
む
《
ア
》
て
い
か
。
ま
つ
た
柳
に
雪
ふ
り
《
引
》
て

⑯
き
つ
《
入
》
れ
て
し
ほ
を
く
む
て
い
か
。
ま
つ
た
柳
に
雪
ふ
り
《
引
》
て
。

⑰
き
つ
れ
て
し
お
を
く
む
て
い
か　

ま
っ
た
や
な
ぎ
に　

ゆ
き
ふ
り
て　

⑱
し
ほ
に
き
つ
れ
て
し
ほ
く
む
て
い
か　

ま
っ
た
や
な
ぎ
に　

ゆ
き
ふ
り
て

①
ゑ
だ
も
た
は
む
や
《
下
い
き
こ
み
》
し
づ
は
り
と
つ
も
れ
る
か
げ
に
《
い
ろ
ゆ
り
ふ
し
》
白
さ
き
の
《
地
》

も
の
わ
び
し
げ
に

②
ゑ
だ
も
た
わ
む
や
《
下
い
き
こ
み
》
し
い
わ
り
と
つ
も
れ
る
か
け
に
《
ゆ
り
ふ
し
》
し
ら
さ
ぎ
の
も
の
わ

び
し
げ
に

③
ゑ
だ
も
た
は
む
や
し
つ
は
り
と
《
上
う
》
つ
も
れ
る
か
げ
に
《
つ
き
ゆ
り
》
し
ら
さ
ぎ
の
。《
地
》
物
わ
ひ

し
け
に

④
《
ハ
ル
ウ
》
え
だ
も
た
は
む
や
し
つ
は
り
と
。
つ
も
れ
る
か
げ
に
。
し
ら
さ
ぎ
《
ユ
リ
》
の
。
物
わ
び
し

げ
に
。

⑤
《
お
く
り
ふ
し
》
ゑ
だ
も
た
は
む
や
。《
し
づ
め
て
》
し
つ
は
り
と
つ
も
れ
る
か
げ
に
。《
つ
き
ゆ
り
》
し

ら
さ
ぎ
の
。
物
わ
び
し
げ
に

⑥
枝
も
撓
や
、
し
つ
は
り
と
積
も
れ
る
蔭
に
、
白
鷺
の
物
わ
び
し
け
に
、

⑦
ゑ
た
も
た
は
ゝ
に
し
つ
は
り
と
、
つ
も
れ
る
か
げ
に
、
し
ら
さ
ぎ
の
物
わ
び
し
げ
に
、

⑧
ゑ
た
も
た
は
ゝ
に
し
つ
は
り
と
つ
も
れ
る
か
け
に
白
さ
き
の
物
わ
び
し
け
に

⑨
ゑ
た
も
た
は
ゝ
に
し
つ
ほ
り
と
つ
も
れ
る
か
げ
に
白
さ
き
の
物
さ
び
し
け
に

⑩
ゑ
だ
も
た
わ
ゝ
に
し
し
つ
は
り
と
。
つ
も
れ
る
か
《
サ
ツ
マ
ウ
ツ
リ
》
げ
に
し
ら
さ
ぎ
《
引
》
の
。《
下
》

も
の
さ
ひ
し
け
に
．

⑪
枝
も
た
は
ゝ
に
し
う
わ
り
と
。
つ
も
れ
る
か
け
に
白
鷺
の
。
も
の
わ
ひ
し
け
に

⑫
《
上
キ
ン
》
ゑ
だ
も
た
は
ゝ
に
《
イ
ロ
コ
ト
ハ
》
し
う
わ
り
と
。
つ
も
れ
る
か
げ
に
し
ら
さ
ぎ
の
。《
イ
》

物
わ
び
し
げ
に

⑬
《
上
キ
ン
》
枝
も
た
は
ゝ
に
《
色
詞
》
し
う
わ
り
と
。
つ
も
れ
る
陰か
け

に
し
ら
鷺さ
ぎ

の
。《
イ
》
物
わ
び
し
げ
に

⑭
《
上
キ
ン
》
枝
も
た
は
ゝ
に
《
イ
ロ
コ
ト
ハ
》
し
う
《《
ウ
ヒ
テ
》》
わ
り
と
．
つ
も
れ
る
か
げ
に
し
ら
さ
ぎ
の
．

《
イ
》
物
《
地
》
わ
び
し
げ
に

⑮
《
上
キ
ン
》
ゑ
だ
も
た
わ
ゝ
に
《
イ
ロ
コ
ト
ハ
》
し
う
《《
ウ
ヒ
テ
》》
は
り
と
。
つ
も
れ
る
か
げ
に
し
ら
さ

ぎ
の
。《
色
地
》
物
わ
び
し
げ
に
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⑯
《
上
キ
ン
》
ゑ
だ
も
た
は
ゝ
に
《
色
コ
ト
ハ
》
し
い
《《
ウ
》》
わ
り
と
。
つ
も
れ
る
か
げ
に
し
ら
さ
ぎ
の
。《
地
》

物
わ
び
し
げ
に

⑰
え
だ
も　

た
わ
わ
に
し
う
わ
り
と　

つ
も
れ
る
か
げ
に
し
ら
さ
ぎ
の　

も
の
わ
び
し
げ
に

⑱
枝え
だ

も
た
わ
わ
に
し
う
わ
り
と　

つ
も
れ
る
か
げ
に　

し
ら
さ
ぎ
の　

も
の
わ
び
し
げ
に

①
つ
つ
く
り
と
《
い
ろ
ふ
し
》
と
ま
り
た
る
て
い
も
有
《
引
》《
ま
い
せ
め
ふ
し
》
扨
か
た
に
は
り
や
う
を
そ

め
②
つ
つ
く
り
と
《
い
ろ
ふ
し
》
と
ま
り
た
る
て
い
も
あ
り
《
引
》《
ま
い
せ
め
》
扨
か
た
に
は
り
や
う
を
そ
め

③
つ
つ
く
り
と
。
と
ま
り
た
る
て
い
も
《
引
》
有
。《
下
せ
め
》
扨
又
か
た
に
は
り
や
う
を
そ
め
。

④
つ
ゝ
く
り
と
。
と
ま
り
た
る
て
い
も
有
。
さ
て
。
か
た
に
は
龍
を
そ
め
。

⑤
つ
つ
く
り
と
。《
す
へ
ふ
し
》と
ま
り
た
る
て
い
も
あ
り
。《
コ
ハ
リ
》扨
。又
。か
た
に
は
龍り
や
う

を
そ
め《
引
》。

⑥
つ
つ
く
り
と
泊
り
た
る
躰
も
有
り
、
扨
亦
肩
に
は
龍
を
染
、

⑦
つ
つ
く
り
と
と
ま
り
た
る
て
い
も
有
、
か
た
に
く
も
に
龍
を
そ
め
、

⑧
つ
つ
く
り
と
と
ま
り
た
る
て
い
も
有
か
た
に
は
く
も
に
り
や
う
を
そ
め

⑨
つ
つ
く
り
と
と
ま
り
た
る
て
い
も
有
か
た
に
は
雲
に
龍
を
そ
め

⑩
つ
《
ツ
メ
》
ゝ
く
り
《《
下
ノ
リ
》》
と
と
ま
り
た
る
て
い
も
あ
り
。《
ク
ド
キ
》
か
た
に
は
雲
に
龍
を
そ
め
《
イ

ツ
ヤ
》。
。

⑪
つ
つ
く
り
と
。
と
ま
り
た
る
躰
も
有
肩
に
は
雲
に
龍
を
そ
め
。

⑫
つ
つ
く
り
と
。
と
ま
り
た
る
て
《
ア
》
い
も
有
《
上
ノ
リ
》
か
た
に
は
雲く
も

に
龍
を
そ
め
。

⑬
つ
つ
く
り
と
。
と
ま
り
た
る
躰
て《
ア
》い

も
有
《
上
ノ
リ
》
肩か
た

に
は
雲く
も

に
龍り
や
う

を
そ
め
。

⑭
つ
つ
く
り
と
．
泊
り
た
る
て
《
ア
》
い
も
有
．《
上
ノ
リ
》
か
た
に
は
雲
に
龍
を
染
．

⑮
つ
つ
く
り
と
。
と
ま
り
た
る
て
い
《
ア
》
も
あ
り
。《
上
ノ
リ
》
か
た
に
は
雲
に
龍
を
そ
め
。

⑯
つ
つ
く
り
と
。
と
ま
り
た
る
て
い
も
あ
り
。《
上
ノ
リ
》
か
た
に
は
雲
に
龍
を
そ
め
。

⑰
す
っ
く
り
と　

と
ま
り
た
る　

て
い
も
あ
り　

か
た
に
わ　

く
も
に
り
ょ
ー
を
そ
め

⑱
す
っ
く
り
と　

と
ま
り
た
る　

て
い
も
あ
り　

さ
て
ま
た
か
た
に
は
（
略
）
の
ぼ
り
龍り
ょ
う（

略
）

①
す
そ
に
は
と
ら
の
う
そ
ふ
き
て
《
は
る
》
た
け
つ
て
り
や
う
を
に
ら
み
つ
め
た
が
い
に
あ
ら
そ
ふ
も
や
う

も
有

②
す
そ
に
は
と
ら
の
う
そ
む
き
て
《
は
る
》
た
け
つ
て
り
や
う
を
に
ら
み
つ
け
た
が
い
に
あ
ら
そ
ふ
も
や
う

も
あ
り

③
《
中
》
す
そ
に
は
と
ら
の
う
そ
ふ
き
て
。
た
け
つ
て
り
や
う
を
に
ら
み
付
。
た
が
ひ
に
あ
ら
そ
ふ
も
や
う

も
有
。

④
《
コ
ハ
リ
》
す
そ
に
は
虎
の
う
そ
ふ
き
て
。
た
け
つ
て
龍
を
に
ら
み
つ
め
。
た
が
ひ
に
あ
ら
そ
ふ
も
や
う

も
あ
り
。

⑤
《
ウ
コ
ハ
リ
》
す
そ
に
は
虎と
ら

の
う
そ
ふ
き
て
。
た
け
つ
て
龍
を
に
ら
み
つ
め
。《
す
へ
ふ
し
》
た
が
ひ
に
あ

ら
そ
ふ
も
や
う
も
あ
り
。

⑥
裾
に
は
虎
の
嘯
て
、
猛
て
龍
を
白
眼
付
、
互
に
争
ふ
模
様
も
あ
り
、

⑦
す
そ
に
は
虎
の
う
そ
ふ
き
て
、
た
け
つ
て
龍
を
に
ら
み
つ
め
、
た
が
い
に
あ
ら
そ
ふ
も
や
う
も
有
、

⑧
す
そ
に
は
と
ら
の
う
そ
ふ
き
て
た
け
つ
て
龍
を
に
ら
み
つ
め
互
に
あ
ら
そ
ふ
も
や
う
も
有

⑨
す
そ
に
は
と
ら
の
う
そ
ふ
き
て
た
け
つ
て
龍
を
に
ら
み
つ
け
互
に
あ
ら
そ
ふ
も
や
う
も
有

⑩
《
サ
ヾ
ナ
ミ
》
す
そ
に
は
と
ら
の
う
そ
ふ
き
て
。《
フ
シ
ノ
リ
》
た
け
つ
て
龍
を
に
ら
み
つ
け
《
イ
ロ
ヲ
ク

リ
》
た
が
ひ
に○

○
○

あ
ら
《
イ
ロ
ユ
リ
》
そ
ふ
も
や
も
あ
り
。

⑪
裾
に
は
虎
の
嘯
て
。
た
け
つ
て
竜
を
に
ら
み
つ
け
。
互
に
あ
ら
そ
ふ
模
様
も
あ
り

⑫
す
そ
に
は
と
ら
の
う
そ
ぶ
き
て
。《
地
ア
タ
ル
》
た
け
つ
て
龍
を
に
ら
み
付
。
た
が
い
に
あ
ら
そ
ふ
も
や
う

《
ア
》
も
有

⑬
す
そ
に
は
虎と
ら

の
嘯
う
そ
ふ
き

て
。《
地
ア
タ
ル
》
た
け
つ
て
龍
を
に
ら
み
付
。
互た
が
い

に
諍あ
ら
そ

ふ
模も

様や
う

《
ア
》
も
有

⑭
す
そ
に
は
と
ら
の
う
そ
ふ
き
て《
地
ア
タ
ル
》た
け
つ
て
龍
を
に
ら
み
付
．た
か
い
に
あ
ら
そ
ふ
も
よ
ふ《
ア
》

も
有

⑮
す
そ
に
は
と
ら
に
う
そ
ふ
き
て
。《
地
ア
タ
ル
》
た
け
つ
て
龍
を
に
ら
み
付
。
た
が
い
に
あ
ら
そ
ふ
も
よ
ふ

《
ア
》
も
有

⑯
す
そ
に
は
と
ら
の
う
そ
ふ
き
て
。《
地
ア
》
た
け
つ
て
龍
を
に
ら
み
付
。
た
が
い
に
あ
ら
そ
ふ
も
や
う
も
有

⑰
す
そ
に
わ
と
ら
の
う
そ
ぶ
い
て　

た
け
っ
て
り
ょ
オ
を
に
ら
み
つ
け　

た
が
い
に
あ
ら
そ
オ
も
よ
オ
も
あ

り
⑱
す
そ
に
は
と
ら
の
う
そ
ふ
い
て　

た
け
っ
て
龍り
ょ
う

を
に
ら
み
つ
け　

た
が
い
に
あ
ら
そ
ふ
模
様
も
あ
り

①
一
き
の
ま
つ
の
其
し
た
に
《
下
お
ん
》
こ
と
を
色
よ
く
そ
め
な
し
て
み
ね
の
ま
つ
か
せ
ざ
ゝ
ざ
つ
と
ふ
き

②
一
木
の
松
の
そ
の
下
に
《
下
お
ん
》
こ
と
を
い
ろ
よ
く
そ
め
な
し
て
み
ね
の
ま
つ
か
せ
ざ
ざ
ざ
つ
と
ふ
き

③
一
木
の
松
の
其
下
に
。
こ
と
を
色
よ
く
そ
め
な
し
て
。
み
ね
の
松
か
ぜ
ざ
ゞ
ん
ざ
《《
い
ろ
》》
ざ
つ
と
ふ
き

④
《
中
》
一
木
の
ま
つ
の
そ
の
下
に
。
こ
と
を
い
ろ
よ
く
そ
め
な
し
て
。
み
ね
の
松
風
ざ
ゞ
。
さ
つ
と
ふ
き

⑤
《
キ
ン
》
一
〈
ト
〉
木
の
松
の
其
し
た
に
。
こ
と
を
い
ろ
よ
く
そ
め
な
し
て
。《
キ
ン
か
は
り
》
み
ね
の
松

風
ざ
ゝ
ん
ざ
つ
と
ふ
き

⑥
一
と
木
の
松
の
其
下
に
、
こ
と
を
色
能
く
染
な
し
て
、
峰
の
ざ
ざ
ん
ざ
颯
と
吹
、

⑦
一
本
の
松
の
其
下
に
、
こ
と
を
い
ろ
よ
く
そ
め
な
し
て
、
み
ね
の
松
風
ざ
つ
と
ふ
き
、

⑧
一
木
の
松
の
其
下
に
こ
と
を
色
よ
く
そ
め
な
し
て
み
ね
の
松
か
ぜ
さ
つ
と
ふ
き

⑨
一
木
の
松
の
其
下
に
こ
と
を
色
よ
く
そ
め
な
し
て
み
ね
の
松
風
ざ
つ
と
ふ
き

⑩�

《
下
ノ
リ
》
一
木
の
松
の
そ
の
下
に
。《
上
》
琴
を
《
イ
ロ
ナ
ガ
シ
》
い
ろ
よ
く
。
そ
め
な
し
《
引
》
て
．

み
ね
《
本
手
》
の
《
片
タ
ヤ
ツ
シ
》

ま
つ
か
ぜ
《
相
ノ
手
》
ざ
つ
と
ふ
き
．

⑪
ひ
と
木
の
松
の
。
其
下
に
琴
を
い
ろ
よ
く
そ
め
な
し
て
。
峯
《
上
》
の
ま
《
ハ
ル
》
つ
か
せ
。
は
つ
と
吹

⑫
ひ
と
木
《
入
》
の
松
の
。
其
《
入
》
下
に
琴こ
と

を
い
ろ
よ
く
染
な
し
て
。
み
ね
《
上
》
の
。《
ハ
ル
》
松
風
。
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は
つ
と
ふ
き

⑬
一
〈
ト
〉
木
《
入
》
の
松
の
。
其
《
入
》
下
に
琴こ
と

を
色
よ
く
染そ
め

な
し
て
。
峯み
ね

の
。《
ハ
ル
》
松
風
さ
つ
と
吹

〈
キ
〉

⑭
ひ
と
木
《
入
》
の
松
の
．
其
《
入
》
下
に
．
こ
と
を
色
よ
く
染
な
し
て
．《
上
ハ
ル
》
み
ね
の
《
カ
ン
ス
エ

テ
》
松
風
さ
つ
と
ふ
き

⑮
ひ
と
木
《
入
》
の
松
の
。
其
《
入
》
下
に
。
こ
と
を
色
よ
く
染
な
し
て
。《
上
ハ
ル
》
み
ね
の
。《
カ
ン
ス

エ
テ
》
松
風
さ
つ
と
ふ
き

⑯
ひ
と
木
《
入
》
の
松
の
。
其
《
入
》
し
た
に
。
こ
と
を
色
よ
く
そ
め
な
し
て
。《
上
ハ
ル
》
み
ね
の
《
カ
ン

ス
エ
》
松
風
さ
つ
と
ふ
き

⑰
ひ
と
き
の
ま
つ
の　

そ
の
し
た
に　

こ
と
ー
い
ろ
よ
く
そ
め
な
し
て　

み
ね
の
ま
つ
か
ぜ　

さ
っ
と
ふ
き

⑱
（
な
し
）

①
し
ら
ぶ
る
こ
と
の
さ
も
あ
り
〳
〵
と
み
ゆ
る
《
い
ろ
ふ
し
》
も
《
引
》
有
《
下
を
ん
せ
め
》
と
や
い
で
の

わ
し
が
ゑ
に
か
つ
ゑ

②
し
ら
む
る
こ
と
の
さ
も
あ
り
〳
〵
と
み
ゆ
る
も
《
い
ろ
》
あ
り
《
ふ
し
引
下
お
ん
せ
め
》
と
や
い
で
の
わ

し
が
ゑ
に
か
つ
ゑ

③
し
ら
ぶ
る
こ
と
の
。
さ
も
有
〳
〵
と
み
ゆ
る
も
《
引
》
有
。《
下
》
と
や
で
の
わ
し
が
ゑ
に
か
つ
へ
。

④
し
ら
ぶ
る
こ
と
の
。《
ナ
ヲ
ス
》
さ
も
あ
り
〳
〵
ど
見
ゆ
る
も
あ
り
。《
下
》
と
や
出
の
わ
し
が
《
ハ
ル
》

ゑ
に
か
つ
へ
。

⑤
し
ら
ふ
る
こ
と
の
。
さ
も
あ
り
〳
〵
と
。《
コ
ハ
リ
》
見
ゆ
る
も
あ
り
。《
ウ
コ
ハ
リ
》
と
や
出
の
わ
し
が

ゑ
に
か
つ
ゑ
。

⑥
調
へ
る
琴
の
さ
も
あ
り
〳
〵
と
見
ゆ
る
も
あ
り
、
と
や
で
の
鷲
か
飼ヱ

に
渇カ
ツ

れ
、

⑦
し
ら
ふ
る
こ
と
の
さ
も
有
〳
〵
と
見
ゆ
る
も
有
、
と
や
出
の
わ
し
が
ゑ
に
か
つ
ゑ
、

⑧
し
ら
ぶ
る
こ
と
の
さ
も
有
〳
〵
と
見
ゆ
る
も
有
と
や
で
の
わ
し
か
ゑ
に
か
つ
ゑ

⑨
し
ら
ふ
る
こ
と
の
さ
も
有
〳
〵
と
み
ゆ
る
も
有
と
や
て
の
わ
し
か
ゑ
に
か
つ
へ

⑩
《
ハ
ル
》
し
ら
ふ
る
《
ト
ル
》
琴
の
《
イ
ツ
ヤ
》。
。《
早
イ
ロ
ナ
ゲ
》
さ
も
あ
り
〳
〵
《
ハ
ル
》
と
見
ゆ

る
も
あ
り
。
と
や
で
の
わ
し
が
ゑ
に
か
つ
ゑ
。

⑪
し
ら
ふ
る
琴
の
。
さ
も
あ
り
〳
〵
と
染
し
も
有
。《
ウ
》
と
や
出
の
わ
し
か
餌
に
か
つ
へ
。

⑫
《
上
イ
ロ
》
し
ら
ぶ
る
琴
の
。
さ
も
あ
り
〳
〵
と
見
ゆ
る
も
有
。《
ウ
ノ
リ
》
と
や
出
の
わ
し
が
ゑ
に
か
つ

ゑ
。

⑬
《
上
色
》
調し
ら
ぶ

る
琴
の
。
さ
も
あ
り
〳
〵
と
見
ゆ
る
も
有
。《
ウ
ノ
リ
》
と
や
出
の
鷲わ
し

が
ゑ
に
か
つ
へ
。

⑭
し
ら
ぶ
る
こ
と
の
．《
イ
ヤ
》
さ
も
あ
り
〳
〵
と
み
ゆ
る
も
有
．《
中
キ
ン
ノ
リ
》
と
や
て
の
わ
し
が
ゑ
に

か
つ
ゑ
．

⑮
《
上
色
》
し
ら
ふ
る
こ
と
の
《
イ
ヤ
》
さ
も
あ
り
〳
〵
と
み
ゆ
る
も
有
。《
中
キ
ン
ノ
リ
》
ど
や
て
の
わ
し

が
ゑ
に
か
つ
へ
。

⑯
《
上
色
》
し
ら
ぶ
る
こ
と
の
《
イ
ヤ
》
さ
も
あ
り
〳
〵
と
み
ゆ
る
も
有
。《
中
キ
ン
ノ
リ
》
と
や
で
の
わ
し

が
ゑ
に
か
つ
ゑ
。

⑰
し
ら
ぶ
る
こ
と
の　

さ
も
あ
り
あ
り
と
み
ゆ
る
も
あ
り
。
と
や
で
の
わ
し
か
え
に
か
つ
え

⑱
（
な
し
）
と
や
で
の
わ
し
が
え
に
か
つ
え

①
み
山
を
さ
が
す
所
に
一
村
竹
の
其
下
に
あ
さ
る
う
さ
ぎ
を
み
付
つ
ゝ
《
せ
め
》
ま
一
も
ん
し
に

②
み
や
ま
を
さ
が
す
と
こ
ろ
に
一
む
ら
た
け
の
そ
の
し
た
に
あ
さ
る
う
さ
ぎ
を
見
つ
け
つ
ゝ
《
せ
め
》
ま
一

も
ん
じ
に

③
《
中
》
み
山
を
さ
が
す
所
に
。
一
む
ら
た
け
の
其
下
に
。
あ
さ
る
う
さ
ぎ
を
見
付
つ
ゝ
。
ま
一
も
ん
じ
に

④
み
や
ま
を
さ
が
す
と
こ
ろ
に
。
一
む
ら
だ
け
の
そ
の
し
た
に
。
あ
さ
る
う
さ
ぎ
を
見
つ
け
つ
ゝ
。
ま
一
も

ん
じ
に

⑤
み
や
ま
を
さ
が
す
所
に
。
太
夫
一
ト
む
ら
竹
の
そ
の
し
た
に
。
あ
さ
る
う
さ
ぎ
を
見
付
ケ
つ
ゝ
ま
。
一

も
ん
じ
に

⑥
深
山
を
さ
か
す
所
に
、
一
と
村
竹
の
其
下
に
、
あ
さ
る
兎
を
見
付
け
つ
ゞ
、
マ
ア
一
文
字
に

⑦
み
や
ま
を
さ
が
す
所
に
、
一
む
ら
竹
の
其
下
に
、
あ
さ
る
う
さ
き
を
見
つ
け
つ
ゝ
、
ま
一
も
ん
し
に

⑧
み
山
を
さ
か
す
所
に
一
む
ら
竹
の
其
下
に
あ
さ
る
う
さ
き
を
見
付
つ
ゝ
ま
い
ち
も
ん
し
に

⑨
み
山
を
さ
が
す
所
に
一
む
ら
た
け
の
其
下
に
あ
さ
る
う
さ
ぎ
を
見
付
つ
ゝ
ま
一
も
ん
し
に

⑩
《
ギ
ン
》
み
山
を
。
さ
が
す
所
に
一
む
ら
《
ハ
コ
ビ
》
た
け
の
そ
の
下
に
。
あ
さ
る
う
さ
き
を
見
つ
け
《
ヲ

ス
地
》
つ
ゝ
ま
一
も
ん
じ
に

⑪
み
や
ま
を
さ
か
す
所
に
。
一
む
ら
竹
の
其
下
に
。
あ
さ
る
う
さ
き
を
見
付
つ
ゝ
ま
一
も
ん
し
に

⑫
み
や
ま
を
《
コ
ト
ハ
》
さ
が
す
所
に
。
ひ
と
む
ら
竹
の
其
下
に
。《
地
》
あ
さ
る
う
さ
き
を
見
付
つ
ゝ
《
ア

タ
ル
》
ま
一
も
ん
じ
に

⑬
み
や
ま
を
《
コ
ト
ハ
》
さ
が
す
所
に
。
一
〈
ト
〉
む
ら
竹
の
其
下
に
。《
地
》
あ
さ
る
兎う
さ
ぎ

を
見
付
け
つ
ゝ
《
ア

タ
ル
》
真ま

一
も
ん
じ
に

⑭
み
山
を
《
コ
ト
ハ
》
さ
が
す
所
に
．
一
村
竹
の
其
下
に
．《
地
》
あ
さ
る
兎
を
見
付
つ
ゝ
《
ア
タ
ル
》
ま
一

も
ん
じ
に

⑮
み
山
を
《
コ
ト
ハ
》
さ
が
す
所
に
。
一
村
竹
の
其
下
に
。《
地
》
あ
さ
る
兎う
さ
ぎ

を
見
付
つ
ゝ
《
ア
タ
ル
》
ま

一
文
字
に

⑯
み
山
を
《
コ
ト
ハ
》
さ
が
す
所
に
。
一
む
ら
た
け
の
其
下
に
。《
地
》
あ
さ
る
う
さ
ぎ
を
見
付
つ
ゝ
《
ア
タ

ル
》《
ア
》
ま
一
も
ん
じ
に

⑰
み
や
ま
を
さ
が
す
と
こ
ろ
に　

ひ
と
む
ら
だ
け
の　

そ
の
し
た
に　

あ
さ
る
う
さ
ぎ
を　

み
つ
け
つ
つ　

ま
い
ち
も
ん
し
に

⑱
み
や
ま
を
さ
が
す
と
こ
ろ
に　

ひ
と
む
ら
た
け
の　

そ
の
し
た
に　

あ
さ
る
う
さ
ぎ
を　

み
つ
け
つ
つ　

ま
い
ち
も
ん
じ
に　
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①
お
と
す
を
み
て
う
さ
ぎ
は
た
に
へ
に
け
ん
と
す
る
を
《
い
ろ
せ
め
こ
と
ば
》
ほ
つ
か
け
〳
〵
お
い
つ
め
て

②
お
と
す
を
み
て
う
さ
ぎ
は
た
に
へ
に
げ
ん
と
す
る
を
ぼ
つ
か
け
〳
〵
〳
〵
〳
〵
お
い
つ
め
て

③
お
と
す
を
み
て
。
う
さ
ぎ
は
た
に
へ
に
げ
ん
と
す
る
を
ぼ
つ
か
け
。
〳
〵
。
〳
〵
〳
〵
お
ひ
つ
め
て

④
お
と
す
を
見
て
。
う
さ
ぎ
は
た
に
へ
に
げ
ん
と
す
る
を
ほ
つ
か
け
。
〳
〵

⑤
お
と
す
を
見
て
。
ワ
キ
う
さ
ぎ
は
谷た
に

へ
に
げ
ん
と
す
る
を
。
お
つ
か
け
。
ワ
キ
〳
〵
。

⑥
落
す
を
見
て
、
兎
は
谷
へ
迯
ん
と
す
る
を
、
ぼ
つ
か
け
〳
〵
追
詰
て
、

⑦
お
ど
す
を
見
て
、
う
さ
き
は
た
に
へ
に
げ
ん
と
す
る
を
、
お
つ
か
け
〳
〵
お
い
つ
め
て
、

⑧
お
と
す
を
見
て
う
さ
き
は
谷
へ
に
げ
ん
と
す
る
を
お
つ
か
け
〳
〵

⑨
お
と
す
を
み
て
う
さ
き
は
た
に
へ
に
げ
ん
と
す
る
を
お
つ
か
け
〳
〵
お
つ
つ
め
て

⑩
か
け
お
と
す
を
見
て
う
さ
ぎ
は
。
谷
へ
に
げ
ん
と
す
る
を
。《
ノ
リ
ミ
》
お
つ
か
け
〳
〵
お
つ
つ
め

⑪
お
と
す
を
み
て
。
兎
は
谷
へ
逃
ん
と
す
る
を
追
欠
《《
ア
イ
》》
を
つ
つ
め

⑫
お
と
す
を
み
て
。
う
さ
き
は
谷
へ
に
け
ん
と
す
る
を
お
つ
か
け
《《
ア
イ
》》
お
つ
つ
め

⑬
落お
と

す
を
み
て
。
兎う
さ
ぎ

は
谷た
に

へ
に
げ
ん
と
す
る
を
追
〈〈
ツ
〉〉
か
け
《《
ア
イ
》》
お
つ
つ
め

⑭
お
と
す
を
み
て
．
兎
は
た
に
へ
に
げ
ん
と
す
る
お
つ
か
け
．《《
相
手
》》
お
つ
つ
め

⑮
を
と
す
お
み
て
。
兎
は
谷
へ
に
げ
ん
と
す
る
お
つ
か
け
。《《
相
ノ
手
》》
お
つ
つ
め
。

⑯
お
と
す
を
み
て
。
う
さ
ぎ
は
た
に
へ
に
げ
ん
と
す
る
を
お
つ
か
け
《《
合
》》
お
つ
つ
め

⑰
お
と
す
を
み
て　

う
さ
ぎ
わ
た
に
え　

に
げ
ん
と
す
る
を
ン
お
ッ
か
け
。
お
ッ
つ
め
。

⑱
か
け
お
と
す
を
み
て　

う
さ
ぎ
は
谷
へ　

に
げ
ん
と
す
る
を　

お
っ
か
け　

お
っ
つ
め

①
ひ
つ
か
い
つ
か
ん
で
い
わ
を
に
の
ぼ
り
ひ
き
さ
き
く
ら
ふ
け
し
き
を
《
お
と
し
》
さ
も

②
ひ
つ
か
い
つ
か
ん
で
い
わ
ほ
に
の
ぼ
り
ひ
き
さ
き
く
ら
ふ
け
し
き
を
さ
も

③
ひ
つ
か
い
つ
か
ん
で
い
は
ほ
に
上
り
。
引
さ
き
く
ら
ふ
け
し
き
を
さ
も
。

④
ひ
つ
か
い
つ
か
ん
で
い
は
ほ
に
の
ぼ
り
。
ひ
き
さ
き
く
ら
ふ
其
け
し
き
。《
ナ
ヲ
ス
》
さ
も

⑤
二
人
ひ
つ
か
い
つ
か
ん
で
い
は
ほ
に
の
ぼ
り
ひ
き
さ
き
く
ら
ふ
其
け
し
き
を
。
さ
も

⑥
引
か
い
摑
て
巌
へ
上
り
、
引
さ
き
喰
ふ
気
色
を
さ
も

⑦
ひ
つ
か
い
つ
か
ん
で
岩
ほ
に
の
ほ
り
、
引
さ
き
く
ろ
う
け
し
き
を
、
さ
も

⑧
ひ
つ
か
い
つ
か
ん
て
岩
ほ
に
上
り
引
さ
き
く
ら
ふ
け
し
き
を
さ
も

⑨
引
か
い
つ
か
ん
て
い
は
ほ
に
の
ほ
り
引
さ
き
く
ら
ふ
け
し
き
を
さ
も

⑩
引
か
い
つ
か
ん
で
い
わ
ほ
に
の
ほ
り
．
ひ
き
さ
き
。
く
ら
ふ
け
し
き
を
さ4

も
。

⑪
《
ア
ヒ
》
引
か
い
つ
か
ん
て
い
わ
ほ
に
あ
か
り
。
引
さ
き
喰
ふ
け
し
き
は
さ
も
。

⑫
《
ア
イ
》
ひ
つ
か
い
つ
か
ん
で
い
は
を
に
あ
が
り
《
大
ア
タ
リ
》
引
さ
き
く
ら
ふ
け
し
き
は
さ
も

⑬
《
ア
イ
》
ひ
つ
か
い
つ
か
ん
で
巌い
は
ほ

に
あ
が
り
《
大
ア
タ
リ
》
引
さ
き
く
ら
ふ
け
し
き
は
さ
も

⑭
《
相
手
》
ひ
つ
か
い
つ
か
ん
で
岩
ほ
に
の
ぼ
り
．《
大
ア
タ
リ
》
引
さ
き
く
ら
ふ
け
し
き
《
ア
》
を
さ
も
．

⑮
《
相
ノ
手
》
ひ
つ
か
い
つ
か
ん
で
岩
ほ
に
上
り
。《
大
ツ
メ
ア
タ
リ
》
引
さ
き
く
ら
ふ
け
し
き
《
ア
》
を
さ

も
。

⑯
《
合
》
ひ
つ
か
い
つ
か
ん
で
岩
ほ
に
の
ぼ
り
《
大
ア
タ
リ
》
引
さ
き
く
ら
ふ
け
し
き
《
ア
》
を
さ
も

⑰
ひ
ッ
か
い
つ
か
ん
で
い
わ
を
に
あ
が
り　

ひ
き
さ
き
く
ろ
を
け
し
き
わ
さ
も

⑱
ひ
っ
か
い
つ
か
ん
で
い
わ
お
に
の
ぼ
り　

ひ
き
さ
き
く
ろ
ふ
け
し
き
を
さ
も

①
す
ざ
ま
し
く
そ
め
し
《
引
》
も
あ
《
引
》
り
《
ま
い
ふ
し
》
み
す
の
ひ
ま
よ
り
《
も
つ
》
か
ら
ね
こ
《
引
》

の
②
す
さ
ま
じ
く
そ
め
し
も
あ
《
引
》
り
《
ま
い
ぶ
し
》
み
す
の
ひ
ま
よ
り
《
も
つ
》
か
ら
ね
こ
の

③
す
さ
ま
じ
く
そ
め
し
も
《
引
》
有
。《
ま
ひ
ふ
し
》
み
す
の
ひ
ま
よ
り
か
ら
ね
こ
の
。

④
《
ハ
ル
》
す
さ
ま
じ
く
そ
め
し
も
あ
り
。《
舞
》
み
す
の
ひ
ま
よ
り
か
《
ウ
》
ら
ね
こ
の
。

⑤
す
さ
ま
じ
く
そ
め
し
も
あ
り
《
キ
ン
》。
二
人
《
ま
ひ
》
み
す
の
ひ
ま
よ
り
。
か
ら
ね
こ
の
。

⑥
冷
敷
染
し
も
あ
り
、
美
簾
の
ひ
ま
よ
り
唐
猫
の

⑦
す
さ
ま
し
く
そ
め
し
も
有
、
み
す
の
隙
よ
り
か
ら
ね
こ
の

⑧
す
さ
ま
し
く
そ
め
し
も
有
み
す
の
ひ
ま
よ
り
か
ら
ね
こ
の

⑨
す
さ
ま
し
く
そ
め
し
も
有
こ
す
の
ひ
ま
よ
り
か
ら
ね
こ
の

⑩
《
ホ
ホ
ウ
》《
中
ギ
ン
》
す
さ
ま
し
く
そ
め
し
も
あ
り
《
イ
ヤ
ア
》《
イ
ロ
ギ
ン
》
こ
す
の
ひ
ま
よ
り
か
ら

ね
こ
の
。

⑪
す
さ
ま
し
く
染
し
も
有
。
こ
す
の
ひ
ま
よ
り
か
ら
ね
こ
の
。

⑫
す
《
マ
イ
カ
ヽ
リ
》
さ
ま
じ
《
引
》
く
そ
め
し
も
有
《
引
》。《
上
キ
ン
》
こ
す
の
ひ
ま
よ
り
か
ら
ね
こ
の
。

⑬
《
マ
イ
カ
ヽ
リ
》
す
さ
ま
じ
《
引
》
く
染そ
め

し
も
有
《
引
》。《
上
キ
ン
》
こ
す
の
ひ
ま
よ
り
か
ら
猫ね
こ

の
。

⑭
《
イ
ヤ
》
す
《
舞
カ
ヽ
リ
》
さ
ま
じ
《
引
》
く
．
そ
め
し
も
有
《
引
》．
こ
《
上
キ
ン
》
す
の
隙ひ
ま

よ
り
か
ら

ね
こ
の
．

⑮
《
イ
ヤ
》
す
《
マ
ヒ
カ
ヽ
リ
》
さ
ま
し
《
引
》
く
。
染
し
も
有
《
引
》。《
上
キ
ン
》
こ
す
の
隙
よ
り
か
ら

ね
こ
の
。

⑯
《
イ
ヤ
》
す
《
舞
カ
ヽ
リ
》
さ
ま
し
く
そ
め
し
も
あ
《
引
》
り
。《
上
キ
ン
》
み
す
の
隙
よ
り
か
ら
ね
こ
の
。

⑰
す
さ
ま
し
く
そ
め
し
も
あ
り
、
こ
す
の
ひ
ま
よ
り
か
ら
ね
こ
の

⑱
す
さ
ま
じ
く
そ
め
し
も
あ
り　

み
す
の
ひ
ま
よ
り　

か
ら
ね
こ
の

①
つ
な
を
ひ
き
ぬ
る
に
よ
さ
ん
の
み
や
（
の
す
か
た
を
み
そ
）
め
《
色
》
れ
ん
ぼ
の
や
《
下
ま
い
ふ
し
》
み

に
ま
よ
ふ
か
し
は
ぎ
の

②
つ
な
を
ひ
き
ぬ
る
に
よ
さ
ん
の
み
や
す
か
た
を
見
そ
め
れ
ん
ぼ
の
《
下
ま
い
》
や
み
に
ま
よ
ふ
か
し
わ
き

の
③
つ
な
を
引
ぬ
る
女
三
の
み
や
。
す
が
た
を
み
そ
め
。
れ
ん
ぼ
の
や
み
に
ま
よ
ふ
か
し
は
ぎ
の
。

④
つ
な
を
ひ
か
ゆ
る
女
《
ウ
》
三
の
み
や
。
姿
を
見
そ
め
。《
ハ
ル
》
恋
慕
の
や
み
に
ま
よ
ふ
か
し
は
ぎ
の
。

⑤
つ
な
を
ひ
か
ゆ
る
に
よ
さ
ん
の
み
や
。
す
が
た
を
見
そ
め
。《
ウ
キ
ン
》
れ
ん
ぼ
の
。
や
み
に
ま
よ
ふ
か
し

は
木
《
引
》
の
。
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⑥
綱
を
引
ぬ
る
女
三
の
宮
、
す
か
た
を
見
染
、
恋
慕
の
や
み
に
も
ま
よ
ふ
か
し
わ
き
の

⑦
つ
な
を
引
ぬ
る
、
女
ご
の
宮
の
す
か
た
を
見
そ
め
、
れ
ん
ほ
の
や
み
に
ま
よ
ふ
か
し
わ
木
の
、

⑧
つ
な
を
引
ぬ
る
女
三
の
み
や
の
す
か
た
を
見
そ
め
れ
ん
ほ
の
や
み
に
ま
よ
ふ
か
し
は
木
の

⑨
つ
な
を
引
ぬ
る
女
三
の
宮
の
す
が
た
を
見
そ
め
れ
ん
ほ
の
や
み
に
ま
よ
ふ
柏
木
の

⑩
つ
な
を
ひ
き
ぬ
る
女
三
の
。
み
や
の
す
が
た
を
み
そ
め
て
《
ク
リ
》
れ
《
上
キ
ン
》
ん
ぼ
の
や
み
に
．
ま
《
下

引
》
よ
ふ
．《
ギ
ン
》
か
し
わ
木
の

⑪
《
ウ
》
つ
な
を
《
上
》
引
ぬ
る
女
三
の
《
ハ
ル
》
み
や
の
《
ハ
ル
》
姿
を
見
そ
め
れ
ん
ほ
の
や
み
に
ま
よ

ふ
柏
木
の
。

⑫
《
ウ
》
つ
な
を
《
上
》
引
ぬ
る
女
三
の
《
ハ
ル
》
宮
の
《
ハ
ル
》
姿
を
見
そ
め
れ
ん
ぼ
の
や
み
に
ま
よ
ふ

柏
木
の

⑬
綱つ
な

を
引
ぬ
る
女
三
の
《
ハ
ル
》
宮
の
姿
を
見
そ
め
れ
ん
ぼ
の
闇や
み

に
ま
よ
ふ
柏か
し
は
木ぎ

の

⑭
《
上
キ
ン
カ
ハ
リ
》
つ
な
を
引
ぬ
る
女
三
の
．《
カ
サ
ネ
》
宮
の
姿
を
み
そ
め
れ
ん
ぼ
の
．
や
み
に
ま
よ
ふ

柏
木
の

⑮
《
キ
ン
カ
ハ
リ
》
つ
な
を
引
ぬ
る
女
三
の
。《
カ
サ
ネ
》
宮
の
す
が
た
を
み
そ
め
れ
ん
ぼ
の
。
や
み
に
ま
よ

ふ
か
し
わ
木
の
。

⑯
《
上
キ
ン
カ
ハ
リ
》
つ
な
を
引
ぬ
る
女
三
の
。《
カ
サ
ネ
》
宮
の
姿
を
見
そ
め
れ
ん
ぼ
の
や
み
に
ま
よ
ふ
柏

木
の
。

⑰
つ
な
を
ひ
き
ぬ
る
に
ょ
さ
ん
の
み
や
の
す
が
た
を
み
そ
め　

れ
ん
ぼ
の
や
み
に
ま
よ
オ
か
し
わ
ぎ
の

⑱
つ
な
を
ひ
き
ぬ
る
女
三
の
宮
の　

す
が
た
を　

見
そ
め　
（
略
）
れ
ん
ぼ
の
や
み
に
ま
よ
ふ
か
し
わ
ぎ
の

①
ゑ
も
ん
な
が
し
の
ま
り
の
に
は
や
な
ぎ
さ
く
ら
（
に
《
お
と
し
》
ま
つ
か
い
で
、《
色
》
む
め
に
）
う
く
ひ

す
も
み
ぢ
に
し
か

②
ゑ
も
ん
な
が
し
の
ま
り
の
に
は
や
な
ぎ
さ
く
ら
に
《
お
と
し
ま
い
ふ
し
》
ま
つ
か
い
で
《
は
る
》
む
め
に

う
ぐ
ひ
す
も
み
ぢ
に
し
か

③
ゑ
も
ん
な
が
し
の
ま
り
の
に
は
。《
中
》
や
な
ぎ
さ
く
ら
松
か
い
で
。
む
め
に
う
ぐ
ひ
す
も
み
ぢ
に
し
か
。

④
ゑ
も
ん
な
が
し
の
ま
り
の
庭
。《
コ
ハ
リ
》
む
め
に
う
く
ひ
す
も
み
ぢ
に
《
色
》
し
か
。

⑤
《
ウ
コ
ハ
リ
》
ゑ
も
ん
な
が
し
の
ま
り
の
に
は
。
梅
に
う
ぐ
ひ
す
も
み
ぢ
に
し
か

⑥
ゑ
も
ん
な
か
し
の
松
の
庭
、
柳
さ
く
ら
、
ま
つ
か
い
て
、
梅
に
鶯
、
紅
葉
に
鹿
、

⑦
ゑ
も
ん
な
が
し
の
ま
り
の
に
は
、
柳
桜
に
松
か
ゑ
で
、
梅
に
鶯
、
も
み
ち
に
し
か
、

⑧
ゑ
も
ん
な
か
し
の
ま
り
の
に
は
柳
さ
く
ら
に
松
か
へ
て
む
め
に
鶯
も
み
ち
に
し
か

⑨
ゑ
も
ん
な
か
し
の
ま
り
の
庭
や
な
き
さ
く
ら
に
松
か
え
て
梅
に
う
く
ひ
す
も
み
ち
に
し
か

⑩
《
ギ
ン
ハ
ル
》
ゑ
も
ん
な
が
し
の
ま
り
の
庭
。
柳
．《
ハ
ル
》
桜
に
松
か
え
て
梅
に
鶯
も
み
ち
に
し
か
《
イ

ヤ
ア
》

⑪
ゑ
も
ん
な
か
し
の
ま
り
の
庭
。《
ノ
リ
》
柳
桜
に
松
楓
。
梅
に
鶯
も
み
ち
に
鹿
。

⑫
ゑ
も
ん
な
が
し
の
鞠ま
り

《
ア
》
の
に
は
。《
ユ
リ
》
柳
桜
に
松
楓か
へ
て

梅
に
う
ぐ
ゐ
す
も
み
ぢ
に
し
か
。

⑬
衣ゑ

紋も
ん

流な
が

し
の
鞠ま
り

《
ア
》
の
場に
は

。《
ユ
リ
》
柳
桜
に
松
楓か
へ
で

梅
に
鶯
も
み
ぢ
に
鹿し
か

。

⑭
ゑ
も
ん
流
の
ま
り
《
ア
》
の
に
は
《
イ
ヤ
》
柳
桜
に
松
楓
。
梅
に
鶯
も
み
ぢ
《
ア
》
に
し
か
。

⑮
ゑ
も
ん
な
が
し
の
ま
り
《
ア
》
の
に
は
《
イ
ヤ
》
柳
さ
く
ら
に
松
か
へ
で
。
梅
に
う
ぐ
い
す
も
み
ぢ
《
ア
》

に
し
か
。

⑯
ゑ
も
ん
な
が
し
の
鞠ま
り

の
に
は
《
イ
ヤ
》
や
な
ぎ
桜
に
松
か
い
で
。
梅
に
う
ぐ
ひ
す
紅
葉
に
し
か
。

⑰
え
も
ん
な
が
し
の
ま
り
の
に
わ　

や
な
ぎ
さ
く
ら
に
ま
つ
か
え
で
（
ン
）
め
に
う
ぐ
い
す
も
み
ぢ
に
し
か

⑱
ゑ
も
ん
な
が
し
の
ま
り
の
に
わ　

や
な
ぎ
さ
く
ら
に
ま
つ
か
え
で　

うン

め
に
う
ぐ
い
す
も
み
ぢ
に
し
か

①
《
ま
い
せ
め
》
竹
に
す
ゝ
め
や
花
に
て
う
ま
せ
の
八
ゑ
ぎ
く
つ
た
か
づ
ら

②
《
ま
い
ぜ
め
》
た
け
に
す
す
め
は
な
に
て
ふ
ま
せ
の
や
ゑ
が
き
つ
た
か
づ
ら

③
た
け
に
す
ゞ
め
や
花
に
て
ふ
。
ま
せ
の
や
へ
ぎ
く
つ
た
か
づ
ら
。

④
た
け
に
す
ゞ
め
は
な
に
て
ふ
。
ま
せ
の
や
え
ぎ
く
蔦
か
づ
ら
。

⑤
竹
に
す
ゞ
め
花
に
て
ふ
。
ま
せ
の
や
へ
ぎ
く
つ
た
か
づ
ら
。

⑥
竹
に
雀
や
、
花
に
蝶
、
柵
に
八
重
菊
蔦
葛
ら
、

⑦
竹
に
す
ゞ
め
や
、
花
に
て
ふ
、
ま
ぜ
の
八
ゑ
き
く
、
つ
た
か
づ
ら
、

⑧
竹
に
す
ゝ
め
や
花
に
て
ふ
ま
せ
の
や
ゑ
き
く
つ
た
か
つ
ら

⑨
竹
に
す
ゞ
め
や
花
に
て
う
ま
せ
の
八
重
き
く
つ
た
か
づ
ら

⑩
竹
に
す
ゞ
め
や
花
に
て
ふ
《
イ
ヤ
》。
ま
せ
の
八
ゑ
菊
つ
た
か
づ
ら

⑪
竹
に
雀
や
は
な
に
蝶
。
ま
せ
の
。
八
重
菊
つ
た
か
つ
ら

⑫
《
コ
ト
ハ
ノ
リ
》
竹
に
す
ゞ
め
や
花
に
《
タ
ヽ
ム
》
て
ふ
。《
ノ
リ
》
ま
せ
の
や
ゑ
ぎ
く
つ
た
か
つ
ら

⑬
《
コ
ト
ハ
ノ
リ
》
竹
に
す
ゞ
め
や
花
に
《
カ
ヽ
ル
》
蝶て
ふ

。《
ノ
リ
》
ま
せ
の
や
え
菊ぎ
く

つ
た
か
づ
ら

⑭
《
コ
ト
ハ
ノ
リ
》
竹
に
す
ゞ
め
や
花
に
《
タ
ヽ
ム
》
て
う
．
ま
せ
の
八
ゑ
菊
つ
た
か
つ
ら

⑮
《
コ
ト
バ
ノ
リ
》
竹
に
す
ゞ
め
や
《
タ
ヽ
ム
》
花
に
て
ふ
。《
持
合
ノ
リ
》
ま
せ
の
や
へ
菊
つ
た
か
づ
ら

⑯
《
コ
ト
ハ
ノ
リ
》
竹
に
す
ゞ
め
や
花
に
《
タ
ヽ
ム
》
て
ふ
。《
持
合
ノ
リ
》
ま
せ
の
八
ゑ
菊
つ
た
か
づ
ら
。

⑰
た
け
に
す
ず
め
や　

は
な
に
ち
ょ
ヲ　

ま
せ
の
や
え
ぎ
く　

つ
た
か
づ
ら

⑱
た
け
に
す
ず
め
や　

は
な
に
ち
ょ
う　

ま
せ
の
八
重
ぎ
く　

つ
た
か
づ
ら

①
《
い
ろ
お
ん
》
き
り
に
（
ほ
う
わ
う
《
色
引
》
し
し
）《
上
ふ
し
》
に
ほ
た
ん
あ
ふ
ぎ
な
が
し
《
ふ
し
》
す

な
な
が
し

②
《
い
ろ
お
ん
》
き
り
に
ほ
う
わ
う
《
い
ろ
上
引
》
し
ゝ
に
《
ふ
し
》
ほ
た
ん
あ
ふ
ぎ
な
が
し
《
ふ
し
》
す

な
な
が
し

③
き
り
に
ほ
う
わ
う
《
上
》
し
ゝ
に
ぼ
た
ん
。
あ
ふ
ぎ
な
が
し
す
な
な
が
し
。

④
き
り
に
ほ
う
わ
う
し
ゝ
に
ぼ
た
ん
。
あ
ふ
ぎ
な
が
し
砂
な
が
し
。

⑤
き
り
に
ほ
う
わ
う
。
し
ゝ
に
ぼ
た
ん
あ
ふ
ぎ
な
が
し
す
な
な
が
し
。

⑥
桐
に
鳳
凰
、
獅
子
に
牡
丹
、
扇
流
砂
流
し
、
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⑦
き
り
に
ほ
う
王
、
し
ゝ
に
ぼ
た
ん
、
あ
ふ
き
な
が
し
、
す
なマ

マか
し
、

⑧
き
り
に
ほ
う
わ
う
し
ゝ
に
ほ
た
ん
あ
ふ
き
な
が
し
す
な
ゝ
か
し

⑨
き
り
に
ほ
う
わ
う
し
ゝ
に
ほ
た
ん
あ
ふ
ぎ
な
が
し
す
な
ゝ
か
し

⑩
き
り
に
ほ
う
わ
う
し
ゝ
に
ぼ
た
ん
。《
イ
ヤ
ア
》《
下
キ
ン
ツ
メ
》
あ
ふ
ぎ
な
か
し
す
な
ゝ
が
し
。《
イ
ヤ
ア
》

⑪
桐
に
鳳
凰
し
ゝ
に
ほ
た
ん
。
扇
子
な
か
し
す
な
ゝ
か
し
。

⑫
《
イ
ロ
コ
ト
ハ
》
桐
に
ほ
う
わ
う
し
ゝ
に
《
ア
タ
ル
》
ぼ
た
ん
。《
サ
イ
ツ
メ
》
あ
ふ
ぎ
な
が
し
す
な
ゝ
が

し
。

⑬
《
色
詞
》
桐き
り

に
ほ
う
を
う
獅し

子ゝ
に
《
ア
タ
ル
》
牡ぼ

丹た
ん

。《
サ
イ
ツ
メ
》
扇あ
ふ
ぎ
流な
が

し
す
な
ゝ
が
し
。

⑭
《
イ
ロ
コ
ト
ハ
》
桐
に
ほ
う
わ
う
し
ゝ
に
ぼ
た
ん
．
あ
ふ
き
な
が
し
す
な
ゝ
か
し
． 

⑮
《
イ
ロ
詞
》
桐
に
ほ
う
わ
う
し
ゝ
に
ぼ
《
ア
タ
ル
》
た
ん
。《
サ
イ
ツ
メ
》
あ
ふ
ぎ
な
が
し
す
な
な
が
し
。

⑯
《
色
コ
ト
ハ
》
き
り
に
ほ
う
わ
う
し
ゝ
に
ぼ
《
ア
タ
ル
》
た
ん
。《
ヤ
》《
サ
イ
ツ
メ
》
扇
な
が
し
砂
な
が
し
。

⑰
き
り
に
ほ
ー
を
ー　

し
し
に
ぼ
た
ん　

お
お
ぎ
な
が
し　

す
な
な
が
し
。

⑱
き
り
に
ほ
う
お
う　

し
し
に
ぼ
た
ん　

お
お
ぎ
な
が
し　

す
な
な
が
し

①
《
ふ
し
》
む
し
つ
く
し
く
さ
づ
く
し
こ
も
ん
か
ら
く
さ
ち
ら
し
も
ん
あ
さ
き
か
の
こ
び
わ
か
の
こ

②
む
し
づ
く
し
く
さ
づ
く
し
こ
も
ん
か
ら
く
さ
ち
ら
し
も
ん
あ
さ
き
か
の
こ
ひ
わ
か
の
こ

③
む
し
づ
く
し
く
さ
づ
く
し
。
こ
も
ん
が
ら
く
さ
ち
ら
し
も
ん
。
あ
さ
ぎ
が
の
こ
ひ
わ
か
の
こ
。

④
む
し
づ
く
し
く
さ
づ
く
し
。
こ
も
ん
か
ら
く
さ
ち
ら
し
も
ん
。
あ
さ
き
が
の
こ
ひ
わ
か
の
こ
。

⑤
む
し
づ
く
し
。
く
さ
づ
く
し
。
小こ

紋も
ん

か
ら
草
ち
ら
し
も
ん
。
あ
さ
き
が
の
こ
ひ
わ
が
の
こ
。

⑥
虫
尽
し
、
草
尽
し
、
小
紋
唐
草
散
し
紋
、
浅
黄
鹿
の
子
、
鶸
鹿
の
子
、

⑦
虫
づ
く
し
、
く
さ
つ
く
し
、
こ
も
ん
、
か
ら
く
さ
、
ち
ら
し
も
ん
、
あ
さ
き
か
の
こ
、
ひ
わ
か
の
こ
、

⑧
虫
つ
く
し
草
つ
く
し
こ
も
ん
か
ら
く
さ
ち
ら
し
も
ん
あ
さ
き
か
の
こ
ひ
わ
か
の
こ

⑨
虫
つ
く
し
く
さ
づ
く
し
こ
も
ん
か
ら
く
さ
ち
ら
し
も
ん
あ
さ
き
か
な
こ
に
ひ
わ
か
の
こ

⑩
虫
《
ノ
ル
》
つ
く
し
草
づ
く
し
。《
イ
ヤ
》
こ
も
ん
か
ら
草
ち
ら
し
紋
。
浅
き
か
の
こ
に
ひ
わ
か
の
こ
。

⑪
む
し
つ
く
し
草
つ
く
し
。
小
も
ん
か
ら
草
ち
ら
し
も
ん
。
浅
黄
か
の
こ
に
ひ
わ
鹿
子
。

⑫
虫
づ
く
し
《
カ
ワ
ツ
テ
》
草
つ
く
し
。
小
も
ん
か
ら
草
ち
ら
し
も
ん
。
浅
ぎ
か
の
こ
に
ひ
わ
か
の
こ
。

⑬
虫
尽づ
く

し
《
カ
ハ
ツ
テ
》
草
づ
く
し
。
小
も
ん
唐か
ら

草く
さ

散ち
ら

し
紋も
ん

。
浅
ぎ
が
の
こ
に
ひ
わ
が
の
子
。

⑭
虫
づ
く
し
《
カ
ハ
ツ
テ
》
草
つ
く
し
．
小
も
ん
か
ら
草
ち
ら
し
も
ん
．
浅
ぎ
か
の
こ
に
ひ
わ
が
の
こ
． 

⑮
虫
づ
く
し
《
カ
ワ
ツ
テ
》
草
づ
く
し
。
小
も
ん
か
ら
草
ち
ら
し
紋
。
あ
さ
ぎ
か
の
こ
に
ひ
は
が
の
こ
。

⑯
む
し
づ
く
し
《
カ
ワ
ツ
テ
》
草
づ
く
し
。
小
も
ん
か
ら
く
さ
ち
ら
し
も
ん
。
浅
ぎ
が
の
こ
ひ
わ
が
の
こ
。

⑰
む
し
づ
く
し　

く
さ
つ
く
し　

こ
も
ん
か
ら
く
さ　

ち
ら
し
も
ん　

あ
さ
ぎ
が
の
こ
に
ひ
わ
が
の
こ　

⑱
む
し
づ
く
し　

く
さ
づ
く
し　

小
も
ん
か
ら
く
さ　

ち
ら
し
も
ん　

あ
さ
ぎ
が
の
こ
に
ひ
わ
が
の
こ

①
む
ら
さ
き
か
の
こ
に
皆
人
の
《
色
》
心
は
《
上
ふ
し
》
け
し
の
べ
に
か
の
こ
も
候
と

②
む
ら
さ
き
が
の
こ
に
み
な
《《
い
ろ
》》
人
の
こ
ゝ
ろ
は
け
し
の
べ
に
が
の
こ
も
候
と

③
む
ら
さ
き
が
の
こ
に
皆
人
の
。《
か
ん
と
め
》
心
は
け
し
の
べ
に
が
の
こ
も
候
と
。

④
む
ら
さ
き
か
の
こ
に
《
ナ
ヲ
ス
》
み
な
人
の
。
こ
。
ゝ
。
ろ
は
け
し
の
べ
に
か
の
こ
も
候
と
。

⑤
む
ら
さ
き
が
の
こ
に
皆
人
の
。《
か
ん
と
め
》
心
は
け
し
の
べ
に
が
の
こ
も
候
と
。

⑥
紫
鹿
の
子
に
、
皆
人
の
心
は
け
ふ
の
紅
粉
か
の
こ
、

⑦
む
ら
さ
き
か
の
こ
に
、
見
る
人
の
心
は
、
け
し
の
へ
に
が
の
こ
も
候
と
、

⑧
紫
か
の
こ
に
見
る
人
の
心
は
け
し
の
べ
に
か
の
こ
も
候
と

⑨
紫
か
の
こ
に
み
る
人
の
心
は
け
し
の
へ
に
か
の
こ
く
ち
ば
か
の
こ
も
候
と

⑩
む
さ
さ
き
か
の
こ
に
見
る
人
の
．
心
は
。《
ヲ
ス
》
け
し
の
べ
に
か
の
こ
く
ち
ば
か
の
こ
も
候
と
。

⑪
む
ら
さ
き
か
の
こ
み
る
人
の
心
は
け
し
の
へ
に
か
の
こ
。
朽
葉
か
の
こ
も
候
と
。

⑫
《
イ
ロ
ノ
リ
》
紫
か
の
《
ア
ヒ
》
こ
に
み
る
人
の
《
ア
タ
リ
》
こ
ゝ
ろ
《
ヒ
ロ
イ
》
は
け
し
の
べ
に
か
の
こ
。

く
ち
ば
か
の
こ
も
候
と
。

⑬
《
イ
ロ
ノ
リ
》
紫

む
ら
さ
き

が
の
《
ア
ヒ
》
こ
を
見
る
人
の
《
ヒ
ロ
イ
》
心
は
け
し
の
べ
に
が
の
こ
。
朽く
ち

葉ば

が
の
こ

も
候
と
。

⑭
《
イ
ロ
ノ
リ
》
紫
か
の
《
ア
ヒ
》
こ
に
み
る
人
の
《
ア
タ
リ
》
心
は
《
ヒ
ロ
イ
》
け
し
の
べ
に
か
の
こ
．

く
ち
ば
が
の
こ
も
候
と
．

⑮
《
イ
ロ
ノ
リ
》
む
ら
さ
き
か
の
こ
に
《
ア
ヒ
》
み
る
人
の
《
ア
タ
リ
》
心
は
《
ヒ
ロ
イ
》
け
し
の
べ
に
か

の
こ
。
く
ち
ば
か
の
こ
も
候
と
。

⑯
《
色
ノ
リ
》
む
ら
《
合
》
さ
き
が
の
こ
に
み
な
人
の
こ
ゝ
《
ア
タ
リ
》
ろ
は
《
ヒ
ロ
イ
》
け
し
の
べ
に
が

の
こ
。
く
ち
ば
が
の
こ
も
候
と
。

⑰
む
ら
さ
き
が
の
こ
を
み
る
ひ
と
の　

こ
こ
ろ
わ　

け
し
の
べ
に
か
の
こ　

く
ち
ば
か
の
こ
も
そ
ヲ
ろ
オ
と

⑱
む
ら
さ
き
が
の
こ
に　

は
な
ひ
こ
の　

こ
こ
ろ
は
け
し
の
べ
に
が
の
こ　

く
ち
は
が
の
こ
も
そ
ふ
ろ
ふ
と

①
べ
ん
ぜ
つ
は
た
ら
う
た
り
こ
と
ば
に
花
を
さ
か
せ
つ
ゝ

②
べ
ん
せ
つ
は
た
ろ
ふ
た
り
こ
と
ば
に
は
な
を
さ
か
せ

③
べ
ん
ぜ
つ
は
た
ら
ふ
た
り
。
こ
と
ば
に
花
を
さ
か
せ
つ
ゝ
。

④
べ
ん
せ
つ
は
た
ら
ふ
た
り
。
こ
と
ば
に
花
を
さ
か
せ
つ
ゝ

⑤
べ
ん
ぜ
つ
は
た
ろ
ふ
た
り
。
こ
と
ば
に
花
を
さ
か
せ
つ
ゝ

⑥
言
葉
に
華
を
咲
せ
つ
ゞ
、

⑦
へ
ん
ぜ
つ
は
た
ら
う
た
り
、
言
葉
に
花
を
さ
か
せ
、

⑧
へ
ん
ぜ
つ
は
た
ら
ふ
た
り
こ
と
は
に
花
を
さ
か
せ

⑨
へ
ん
ぜ
つ
は
た
ら
う
た
り
こ
と
は
に
花
を
さ
か
せ
つ
ゝ

⑩
べ
ん
ぜ
つ
は
た
ら
う
た
り
。
言
葉
に
花
を
さ
か
せ
つ
ゝ

⑪
弁
舌
は
た
ら
ふ
た
り
こ
と
は
に
花
を
咲
せ
つ
。

⑫
《
エ
イ
か
ん
》
べ
ん
《
地
カ
ヽ
リ
》
ぜ
つ
は
た
ろ
ふ
た
り
こ
と
ば
に
は
な
を
《
ア
タ
ル
》
さ
つ
か
せ
つ
ゝ

⑬
べ
ん
《
地
カ
ヽ
リ
》
ぜ
つ
は
た
ら
ふ
た
り
詞こ
と
ば

に
は
な
を
《
ア
タ
ル
》
さ
つ
か
せ
つ
ゝ
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⑭
《
ゑ
の
か
ん
》《
地
カ
ヽ
リ
》
へ
ん
ぜ
つ
は
た
ら
う
た
り
こ
と
ば
に
は
な
を
《
ア
タ
ル
》
さ
つ
か
せ
つ
ゝ
。

⑮
《
ヱ
ヒ
カ
ン
》《
地
ガ
ヽ
リ
》
へ
ん
せ
つ
は
た
ろ
ふ
た
り
こ
と
ば
に
花
を
《
ア
タ
ル
》
さ
つ
か
せ
つ
ゝ
。

⑯
《
ヱ
イ
カ
ン
》《
地
カ
ヽ
リ
》
べ
ん
ぜ
つ
は
た
ら
ふ
た
り
こ
と
ば
に
花
を
《
ア
タ
ル
》
さ
つ
か
せ
つ
ゝ
。

⑰
べ
ん
ぜ
（
ッ
）
た
た
ろ
ー
た
り
と　

こ
と
ば
に
は
な
を　

さ
ッ
か
せ
つ
つ

⑱
べ
ん
ぜ
っ
た　

た
ろ
う
た
り　

こ
と
ば
に
は
な
を
や　

さ
か
せ
つ
つ

①
一
時
ば
か
り
語
り
し
は
《
は
つ
み
》
げ
に
お
も
し
ろ
ふ
ぞ
《
ふ
し
》
う
り
に
け
る

②
一
と
き
ば
か
り
か
た
り
し
は
《
は
つ
み
ふ
し
》
け
に
お
も
し
ろ
ふ
ぞ
う
り
に
け
る

③
一
時
計
《
う
》
か
た
り
し
は
《
か
ん
を
と
し
》
げ
に
お
も
し
ろ
く
ぞ
聞
へ
け
る
。

④
《
ナ
ヲ
ス
》
一
時
ば
か
り
《
ウ
》
か
た
り
し
は
げ
に
け
う
。
有
〈
り
〉。
て
。
〽〽
み
へ
に
け
り

⑤
一
時
ば
か
り
か
た
り
し
は
げ
に
け
ふ
。
あ
り
て
ぞ
見
へ
に
け
り

⑥
一
時
計
り
語
り
し
は
、
け
に
面
白
そ
聞
へ
け
る

⑦
一
時
計
か
た
り
し
は
、
さ
て
げ
に
お
も
し
ろマ

マぞ
聞
ゑ
け
る

⑧
一
時
計
か
た
り
し
は
け
に
お
も
し
ろ
ふ
ぞ
聞
へ
け
る

⑨
一
時
計
か
た
り
し
は
さ
て
げ
に
お
も
し
ら
ふ
そ
聞
え
け
る

⑩
《
上
カ
ヽ
ル
》
一
時
計
に
か
た
り
し
は
さ4

て
《
イ
ツ
ヤ
》
け
に
お
も
し
ろ
ふ
ぞ
聞
え
け
る

⑪
半
時
は
か
り
語
し
は
け
に
面
白
そ
聞
け
る

⑫
《
ノ
リ
》
は
ん
《《
ハ
コ
ヒ
》》
と
き
ば
か
り
か
た
り
し
は
け
に
お
も
し
ら
う
こ
そ
聞
え
け
れ

⑬
《
ノ
リ
》
半
《《
ハ
コ
ヒ
》》
と
き
ば
か
り
か
た
り
し
は
げ
に
お
も
し
ろ
ふ
ぞ
き
こ
へ
け
る

⑭
《
ノ
リ
》
ひ
《《
ハ
コ
ビ
》》
と
と
き
ば
か
り
か
た
り
し
は
扨
け
に
お
も
し
ろ
ふ
こ
そ
聞
え
け
れ

⑮
《
ノ
リ
ハ
コ
ヒ
》
半
と
き
ば
か
り
か
た
り
し
は
さ
て
げ
に
お
も
し
ろ
ふ
ぞ
き
こ
へ
け
れ

⑯
ひ
と
と
き
ば
か
り
語
り
し
は
扨
げ
に
お
も
し
ろ
ふ
ぞ
き
こ
へ
け
れ

⑰
は
ん
と
き
ば
か
り
か
た
り
し
わ　

げ
に
お
も
し
ろ
ぉ
ぞ
き
こ
え
け
る

⑱
は
ん
と
き
ば
か
り
か
た
り
し
は　

お
も
し
ろ
か
り
け
る
し
だ
い
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　


